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第一章「ピンクバスと女祭り」





　直なお人とはそのバスのことを「ピンクバス」と呼ぶことにした。もし彼があと少し利口だったら、きっと違う風に名づけたに違いない。

　例えばこれがバッチグーだったらどうだろう。「女バス！」と、あまりにあまりな直球発言をしているところだろう。

　一番星いちばんぼしだったら「ガールズ・ガーデン」だなんて、少し気取った名前をつけるかも知れない。天神てんじんだったら名前をつける前に鼻血を出して倒れているだろう（まあ、彼らについてはあとで記すことにする。というか、嫌でも記すことになる）。

　ともかく。佐さ倉くら直人は、自分以外の乗客が全すべて「女性」という、特殊なバスに乗りながら怯おびえていた。

　これは大変なことになったぞ、とエチケット袋を小こ脇わきに抱えながら、流れていく風景をボンヤリと眺めているのだった（ちなみにエチケット袋を抱えているのは、気持ちが悪いからではなく、不安だからである）。



　ガタン、とバスが大きく揺れた。タイヤが大きな石を踏みつけているのが、座席に座っていてもわかる。よほどの悪路を走っているのだろう。

　車体が大きく傾く度に、車内では「きゃー！」とか「ひー！」だとか、甲高かんだかい悲鳴が上がる。まるでテーマパークのアトラクションに乗っているような気分だ。

　しかもバスの座席というのは、ご存知の通り、かなり狭い。揺れる度に隣に座っている女の子の腕が、足が、直人に容赦なくぶつかってくる。

「あの、ごめんね」

　そしてその度に、隣の女の子は直人にすまなそうに謝るのだ。

　直人は「そんなことないよ」と彼女に聞えない小さな声で返事をする。

　やましいことをしていないのだから、相手に聞えるように言えばいいじゃないか、そう思うかも知れない。しかし、直人にとってはそれが精一杯なのだ。

　バスが山の奥へと入っていくと、車内の女子の顔色がどんどん悪くなっていく。

　こんな山奥だったの、なんだか怖いわね、どこまで走れば着くのよ、気持ち悪くて吐きそうですと言ったネガティブな感情が、空気を伝って直人に訴えかけてくるようだ。

　バスの中に男子は直人ただ一人。そのせいか、女子の負の感情の全てが自分に向かって発せられているような錯覚に陥ってしまうのだ。人はこれを被害妄想と呼ぶが、今の彼にとっては仕方のないことかも知れない。

　しかし、不機嫌な女の子が多い中で、直人の隣に座っている子だけは、いくら森の奥へと入っても、いくら道が悪くても、そんなことはまったく気にしないみたいにニコニコと笑っている。

　直なお人とはなんとなく彼女が気になって、バスに乗った時から横目でチラチラと様子を窺うかがっていた。ショートカットの髪の毛を、無造作にかきあげる仕草。外の風景やバスの中を見つめる視線。それはどこか他ほかの女の子と違っていて、まるで外国からやってきた旅行者みたいだった。もちろん彼女が外国人だという意味ではない。

　彼女だけは他の女の子と違うんじゃないだろうか。そう思った直人は、思い切って話しかけてみる。

「ねえ、君はあんまり嫌そうじゃないね」

　女の子は最初、自分が話しかけられたことに気づいていないみたいな顔をしていた。

　しばらくして、その言葉が自分に向けられた物だとわかると、彼女は嬉うれしそうに返事をする。

「うん、なんで？　だって自然がいっぱいで、楽しくない？」

「いや、別に楽しくないけどさ」

「そう？　わたしは楽しいよ？」

　またしてもガタン、とバスは大きく揺れた。女の子は「わっ」と声を出して、直人の腕を掴つかんだ。直人は彼女を助けようと反射的に腕を伸ばしたが、揺れた時にスカートがめくれ、太股ふとももが大きく出ているのを見て手を引っ込めた。

　なんだか自分が痴漢に間違われそうで怖くなってしまったのだ。

「えへへ、ごめんね」

　彼女はそう言って笑ったが、直人の視線が自分の足に向かっていることに気づいて顔を赤くした。そらしていたはずの視線が、ずっと太股の近辺をフラフラとしていたことに気づき、直人も動揺する。

　女の子は太股までめくれあがった制服のスカートを、皺しわを伸ばすみたいに手で撫なでた。

　しばしの沈黙。もしかして嫌われたかな……、直人はそう思った。しかし、その沈黙を意外な言葉で彼女が破った。

「んとね。えーと、なんだか、わたし、嫌われてるのかと思ってました」

　直人は、自分と同じことを彼女が考えていたことに驚いた。それと同時に、やっぱりこの子だけは他の子とちょっと違うなと感じた。言ってしまえば、少し変な子なのかも知れないなと思った。

「だってさ、バスに乗った時から、ずっと黙ってたじゃない？　だから、ね」

　彼女は、そう言って直人の方を見て笑った。とても自然な笑顔だった。直人もつられて、微笑びしようを浮かべてしまう。

「君の名前は？」

「名前を聞く時は、自分から名乗るものじゃないの？」

　もちろん彼女は冗談で言ったわけだが、女の子に慣れていない直なお人とはそれを間に受けて答える。

「俺おれは、佐さ倉くら直人……。じゃ、改めて。君の名前は？」

「わたしは千歳ちとせみどり」

　千歳みどり。直人は、その言葉を自分の口の中で声に出さず繰り返した。

「ナイトはね、そうなんだってさ」

　ナイト？　直人は、今度は声に出して繰り返した。みどりは大きく頷うなずく。

「うん。直人くんはナイトじゃないから関係ないのかな」

　直人はみどりが何を言っているのか理解できなかった。挨あい拶さつをした後に、ナイト。

「ナイトじゃない」と言っているので、「夜」ではなく「騎士」の方のナイトなんじゃないかな～というところまでは頑張って考えたが、だからなんだというのだろう。

「なにそれ？　なんのこと？」

「え？　だから、中世のね、ナイトはね、相手の名前を聞く前に自分の名前をね、言うんだってさ。でも直人くんはナイトじゃないし、わたしもナイトじゃないから関係ないね、って、そういうお話をしてたんだよ」

　みどりは子供に説明するように、丁寧ていねいに言った。

　なるほど、と納得したものの、直人にはさっぱりわけがわからなかった。

　なんだ、最近の女の子は初対面でナイトの話か？　そういうのが流は行やってんのか？　それとも、この子は思った以上に変な子なのか？

「でも、わたしも本で読んだだけだから、本当かどうかわからないけどね」

　みどりは、まだナイトの話をしているようだった。その時、またしてもバスが大きく揺れた。今度は直人もみどりも座席をしっかり掴つかんで、その衝撃をやり過ごす。

「はいはい、みんな、落ち着いてねー」

　不意に車内に設置されたスピーカーから、冷静な声が聞えた。

「もうちょっと揺れるかも知れないけど、暫しばらくしたら着くから、それまでの我慢ね」

　座席の隙すき間まから覗のぞくと、前の方の通路に女性が立っていた。女性が、と言っても、このバスは直人以外は全部女性なのだが。

「はいみんな、そろそろ鐘かねノの音ね学園に着きます。その前に、女の子同士で仲良くなっておきましょうね」

　バスガイドのようにマイクを使って流暢りゆうちように喋しやべっているのは教師の飯いい野の千種ちぐさだ。

　バスに乗り込む前に、千種自身にそう紹介された。

　直人は、東京駅近くの集合所で千種に話しかけられたことを思い出す。

「ごめんね直人くん。周りが女の子ばかりで、ちょっと恥かしいかな？」

　千種ちぐさはまず女子生徒を全員バスに乗せてから、直なお人とを呼び止めてそう言った。

　ちょっとどころじゃないです、そう答えたかったが、直人は黙って首を横に振った。

「私、このバスの引率をする飯いい野の千種。私も今日から鐘かねノの音ねに行くことになってるの。みんなと一緒の編入生なのよ」

「はぁ、そうですか」

「なに？　元気ないじゃない？　男の子なら、もっと大きな声出して！　ほらっ！」

　千種は直人の背中をポカンと叩たたいた。直人は驚いて、思わず咳せきき込んでしまった。

　千種は、そんな直人を見て大きな声で笑った。

　あまり教師という感じがしないな、というのが千種に対する直人の印象だった。

　まだ二十代前半だろう。もし制服を着ていたら、生徒と間違えてしまうかも知れない。

　背もそれほど高くなく、直人よりも少し小さいくらいだ。

　しかし、彼女には大勢の女子生徒に紛れても、すぐに見分けがつくほど目立つ部分があった。

　それは、あまりにも大きい胸だ。

　もちろん直人だって普段から女性の胸ばかり見て生活してるわけではない。しかし、普通に会話していてもつい視線が胸元にいってしまうほど、彼女の胸は大きかった。

　腕を動かす度にモゾモゾと、周囲を見渡す度にフルフルと、千種の胸はそれだけが別の意識を持っている生物のように揺れた。

　見てはいけない、見てはいけない。直人は自分にそう言い聞かせたが、意識すればするほど、吸い込まれるように視線は胸に流れていってしまう。

「どうしたの、難しい顔して。お腹でも痛いの？」

「いえ！　べ、別になんでもないですっ」

「そう？　それならいいんだけどね」

　千種はそう言って、肩まで伸びた髪をかきあげた。もちろん、その時も胸はプルルン、と大きく動く。ああ、こりゃダメだ……。

　直人にとってできることは、鼻血を出さないように用心することだけだった。

「ほら、直人くん、ボケッとしないの」

　気がつくと、千種が直人の方を指差しながら頬ほおを大げさに膨らませていた。

「こうやって先生の話を聞かない人は、後でお仕置きですからね。わかった？」

　バスの中の女子が「はーい」と声をそろえる。直人は恥かしくなって耳を赤くした。

　隣で、みどりも小さく笑っている。

「はい、みんなはこれからどこに行くかわかってる？」

　千種が問いかけると、女子は「鐘ノ音学園で～す」と声をそろえて返事した。まるでテレビの子供番組みたいなやりとりだ。

「うん、その通り。これからみんなは鐘かねノの音ね学園に行きます。だけど、鐘ノ音学園は男子校のはずよね？　それなのに、どうしてみんなのような可愛かわいい女の子が行くのかしら？」

　可愛い、という部分で車内に少し笑い声が上がった。千種ちぐさは、こうしたやり取りをすることで生徒の緊張をほぐしているのだ。

「はい！」

　その時、直なお人とのすぐ前の通路で一人の生徒が手を挙げた。彼女は通路の真ん中のイスにポツンと座っていた。いわゆる補助席というやつである。

「はい……えーと……」

　千種は手を挙げた生徒の顔を見ながら、名簿をチェックしようとした。しかし彼女は千種が名簿から顔を上げるよりも早く、立ち上がって大きな声を出した。

「はい。北海道から来た、春はる乃の亜あ理り紗さで～スっ」

　彼女は必要以上にキツく結んだ三つ編みを揺らしながら、猫なで声でそう言った。

　率先して教師の質問に答え、好印象を与えようとしているようだ。いつの時代にも、どこの世界にも、こういう目立ちたがり屋の人間は一人はいるのである。

「じゃあ春乃さん。どうして可愛かわいいあなたが、男子校なんてところにいくの？」

「え～、キャワユイだなんて、亜理紗、困っちゃいますよぅ～。千種先生、そんな本当のこと言ったら、恥かしいですってばぁ」

　亜理紗は、太めの体をモジモジとくねらせながらそう言った。そして、脂あぶらのついた分厚いレンズのメガネを、必要以上にグイグイと押し上げる。

　その姿は「可愛い動き」というよりも「バリ島のお土産みやげの妙な木彫りの人形の動き」のようだが、バスの中の全員がそれを口に出していいのかわからず、ただ目の前の状況を見守っていた。

「うんうん。可愛い春乃さんは、どうして男子校になんていくの？」

　千種先生、あんた大人だよ！　バスの中の全員が思った。ライオンを上手く扱う調教師を見ている時と同じ心境、そう言っても良いかも知れない。

「えっとぉ～、それはぁ～、鐘ノ音学園が、共学化に向かっているからどえす！」

「どえす」って言った！　またしてもバスの中の全員の心がひとつになった。この平成のご時世に「どえす！」って、そりゃないんじゃないのか。

「はい、その通りです。春乃さん、座っていいわよ」

　しかし千種は当たり前の顔をして、亜理紗をさばく。さすが、生徒と間違えてしまうほど若い顔をしていても、立派な大人だ。

「春乃さんが言ってくれた通り、鐘ノ音学園は共学化に向けて動いています。でも、男子校だったのに急に共学化になっちゃうなんて、今いる男の子達はビックリしちゃうでしょ？　そこで、一ヶ月の試験編入期間を設けることになったの。試しに女子を編入させてみて、上手くいったら本格的な共学に移行しようってことね」

　直なお人とは、地元で初めてその話を聞いて驚愕きようがくした時のことを思い出す。

　鐘かねノの音ね学園は、人里はなれた山奥にある全寮制の男子校。女の子が苦手な直人には、ピッタリの学校になるはずだった。しかし、いざ編入手続きを終えると、共学化に向けて試験編入をするという話を聞いた。しかも、それは直人が入るのと同時期だという。

　嫌な予感がしていたが、それは見事に的中することになる。

　どうせなら、同じバスで一緒に編入しちゃいましょう。

　というわけで、直人は今、女子編入生徒を乗せたバスの中で、唯一の男子生徒として肩身の狭い思いをしているのである。

「それじゃ、みんなに自己紹介してもらうからね。えーと、今はお昼の12時だから、12番目の席のあなたから行ってみましょうか！」

　千種ちぐさは明るい声を出して言った。その席には、だらしなくシャツを着崩した生徒が座っている。その生徒は千種に指示されても返事をする素振りはなく、気だるそうに外を眺めている。

「あれ……、どうしたのかしら？　えーと、朽くつ木き双ふた葉ばさん？」

　名前を呼ばれても、双葉は黙って座ったままでいる。千種が席までいくと、彼女の耳からコードが出ているのが見えた。イヤフォンを使って、音楽を聴いているところだったのだ。千種はそのコードを引っ張って、耳からイヤフォンを抜き取る。

「朽木さん、みんなに自己紹介してもらっていいかしら？」

　双葉は面倒くさそうに立ち上がると、背中まで伸ばした髪の毛をなびかせ、クルリと後ろを振り向いた。そして、小さな声で挨あい拶さつをする。

「朽木双葉です。よろしく」

　それからまたイスに座ると、イヤフォンを耳に押し込み窓の外に視線を移した。

「はい拍手～」

　千種は双葉のことはあまり気にせず、軽く手を叩たたいた。ひとつのバスの中に五十人近い女子生徒が乗っているのだ。中にはこういう態度の生徒もいるだろう。

「は、あっ、あのっ！」

　まばらな拍手の中で、双葉の隣に座っていた女子が立ち上がった。勢い良く立ち上がったせいで、低い天井に頭をぶつけて「うっ！」と小さなうめき声を上げる。

「ちょっと、大丈夫？　えーと……」

「大丈夫です！　朽木、若わか葉ばです！」

　彼女は、双葉と同じ苗字だった。珍しい苗字なので、彼女が双葉の姉妹かなにかなのだろうと直人は考えた。憮ぶ然ぜんとした態度の双葉とは違い、若葉は辺りを気にしながら申し訳なさそうに立っている。

「あの、お姉さまが失礼な態度を取ってしまって、申し訳ございません。この朽くつ木き若わか葉ばがお詫わびを申し上げます！　みなさま、すみません！」

　若葉は大げさに頭を下げて、今度は前のイスにオデコをぶつけた。「はうっ！」と、さっきよりも強めの声が出た。ひとつのことに一生懸命になると、他ほかが見えなくなるタイプかも知れない。

　千種ちぐさはそんな若葉を見て、安心させるように言った。

「朽木さん、大丈夫だからね。きっとお姉さん、バスで酔って気分が悪いんじゃないかしら。だから、自己紹介がちゃんとできなかったのよ」

「はい！　そうやって肯定的に取って頂けると助かります！」

　直なお人とは前の座席の隙すき間まから若葉を見ていて、妙なことに気づいた。彼女はさっきからずっと、大きなサボテンを大事そうに抱えているのだ。よほど大切な物らしく、離そうとしない。

　サボテンのトゲで怪け我がをしないようにだろうか、手には厚ぼったいグローブをはめている。年頃としごろの女の子にしては、お世辞にもオシャレとは言えない格好だ。癖っ毛のように両サイドの髪の毛が大きく跳ねているが、それを気にしている様子もない。

　天然というか、子供っぽいというか、あまり見た目は気にしない子なのだろうか。

「ともかく、みなさん、姉をよろしくお願い致します！」

　若葉はそう言って深々と頭を下げると、慌あわただしく席に座った。

「はい、朽木さんでした。ほら、みんな、拍手は？」

　パラパラとバスの中に拍手の音が鳴り響く。

「それじゃ、その隣の……」

　視線を隣の座席に移すと、そこには誰だれも座ってないように見える。

「あ……美南みなみさんは気持ちが悪いのよね……」

　どうやらそこでは、美南という生徒が具合を悪くして横になっているようだ。

「じゃ、一人飛ばして、次は……」

「はーい！　亜あ理り紗さどえす！」

　その隣の助手席には、さきほど手を挙げていた亜理紗が座っていた。彼女は元気に立ち上がると、前髪をせっせと整えた後に言った。

「さっきも言ったけど、北海道から来た春はる乃の亜理紗です！　好きな物はパーティー、嫌いな物は虫全般です！　みんなと仲良くなれたら嬉うれしいなと思っています！」

　バスの中の全員が、進んで拍手をする。決して歓迎しているからではない、彼女の声をもう聞きたくないからである。

　亜理紗は自分が受け入れられたと思い、お姫様がやるようにスカートの端を摘つまんで頭をさげた。まるで彼女には似合っていなかったが、本人はその気でいる。

「それにしても千種ちぐさ先生～。どうして亜あ理り紗さだけ補助席なんですか？」

　亜理紗は座りながら、大声でそう言った。千種は少し困った顔をして答える。

「うーん、座席は余るはずだったんだけどね。どうしてかしら？」

「美南みなみさんが寝てるからですか？」

　亜理紗は、具合の悪くなっている生徒に聞えるような声で言う。

「ううん、そうじゃないわ。余ることはあっても、足りなくなるわけないんだけど……。きっと手配ミスかも知れないわね。狭いところに座らせちゃって、ごめんなさいね」

「ううん、千種ちゃんが謝ることないよ！　ほら、亜理紗って心が広いから、細かいことは気にしないのダ」

　気にしないなら黙っておけよ、そう直なお人とは思ったが口には出さなかった。

「それじゃ、えーと、次は千歳ちとせみどりさんかな？」

　名簿を見ながら千種が言うと、みどりは一呼吸置いてから立ち上がった。

「はーい、千歳みどりです。みんな楽しい人ばかりなので、安心しました。これからよろしくお願いします」

　ニコニコと笑って、そのまま座る。そして拍手。一番スムーズだ。

「その隣はなんと男の子。今回、たまたま編入時期がみんなと一緒だったから、こうして同じバスに乗ってもらうことになったの。これもなにかの縁だからね。仲間外れにしちゃダメよ。それじゃ自己紹介してもらいましょうか。はい、佐さ倉くら直人くんです」

　千種が直人を紹介する。今まで直人のことが気になっていたのだろう、バスの中の視線が一気に直人に集った。

　直人は少し緊張しながら立ち上る。バスの中を見渡すと、全すべての女子生徒が自分を注目していることがわかる。背中を汗が流れた。こんなに多くの異性に注目されたことは、今までの人生で一度もない。直人は失敗しないようにと、注意深く自分の名前を言った。

「佐倉、直人です。よろしくお願いしま」

「わあああああんん！」

　直人の自己紹介の途中、言葉の隙すき間まを縫うように悲鳴が上がった。しかしそれは、否定的な悲鳴ではない。肯定的な悲鳴だった。これが噂うわさの「嬉うれしい悲鳴」というやつだろうか。直人は驚いて悲鳴が聞こえてきた方を向く。

　すると、通路の間を一人の女子生徒が走ってくるのが見えた。とても小柄で、幼い女の子だ。頭の横で小さく結んだ髪の毛が大きく揺れている。彼女は勢いよくジャンプすると、子犬がじゃれつくように直人に飛びついてきた。直人はそのまま彼女と一緒にハデに転んだ。

「ちょ、ちょっと、あなた、どうしたの!?」

　千種は慌あわてて直人の席まで走り寄った。その時、バスが大きく揺れ、千種はバランスを崩した。そして、そのまま直なお人との上に倒れ込む。

「きゃあっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　直人の上に、巨大な胸の塊が降ってきた。それは顔の上に、容赦なく覆い被かぶさった。

　突然自分に抱きついてきた小さな女の子と、助けようとして倒れこんでしまった千種ちぐさ。

　二人の女性に下敷きにされた直人を見て、車内はパニックになった。直人の呼吸は、大きな胸によって遮さえぎられていた。でも、こんな柔らかくて甘い香りのする胸の中で死ねるなら、それも良いかも知れない……。

「あの……苦しいです……」

　しかし、あまりの苦しさに声を出したのは、三人の下敷きにされているみどりだった。

　みどりが息も絶え絶えに声を上げた頃ころ、バスは鐘かねノの音ね学園に到着した。



　どうして人間は男と女に分かれているのだろう。それが佐さ倉くら直人の頭を痛ませる悩みごとのひとつだった。学校で習った知識によれば、人間てのは最初は男も女もゴッチャマゼみたいなもので、母親のお腹の中で性別が決まるのだそうだ。

　男女の区別なんて、タイミングひとつ、運ひとつで決まってしまうような、とても曖昧あいまいなものなんじゃないだろうか。直人は学校からの帰り道、そんなことばかり考えていた。

「男と女なんて区切り、そんなのいらないんじゃないの。もっとさ、こう、ボーダーレスにいこうよ、もう21世紀だしね。ほら、そうすれば男女差別とかも解決するしね」

「うんうんそうだ、男女なんていらねえ。そんなの丸めてポイだ」

　彼の頭の中では、常に数人の直なお人とがそんな議論をしていた。

　直人がそこまで性別にこだわるのにはわけがあった。

　それは、直人は女の子と上手く話せないでいるからだ。

　いや、でもね、ちょっと待って頂きたい。別に直人だって、子供の頃ころからそうだったわけではない。小学校の時はクラスの女の子と一緒に遊んでいたし、中学校の時だって放課後の教室に残って、壁新聞かなんかを女子と二人きりで作ったこともあった。

　その頃は、なんてことなかった。

　なぜなら、相手を女として意識せず、友達として接していたからだ。

　だが、意識の変化は直人の望まないところで蠢うごめいていた。

　まるで悪者が闇やみに紛れ忍び足で近づいてくるように、変化は直人のすぐ側まで迫ってきていた。直人はそれに気づかず、壁新聞用の四コマ漫画のネタかなんかを必死で考えていたのだ。ワンパクさん、とかそんな名前の四コマを。

　中学三年のある日、ワンパクさんのネタを考えて女子に話した。しかし、女子の態度がなんとなく余所余所よそよそしかった。いつもなら「ワンパクさん、最高！　とくにオチ！」などと笑ってくれるはずが、今日は笑顔さえ見せてくれない。

　直人は「おかしいな」と感じた。昨日とはなにかが違ってしまっているな、と。

　その日以来、なんとなく女子との間に溝ができた気がした。そしてそれは、次第にはっきりと直人と女子の間を、「男」と「女」という名前のラインで引き裂いていった。

　今思えば、直人の知らない間に女友達は「女性」に変わっていたのだ。

「異性だ」と一度意識してしまうと、もう元には戻れなかった。彼女達の胸は膨らんでいたし、石けんではなく、もっと甘い、例えば香水のような香りを漂わせていた。



　そんなわけで、それから女子とどう距離を取ればいいのか直人にはわからなくなってしまった。変に気を使わなくてもいいのはわかっている。意識せずに、今まで通りに話せばいいのもわかっている。しかし、女になってしまった友達は、自分のことを「男として」見ているのではないかと意識してしまい、妙な汗が出るようになってしまったのだ。

　考え過ぎなのはわかっている。だけど、わかっていてもダメなものはダメなのだ。

　こうして佐さ倉くら直人の苦手な物の中に「女性」という項目ができてしまった。

　っていうか、「苦手な物」だなんて、女性を「物」扱いしてしまうような表現をしてしまっていいのだろうか、ドキドキ……。ってな具合に、考え過ぎの毎日を送るようになってしまった。

　そんな直人は、両親の引越しを機会に男子校に移ることに決めた。今まで共学の高校に通い、何とか女子に対する苦手意識を消そうと努力をしてきた。しかし結局のところ、それは無理だと結論付けたのだ。

　直なお人とは、様々な学校のパンフレットを見比べながら編入先を決めた。その中で一番自分に合うであろうと選んだのが「全寮制」の「男子校」、鐘かねノの音ね学園だった。

　これからの直人は、異性を意識することのない、気楽な学校生活を送るはずだった。

　しかし、それは脆もろくも崩れ去った。男だけの学校に通うつもりが、彼は今ピンクバスの中で女の子に下敷きにされながら、人生の辛つらさと胸の重みを噛かみ締めているのだ。



　鐘ノ音学園に着いた女子一同（含む直人）は、目の前に広がる光景に驚愕きようがくした。

　なぜなら、入学前に配られていたパンフレットと窓の外に広がる景色とが、なにからなにまで違っていたからだ。

　校門にバスが乗り入れ、校舎が見えた瞬間にバスの中で女子は騒ぎ始めた。

「なにあれ、廃屋はいおく？　それとも、巨大な粗大ゴミ？」

「もしかして、温ぬくもりある木造建築ってあれのことじゃないの？」

「じゃあ、あっちの悪いことした人が入るみたいなプレハブは？」

「きっと、寮だと思う……」

　直人も同じように文句を言いたかった。パンフレットに写った写真を見た限りでは、自然に囲まれた素晴らしい環境に思えた。しかし、実際には夏のジメッとした空気が漂う、人里から隔離された謎なぞの施設のように見える。

　歴史ある校舎……そう言うと聞えはいいが、ところどころの木の壁が剥はがれかけている二階建てのボロっちい建物。その横に、オマケのような形でコンクリの建物が建っている。きっと「最新の新校舎」とはアレのことなのだろう。

「シンボルとなる鐘の音が、生活に憩いこいを与えます……か」

　直人はパンフレットの一文を思い出した。木造の校舎の上には、無理やり増築したような形で鐘がついている。詐さ欺ぎにあった気分で窓の外を眺めていると、隣のみどりが嬉うれしそうに声をあげた。

「ほら、ここでわたし達の生活が始まるんだよ」

　どこまでも能天気な子なんだな……。直人は溜ため息をついた。そして、後ろからずっと感じている視線を無視して、前を向く。

　まず不満を声にしたのは双ふた葉ばだった。双葉は小さな、しかし力強い声で千種ちぐさに言った。

「先生、だいぶパンフレットと違いますけど」

「うーん。ちょっと写真と雰囲気は違うかも知れないわね。でも、これからここで過ごすんだから、嫌いなところより好きなところを見つけましょうよ」

　千種の声も少し震えている。もしかしたら、彼女も鐘ノ音を見るのは初めてなのかも知れない。そして、生徒と同じようにショックを受けているのかも知れない。

　次に補助席から亜あ理り紗さが声を上げた。

「亜理紗、こんな汚くて臭そうな場所にいたら、肌が荒れちゃうよぅ。亜理紗ってば、見た目通りお肌が繊細だし、心も繊細だし、うわぁ～ん、どうしよう……」

「大丈夫、すぐに慣れるわよ。ほら、着いたからみんなバスから降りてちょうだい」

　千種ちぐさは逃げるようにバスから降りた。女子生徒達は虚うつろな目をして千種の後に続く。

　新しい生活に期待していた、さっきまでの気持ちはどこかに吹き飛んだようだ。

「あれ、直なお人とくんは降りないの？」

　バスの中から女子が次々と降りる中、直人は立ち上がろうとせずに座ったままでいる。

　その姿を見て、みどりは不思議そうに言った。

「いや、俺おれは男だし。千歳ちとせも先に降りれば」

「男の子だから後なの？　女の子が先って決まってるの？」

「別に決まってるわけじゃないけど」

　みどりは直人の前を通って、通路に出た。そして、なにかを思いついたように手をポンと叩たたくと、こう言った。

「ああ、ナイトだ」

　ナイト？　また言い出したよ……。直人は聞えない振りをする。

「レディーファースト。ね、ナイトだよね。あれ？　あれは紳士だっけ？」

「いいから先に降りれば」

「うん、わかった」

　みどりは嬉うれしそうにバスを降りていった。なにが楽しいのか直人にはわからない。

　直人が座って待っているうちに、バスの中の女子が全員降りた。車内には、小さな地震のようにバスのエンジンの音が聞えるだけだ。

　誰だれもいないのを確認してから、直人は無人の車内で声をあげた。

「どういうつもりだよ」

　バスの中で、直人の声は微かすかに反響する。

「どういうつもりだって聞いてんだけど」

　直人は、空っぽのバスの中で、もう一度繰り返した。

「俺は、さっきのはどういうつもりかって、君に聞いてるんだけどな」

　念を押すように、ゆっくりと直人は言う。

　すると、誰もいないはずの奥の席から声が聞えた。

「その……、あたしのことでしょうか」

「君しかいないだろ」

　直人は立ち上がり、後ろの座席の方を見る。すると、空っぽのはずの座席に、ひとつの影が動いているのが見えた。それは、一人の女子生徒だった。

「きゃぅん……。バレてました……か？」

　彼女は観念して座席の影から立ち上がり、制服をパンパンと叩たたいた。その女子生徒は、直なお人とに抱きついてきた、あの女の子だ。

　彼女はチョコチョコと小走りで直人の近くまでやってくる。直人に比べて身長が低いせいで、彼女は見上げるように彼のことを見つめる。クリクリと大きな目が、怯おびえるような動きをした。直人は、まじまじと女の子と向き合っているという事実を客観的に捉とらえ、少しだけ恥かしくなった。視線を外して、彼女の目を見ないようにする。

「あの、さ。ああいうのって困るんだけど……」

　あきらかにさっきよりも声に力がない。女の子を前にして緊張しているのだ。自分でそれを意識すればするほど、手のひらに汗をかく。

「だから、その、ほら、抱きついたことだけじゃなくてさ、後ろからずっと見てたでしょ、俺おれのこと。もしかしたら見てないかも知れないけど、ひょっとしたら俺の思い過ごしってこともあるかも知れないけどね、だから、本当は俺のことなんて見てなかったら謝るけどさ……ごめん」

　怒るつもりが、最後には謝っている自分に気が付く。

　ちくしょう、なんでこんなことになってんだよ。なんで謝ってんだろ。でも、ほら、こっちが話してるのに、この子ってばずっと黙ってんだもんな、なんか、俺の方が悪いことしてる気分になるよ。

「あの……」

　グルグルと自分に対しての言い訳が頭の中を回って、それが三周半ぐらいした時、ようやく女の子は口を開いた。

　直人はそれが彼女からの助けのように思えた。なんで怒ってる相手から助けをもらっているのか全然わからないが。つまり、それほど混乱していたのだ、女の子が苦手な彼は。

「会いたかったんですー!!」

　しかし、直人はさらに混乱した。彼女はそう言うと、またしても直人に飛びついてきたのだ。小さな彼女は直人の胸に抱きつくと、そのまま胸に顔を埋めた。

「こんなことになって、あたし、寂しくて、ビックリして、ドキドキして、怖くて、でも、会いたくて、迷惑かも知れないけど、その、でも会いたかったんです！」

　今度は直人は倒れなかった。しかし、思い切り抱きつきながら、まるで愛を告白するかのような言葉を連呼する少女に、どう対応すればいいのかわからなかった。

「でも、来てよかったって思いました！　本当にそう思ってます！」

　直人の体温は上昇し、頭は熱が出たみたいにボゥっとした。

「あ、わか、わかったから、離れてください！」

「嫌です！　離れません！　離れません！」

「だから、君が誰だれか知らないし、離れてください！　俺おれ、こういうの慣れてないし！」

「慣れてください！」

「そんな無茶な!!」

　ギシッ、と車体が揺れる音がした。嫌な予感が背中を汗になって流れる。

　抱きつかれたままの姿勢で、直なお人とは首だけを後ろに回した。骨がピキポキと音を立てる頃ころ、腕を組んで立っている千種ちぐさが視界に入る。

「直人くん……なにしてるの？」

「俺が聞きたいんですけど」

　二人の会話なんて関係ないみたいに、少女は幸せそうに目を細めた。



「それで、君はあの子のことは知らないわけだ」

「はい、もちろん。初対面です、初対面」

「初対面なのに抱きつかれてたわけ、ね」

　千種は胡う散さん臭くさそうに直人の顔を見た。疑われても直人には答えようがない。彼は本当に彼女のことを知らないのだ。

「まあいいわ、これから気をつけてくれればね」

「はい、すみません」

　直人はわけもわからず謝った。自分は被害者のはずなのに、どうして怒られているのだろうか。しかし、今はなにを言っても言い訳にしか聞えない。直人は素直に反省する振りをすることで、この状況を乗り切ろうと決めた。

　千種は、バスの中で抱き合っている二人を引き離し、そのまま直人を保健室に連れ込んだのだ。そして、そこに用意してあった白衣を羽は織おると、うん、これで落ち着いた、という風に咳払せきばらいをした。

「千種先生って、保健の先生なんですか？」

　直人は下を向いたまま聞いた。

「なに？　話題を変えようとしてる？」

「そんなんじゃなくてですね……。はい」

「うそうそ。冗談。そう、千種先生は保健の先生です」

　千種は笑いながらそう言うと、窓を開けて保健室の空気を入れ替えた。山の奥ならではの、ひんやりとした風が教室の中に入ってくる。その風は、直人の緊張を少しだけ吸い取ると、静かに窓から出ていった。

「本当なら他ほかの女子と一緒に、直人くんにも体育館で校長先生のありがた～いお話を聞いてもらう予定だったんだけどね。あんなことしてるのを目撃したら、お説教しなくちゃいけないからね」

　千種ちぐさは、それほど怒ってはいないようだった。むしろ、このトラブルを楽しんでいるような印象すらあった。この先生ってば、子供っぽい部分があるのかも知れないな、と直なお人とは思った。

「はい、本当にすみません。でも、俺おれ、本当に彼女のこと知らないんです」

「わかったわよ。そんなに小さくなることないじゃない。もっとリラックスしてよ」

　直人はようやく顔を上げ、千種の方を見た。千種は、直人が顔を上げたことを確認してよしよし、と笑う。

「……驚いた？」

「なにがですか？」

「なにって、この学校。先生は、ちょっとだけ驚いちゃった」

　千種は保健室の中をグルッと見渡してそう言った。日に焼けて色の褪あせたカーテンが、風で揺れている。

「年季が、入ってるわよね」

　言葉を選んで千種は言った。やはり、彼女もこの学校の本当の姿を知らなかったらしい。直人は、千種も自分の仲間だったような気になり、なんだか安心した。

「あのパンフレット、ちょっと誇張があるわね。まあ私はこういう場所、嫌いじゃないけどね。でも、あの子達は怒ってるかも知れないわね……」

　千種の視線は、窓の外に向けられる。あの子達とは、女子生徒のことだ。

　視線の先には、女子がありがた～い話を聞かされている体育館があるのかも知れない。

「今日は授業がないから、このまま男子寮にいきなさい。部屋はこっちの先生が案内してくれるから……。あっ」

「え？」

「部屋は、先生が用意してくれるからね」

　千種は、表現を訂正した。自分も今日からこっちの先生である、ということを自分に言い聞かせるように。

「明日からは問題を起こさないでしっかりするようにね。男女交際は禁止、ですからね。ほら、なにかあると怒られちゃうから。私も、君も、ね」

　千種は自分と直人を交互に指差し、大げさに確認した。バスの中での女子とのやりとりと言い、生徒を子供扱いするのが彼女のやり方らしい。まだ幼さが残る彼女が教師としての威厳を保つには、こうした方法が手っ取り早いことを今までの教師生活で学んできたのかも知れない。

「はい、わかりました」

「あれ？」

　千種ちぐさは眉まゆをしかめた。直なお人とはバスに乗る前のことを思い出し、もう一度返事をした。

「はいっ、わかりました！」

「そう、元気があってよろしい」

　そう言って千種は笑った。



　直人は、保健室に入ってきた男性教師によって男子寮に案内された。その教師は顔色が悪く、ヒョロっと痩やせていた。千種に軽く礼をすると、顎あごで指示するように直人を連れ出した。男は自分の名前を草薙くさなぎと名乗った。草薙はヨレた背広を羽は織おり、サンダルを履いていた。どこかちぐはぐな印象は、格好だけでなく彼から発せられる雰囲気の全部がそうだった。

「佐さ倉くら、編入初日から問題を起すなんて、いい度胸だな」

「いえ、そういうわけじゃないんですけど」

「仏の顔も、だ。鐘かねノの音ねの仏は気が短いぞ。二度目はないからな」

「はぁ……」

　それから二人は黙ったまま歩く。校舎から森の中へ進むと、小さな建物が見える。

「ここは食堂だ。メシ食うとこ。わかるか？　ここの二階は先生達の寮。寝るとこ。わかるね？　こっからそっち行くと風ふ呂ろ。あっち行くと男子寮。もっとあっちは女子寮。さ、んじゃ、これからどっち行く？」

「あっち、ですか？」

「そ、正解。飲み込み早いな、佐倉くんはさ」

　そう言うと、草薙はまた黙り込んだ。いきなり喋しやべったり、急に黙り込んだり、ペースが掴つかみづらい性格をしている。

　道は、獣道けものみちを少しマシにしたような感じだ。もちろんアスファルトで舗ほ装そうなんてされてはいない。歩き続けると、同じ形をしたプレハブがいくつも並んでいるのが見えた。

　バスの中から見えた建物は、間違いなくこのプレハブだ。女子達の（嫌な）予感の通り、これが寮になっているらしい。

　プレハブは近くで見るとかなりの大きさがあった。外から窓がいくつも見えるので、ひとつのプレハブの中には小さな部屋が10～20あることがわかった。

　草薙は寮の前に置かれたゲタ箱にサンダルを突っ込むと、今まで履いていたのと同じくらい汚れたサンダルを出して履いた。

「こっから先は土足禁止。わかるか？」

「わかります」

「じゃ、そこで脱げ」

　直人は履いていたアディダスのスニーカーを脱ぐと、それをゲタ箱の隅に入れた。靴下のまま寮の中に入ると、古臭い木の臭においがそこらじゅうから漂ってくる。

「靴下、脱いだ方がいいかもな。真っ黒になるぞ」

　草薙くさなぎに言われ、ハダシになって廊ろう下かを進む。狭い通路の両側には、同じ形の引き戸がパズルのようにビッシリと並んでいる。壁には「寮の規則」だとか「健康維持の為に運動を！」という張り紙が貼はってあった。

　廊下は一歩進むごとにギシギシと嫌な音を立てた。まるでこの男子寮に住んでいる生徒達の悲鳴のようにも聞こえる。

「男子寮は基本的に二人部屋なんだけどな、あいにく今は開いてる部屋がなくてね。悪いとは思うけど、俺おれのせいじゃない。君にはそこの部屋で三人で過ごしてもらう。でもさ、そのうち二人部屋に入れると思うから。それまでの我慢、それまでの辛抱ですよ。な？」

「それって、部屋を新しく用意してくださる、ってことですか？」

　草薙は直なお人とが言った言葉を聞いて、小さく笑った。ククク。

「違うよぉ、んなわけないじゃん。そのうち誰だれか辞めるかも、ってことですよ」

「辞める？」

「そ、根性ないとね、辞めちゃうからさ、うち。山奥だし、先生とか結構怖いしね。たまにいるんだよね～、脱走したまま帰ってこない奴がさ」

　草薙は、楽しそうにそのことを言った。千種ちぐさとは違って、こいつは嫌な奴みたいだ。

　直人は声には出さずに、無言で頷うなずいた。

「夜になるとね、暗いからさ。そのまま逃げちゃうんだよね。町まで何キロあるんだかわかってんのかね……。この前も財布も持たないで逃げた奴がね、どこだっけか、漁村で見つかったよ。引き取りに行ったけど遠かったな。どこだっけか、あそこ。誰だっけか、あいつ。ま、もういなくなっちゃったからどうでもいいけどさ」

　漁村ですか……。直人はパジャマ姿の生徒が、海辺の町で途方に暮れている姿を想像した。それほどまでにここは過酷な場所なのだろうか。

「でもさ、この一ヶ月は逃げる奴も減るだろうね。なにせ、ねぇ」

　草薙はいやらしい顔で笑った。きっと女子編入生がきたから、ということだろう。

「はい、佐さ倉くらくんはこの部屋です。中にいる奴は、佐倉くんと同じクラスの子だからね。せいぜい仲良くしてもらって、そんで色々と教えてもらってくださいね。じゃ、後はよろしく」

　あるドアの前で草薙はそう言うと、廊下をそのまま引き返していった。中に入って、今いる生徒に紹介……なんてのは甘い考えだったようだ。

　草薙が寮から出ていくと、廊下はシンと静まり返る。どの部屋の中からも、あまり人の気配はしてこない。誰もいないのだろうか。

　直人はドアに手をかけるが、なんとなく入るのをためらう。このドアを開けると、もう二度と普通の生活には戻れないような気がするのだ。

　ドアの周囲を見てみると、部屋の入り口の横にネームプレートがあるのに気づいた。

「高崎たかさき……天神てんじん……」

　その下には「佐さ倉くら」と書いた紙がテープで貼はってある。なるほど、どうしたってもう戻れはしないらしい。今日からここが直なお人との家になるのだ。

　直人は覚悟を決めて、部屋の前で小さく深呼吸をした。

「失礼します」

　二回ノックした後に、直人は注意深くドアを開けて部屋の中に入った。

　一歩足を踏み入れた途端、足の裏にケバ立った畳が突き刺さる。その部屋は八畳ほどの和室で、昼間だというのに薄暗く不健康の塊が胞子を作って辺りを漂っているようだ。

　その胞子はカビと汗の臭においを包み込み、呼吸と共に直人の肺の奥へと滑り込んできた。

　直人は思わず、むせ返りそうになる。

「あ？　あ？　編入生って、君？」

　畳の上には、一人の男子生徒が座っていた。読んでいたマンガから顔を上げると、直人を見てニコッと笑った。

「ああ、そうです。今日から編入します……」

「いや、ちょっと、そんなにかしこまらないでくれよ。なんだか俺おれまで緊張してくるよ」

　さっきまで話していた相手が草薙くさなぎということもあり、その生徒がとても優しく思えた。

　直人は肩の力を抜いて、楽に話す。

「ごめんごめん。俺、佐倉直人。東京からきたんだ」

「俺は高崎祐ゆう介すけ。同じクラスなんだってな、よろしく。本当は天神ってやつもこの部屋なんだけど、今はバッチグーと一番星いちばんぼしと出かけてっていないんだよね」

　バッチグー？　一番星？　妙な単語の数々に、直人は首をひねった。しかし、ここまで来ていちいちそんなことを気にしていては仕方がない。

「荷物ってそれだけ？　部屋の隅にでも置いといていい？」

　そう言いながら祐介は直人の持っていたバックを掴つかむと、邪魔にならない場所に自分で置いた。

「なんだ、いい人じゃん」

　直人が思わず漏らした言葉に、祐介は笑った。

「なんだよそれ、怪物でも住んでると思った？」

「いや、だってさ、こんな場所……だからさ」

　こんな場所、祐介は繰り返して笑った。悪いことを言ったかな、と直人は思ったが、彼はまったく気にしていないようだった。

「まあ、こんな場所だよな。俺も初めてきた時は驚いたよ。俺、なんか悪いことして、ここに入れらるんだっけな、って。でも、住めば都つうか、慣れるつうか、諦あきらめるしかないつうか。ま、そんな感じ」

　祐ゆう介すけは大き目のＴシャツに、ハーフパンツを履いていた。直なお人とは学校指定のＹシャツとズボンという姿だったので、急に自分が窮屈な姿をしているように思えてきた。

「あのさ、着替えていい？」

「もちろん。どこででも自由に。今日は日曜日、授業もないしメシ食って寝るだけ。好きな格好しててくれよ」

　直人はカバンからＴシャツとジャージのズボンを出した。早速さつそく着替えようとＹシャツに手をかけてから、少し考える。

「あのさ、高崎たかさき」

「ん？　祐介でいいよ。で、なに？」

「その、向こう向いてて欲しいんだけど」

「向こう？　なんで？」

　直人は、なんで？　と聞かれて恥かしくなった。男同士でも、着替えるところを見られるのは嫌だというのは、ここでは変な考えなのだろうか。

「ああ、オッケオケ」

　しかし祐介は気を利きかして壁の方を向いてくれた。その隙すきに直人は、祐介と反対の方を向いて着替える。ズボンを履き替える時に片足に体重をかけると、畳の隙間から水分のような物がジュワッと出てきた。汗か湿気か、どっちにしろ鳥肌が立つのがわかった。

　祐介はそんな畳の上で、平気でゴロッと横になっている。自分もこの生活に慣れる時がくるのだろうか、直人は不安になった。

「最初は色んなことに慣れないだろうけど、すぐ平気になるよ」

　祐介は直人の気持ちを見透かしたかのように、マンガをめくりながら言った。

「24時間ここで暮らすんだから。なにしろ、風ふ呂ろも一緒なんだしさ」

　その通りだな、と直人は思った。

「でもさ、よくこんなとこに来ようと思ったよな」

　祐介は直人が着替え終わると、早速質問を始めた。何気ない風を装っている祐介だったが、実はわざわざ鐘かねノの音ねに編入してきた直人に興味津々だったのだ。

「俺おれ、女が苦手だから、男子校に入りたかったんだよ」

「女が苦手？　バッチグーが聞いたらなんて言うか」

　祐介は苦笑いをした。

「あ、バッチグーってのは友達の名前。本名は伊集院いじゆういんっていうんだけどさ。編入生が来るっていうから、どんな奴かなって体育館に偵察に行ったんだけど、一足遅かったみたいだね」

「いや。俺おれ以外の奴は、今頃いまごろ体育館で校長の話を聞いてると思うよ」

「ふ～ん。編入生って直なお人とだけじゃないんだ。物好きな連中ってのは、結構いるもんだよな。でもお前だけ一人で先に寮に来るってことは、なんかしたな？」

　バスの中で女子に抱きつかれたことや、千種ちぐさに説教を受けたことが直人の頭の中に浮かんだ。

「いや、別に」

「別に、ね」

　祐ゆう介すけは「わかってるって」と言う顔で頷うなずいた。

「それにしてもさ、お前、変なニオイしない？」

　カビ臭い部屋の中で、変なニオイと言われたことに直人はショックを受ける。もしかして、バスの中で冷や汗をたくさんかいたから、それのことかも知れない。

「え、マジで？　くさい？」

「くさいって言うか、珍しい臭においがするんだよね」

「珍しい？」

「なんつうか、ＤＮＡレベルで忘れてる臭いっていうかね。そうだな、鐘かねノの音ねに来てからしばらく味わってないな、このニオイは……」

　祐介は鼻をヒクヒクさせながら、直人に近づいてきた。直人は怖おじ気けづいて、座ったまま後ずさりする。もしかして、こいつ、そういう趣味なのかも知れない……。男だけの学校で生活していると、男だろうが動物だろうが木目だろうが構わない風になってしまうという話を聞いたことがある。

　直人の顔が青ざめているのを見て、祐介は慌あわてて否定する。

「バカ！　違うって、ふざけんな！　そうじゃねえぞ、そんな趣味ねえぞ！」

「そ、そう？　よかった、ちょっと心配した」

「お前、あのなあ、いくら俺でもそれはないぞ。そうじゃなくてな、このニオイは……」

　祐介は、その正体を暴いたようだ。曇っていた顔が、一瞬で明るくなった。

「わかった！　このニオイは！」

「オナゴのニオイでごわす―――！」

　僕は交通事故にあいました。直人はそう思った。突然、背後から大音量で物が壊れる音がし、全身に強く激しい衝撃が走り、そのまま部屋の反対側まで吹き飛ばされた。

　きっと、ダンプかなにかが男子寮に突っ込み、前輪と言わず後輪と言わず、その全すべての車輪で轢ひかれたのだ。

　しかし、こんな山奥にダンプなんて走っているだろうか。では、ダンプでないとするとこれはなんだ？　そうか、熊だ。あるいは、熊的な肉食動物だ。それが男子寮に突っ込み、前足と言わず後ろ足と言わず、その全ての足で引っかかれたのだ。

　直なお人とは薄れ行く意識の中で、自分に巨大な影が覆い被かぶさっているのを見た。お父さん、お母さん、直人は熊か、熊的な肉食動物に襲われます。短い人生だったけど、楽しかったです。ありがとう。

「落ち着け天神てんじん、こいつは女じゃねえ!!」

「いや、これはオナゴのニオイでごわすよ、いくら祐ゆう介すけどんがおいどんを騙だまそうとしても無駄ですたい！　この甘くて切ない真夏のフレイバーは、オナゴ特有のものでごわす！」

　熊は人間の言葉を話しながら、直人の着ている洋服を必死で脱がそうとした。

　脳が揺れる音が聞こえた。直人はそのまま、ゆっくりと意識を失った。

★

　夢を見ていた。

　小さな瞳ひとみが、寂しそうに直人のことを見ている夢だった。

　それはとても頼りなく、全すべてに対して怯おびえているみたいに震えていた。

　しかし彼はどうすることもできなかった。

　一時の優しさを与えることが良いことなのか悪いことなのか、直人には判断することができなかったのだ。

　彼には、ただその瞳を見つめ返すことしかできなかった。

★

　目が覚めると、直人のことを女の子が見ていた。

　彼女は今まで見た誰だれよりも美人だった。真っ白いビキニの水着姿で、直人の目を覗のぞき込むような顔をしている。どこか外国の風景だろうか、海辺に照りつける太陽が彼女の体を鮮明に浮き上がらせている。

　健康的に日焼けをした女の子は、なにも言わずに黙っている。

「君は……誰？」

　夢の続きなのかも知れない。しかし、彼女はハッキリと目の前に存在している。

　そして、彼女の胸の上には、ゴシックの文字が浮かんでいる。

「パパイヤ通信……増刊号……発売……中？」

　よく見ると、それは天井に貼はられたポスターだった。雑誌の切り抜きかなにかだろう。

　どうりで美人なはずだ、彼女は今一番人気のある若手アイドルだった。

　直人は意識をはっきりさせようと、頭をゆすった。しかし、脳の芯しんが痺しびれてるみたいに痛む。小さく声を上げながら、直人はゆっくりと起き上がった。

「ぎゃぁ！」

　すると、起き上がった瞬間に天井に頭をぶつけた。鈍にぶい痛みが額を襲う。

　どうして天井がこんなに低くなっているのだろう。まだ俺おれは夢の中にいるのか？

　直人は額を押さえたまま、もう一度寝転んだ。

「お、目が覚めたか？」

　すぐ横で祐ゆう介すけの声がした。頭を横に向けると、さっきまでいた男子寮の部屋が見える。

　どうやら直なお人とは、押入れの中で寝ているらしい。なんで押入れなんかで俺おれは寝ているのだろうか。熊に襲われたみたいだが、奇跡的に助かったのだろうか。

　それにしても、妙に背中が痛んだ。薄い敷しき布団ふとんの下が異様に固いのだ。

　敷布団をめくって見ると、布団の下には何十冊ものマンガ雑誌がブロックのようにきれいに並べて積んであった。

「それ、ベッドなんだよ」

　祐介は笑った。押入れが寝床で、マンガ雑誌がベッド。直人は溜ため息をつき、その動物の巣のような寝床から出る。部屋の中にさっきと変わった様子はない。外れたはずのドアも、きれいに元に戻っている。どうやら、ドアが外れることなんて日常的なことらしい。

　それとも、さっきのは全部、夢だったのだろうか……。その時、部屋の隅で大きな影が動くのが見えた。

「すまんでごわす、おいどん、オナゴだとばかり思って、オナゴだとばかり思って……」

　その影は、背中を丸めて泣いていた。それが熊ではなく人間だと認識するのには、しばらく時間が必要だった。妙な九州弁を話す男は、２メートル近い身長があるように直人には見えた。実際にはそれほどの長身ではないのだが、筋肉質で、色黒で、がっしりとした骨格に威圧感を感じるので、その位に思えても不思議ではないのだ。

　しかし彼は今、膝ひざを抱えてメソメソと泣いている。その大げさな風貌ふうぼうとは正反対の仕草に、直人は思わず笑ってしまった。

　祐介はやれやれという顔で彼の背中をさする。

「もういいよ、天神てんじん。きっと直人も許してくれるよ。ほら、怒ってないってさ」

「祐介どん、おいどん、本当に悪いと思ってるでごわすよ。ばってん、オナゴがいると思った瞬間に、ドアを突き破ってアタックをしかけてしまたったでごわす……」

　天神と呼ばれた熊……ではなく男は、どうやらネームプレートにもあった通り祐介のルームメイトらしい。

　これほどルームメイトという言葉が似合わない男もそういないだろう。もっとこう、用心棒とか、番人とか、モンスターとか、そういう言葉の方がピッタリだ。

「あらためて紹介する。この部屋で俺と暮らしてる天神。なんだかお前のことを女だと思ったらしいんだよ。どういう勘違いかわかんないけどさ」

「すまんでごわすよ。メスのニオイがしたでごわすから、おいどん、まず服を脱がさないとナメられると思ったでごわす……」

　直人は呆あきれてなにも言えなかった。しかしこの天神という男、体はデカいし考え方もおかしいが、そんなに悪い奴ではなさそうだ（と思うようにしよう）。

「俺は直なお人と。とりあえず、この破れたシャツを弁償してくれれば、今のことは許す。さすがにちょっとびっくりしたけどね」

「優しいでごわす！　祐ゆう介すけどん、この直人なる少年は、心が温かいでごわすよ！」

「わかったから、はいはい。でもさ、確かに女のニオイはしたんだよな。でも、この辺りに女なんているわけないしな」

「そうでごわす、おかしいでごわす。直人どんの体からは、確かにオナゴのニオイがしたでごわすよ」

　もしかして、この二人は共学化のことを知らないのだろうか。自分以外の編入生も、全て男子だと思い込んでいるんじゃないだろうか。直人はどう言っていいのかわからず、黙り込んだ。

「およよ？　なんだか直人どんの様子がおかしいでごわすよ。絶対になにか隠してるでごわす」

　天神てんじんは、今まで泣いていたのが嘘うそだったかのように目を光らせた。異性に対してのこととなると、妙に勘が冴さえるらしい。これも一種の才能だろうか。

「悪いことは言わないでごわすよ、知ってることを全部吐くでごわす」

　ジリジリと歩み寄ってくる天神。目が本気だ。

「つうか、祐介も天神も知らないの？　他ほかの編入生のこと」

「なんだ？　なんかあんのか？　お前、なんか隠してんのか？」

　天神だけではなく、祐介までがにじり寄ってくる。空港にいる麻薬探知犬だって、こんなに怖い顔はしないはずだ。

「え、本当に知らないの？　マジで？」

「ノン。そんな言葉は聞きたくないでごわす。おいどんが聞きたいのは、結論でごわす」

「直人、鐘かねノの音ねじゃ隠し事は禁物だぞ？　ほら、言え」

　二人に詰め寄られ、もう後がない。背後は壁、これ以上は逃げられない。

　もうダメか（なにが？）と思った時、部屋のドアが開き二人の男子生徒が入ってきた。

「祐介！　大変だ！　体育館が女祭りっしょ！」

「お前、知ってたか！　編入生って女だぞ!!」

　その言葉を聞いた祐介と天神は、まるで犯罪者でも見るかのような目で直人を睨にらんだ。

　うわ、ダメじゃん。

　できることなら、また気を失いたい直人であった。



　夕方になっても、四人の追及は終わる気配を見せなかった。直人が眠りそうになると、小さな電気スタンドが目の前で光り、一瞬たりとも眠らせてはくれない。

　とは言っても、その眠りも追及を逃れるためのタヌキ寝入りなので、精神的にはそれほど辛つらくはないのだが。

　それにしても、この事情聴取のような状況。直なお人とは、女子に対する四人の熱意に恐怖に近い感情を覚えた。

　まず率先して尋問しているのがバッチグーと呼ばれる男子だ。直人は彼を見た瞬間に、こう思った。

「黒い雪だるまだ」

　それは体型のことでもあり、雰囲気のことでもある。丸々とした体を揺らせながら、どこか憎めない顔をしているバッチグー。しかし、一旦いつたん「女子」のことになるとクロブチメガネがキラリと光り、人をも殺さんばかりの形相をして大声を出す。

「こいつ、絶対モテない」

　直人は、純粋に、どこまでも真っ直ぐに、彼の顔を見ながら思った。

　バッチグーは部屋に入ってくるなり直人をガムテープでグルグル巻きにすると、床に寝転がして顔を近づけてきた。

「直人くん、君が女子と一緒のバスで鐘かねノの音ねに来たってことは、もう調査済みっしょ。隠してもダメっしょ。ん？　ね？　そうなんでしょう？　ねえ、んねえ」

「そ、そうだけど……それがなにか？」

「なにかじゃないっしょ！　そ、そんな夢のような女バスに乗って、それを、僕みたいな大親友に黙ってるんなんて、それ、これ、どういうことっしょ！　友達じゃなかったの、俺おれたちってさあ！」

　もちろん、バッチグーとは出会って数分しか経たっていない。

「なあ、黙ってないで一番星いちばんぼしもなにか言ってやるっしょ！」

　バッチグーの横で、なぜかずっと泣いているのは一番星だ。すらりと背が高く、金髪に近い色の長髪をなびかせている。首からネックレス（雑誌の一番最後のページの通販で売ってるようなやつ）を揺らせ、コンビニで売ってる香水の香りを漂わせながら、彼は、ただ、ただ、泣き続けているのだ。一昔……いや、もっと前の色男、という感じだろうか。嫌味しかない、そんな感じだ。

「なに、一番星ちゃん、どうしたの、なんでなの、なんで泣いてるの、バッチグーに言ってごらんなさい、ね、ほら、怖くない、ね」

　バッチグーが優しく聞くと、一番星は彼に耳打ちをした。そして、すぐにまた両手で顔を覆い、シクシクと泣く。

「直人くん。よく聞くっしょ。一番星、悲しいって言ってる。心が痛いって、心が壊れそうだよ、って言ってる。どうしてか、はいこれ、どうしてでしょうか。そう、直人くん、女子と一緒だった。それなのに、俺達にはなにも言ってくれなかった。それって友達がすること？　ううん、違うっしょ、それは友達がしてはいけないことっしょ。なんで黙ってるの？　つうか、なんで黙ってんだこら!!」

「いや、黙ってるっつうか、急にガムテープで縛り上げられたんですけど」

「言い訳をするなああああああ！」

　泣いていた一番星いちばんぼしが、急に大声を出した。

「いいかあ直なお人と、俺おれはよう、お前のことを信じてたんだよ。な、わかる？　し、ん、じ、て、た、の！　それなのに裏切り！　許せない！　許せないよバッチグー！」

「そうっしょ、俺も許せないっしょ一番星！　どうすればコイツを許せるか！」

「それはあれだ！　バスの中の様子を、こと細かに説明して、どんな女がいるのか教えてくれたら許す！　むしろ愛す！」

「俺も同感っしょ！」

『ってことで、色々教えてください』

　最後、二人はきれいにハモって土下座をした。ガムテープで拘束しておいて、目の前で土下座。きっと彼らは、本当になにも考えてないのだ。勢いだけで行動しているのだ。

　それを後ろで見ていた祐ゆう介すけが、口を挟む。

「あのさ、とりあえずガムテを取ってあげたら？」

　四人の中で、一番まともなのは祐介だ。ありがとう祐介、君は親友だ。しかし、ずっと押し黙っていた天神てんじんが、低い声で祐介に言う。

「祐介どん、違うでごわす。これは愛でごわす。愛ある故ゆえの拘束でごわす。だから口出ししてはいかんでごわす」

「あ、そうなの？　直人、そうらしいから、もうちょっと我慢してくれ」

「バッチグー、一番星、続けるでごわすよー！」

　祐介、いい奴だけど押しが弱いよ！　直人が口に出す前に、バッチグーと一番星が目の前まで凄すごい勢いで迫ってくる。

「で、誰だれがヤらしてくれそうっしょ？」

「一番、飢えてそうな顔してた女の、名前と電話番号とスリーサイズと好きなアイスのトッピングを教えれ」

「そんなもんわかるか！」

　直人は必死で逃げようとするが、二人の顔が「お笑い芸人のヘルメットについたＣＣＤカメラ」のように執拗しつように追いかけてくる。

「わからねえのか？　アイスのトッピングってのは、チョコとかアーモンドとか、そういうオプションのことだ。いつものアイスが、数倍美う味まくなるんだぞ？」

「それは知ってる！　そうじゃなくて、そんなことまで知らないってことだよ！」

「一番星、こいつなかなか口を割らないっしょ。どうしてくれるっしょ」

「そうだよなぁ、ガールズ・ガーデンの住人にしては、ご近所さんのことを知らな過ぎるよなぁ。軽薄な人間関係だなぁ、おい、直なお人とよ！」

「だから、ただ一緒のバスで来ただけなんだから、そんなのわかるか！」

「わかれ！　直人！　わかるんだ！　目で見ようとするな！　心で感じろ！」

「そうっしょ！　第三の目はなんの為についてる？　それは女を見る為っしょ！」

「知るか！」

　直人はその追及から逃れようと、タヌキ寝入りをした。グウグウ、とわざとらしくイビキを立てる。しかし、どこから持ってきたのかバッチグーは電気スタンドで直人の顔を照らしつけるのだ。

「てめぇ、タヌキ寝入りなんざいい度胸してるっしょ！」

「直人、俺おれとお前とは親友になれそうだぜ、ヒヒヒヒヒ」

　わけがわからない。直人はそう思った。二人の顔に、次第に狂気が見え隠れしてくる。

「あ、メシの時間でごわす」

　その時、妙に冷静な声で天神てんじんが言った。すると二人の顔も急に真顔になり、今までのことは嘘うそだったかのように落ち着きを取り戻した。

「あ、直人くん。ゴハンの時間っしょ」

「悪いなぁ、直人くん。俺達、ちょっと行ってくるからさ」

　一番激しく追及していた二人は、それだけ言うと部屋からさっさと出て行ってしまった。その後を天神が「ちょ、ちょっと待つでごわすよぉ～」と言いながら追いかける。

　部屋の中には、祐ゆう介すけと直人の二人きりになった。直人は、安心しきった顔で祐介に目で訴えかける。祐介は笑顔で頷うなずきながら近づいてくる。よかった、これで俺も自由だ。

　祐介は直人の肩に手を置くと、こう言った。

「じゃ、俺もメシの時間なんで」

　スキップに近い足取りで部屋から出ていく祐介。直人は、手足をガムテープで縛りつけられたまま、どうにも動けずにいる。そうか、こいつらはこの状況を楽しんでいるのか。

「冗談キツいぜ……」

　直人の声は、一人きりの部屋に寂しく響いた。



「お前、なにしてんだ？」

　四人が出て行ってから数十分。半開きのドアの向こうから、誰だれかの声が聞えた。声の主はトタトタと部屋の中に無遠慮に入ってくると、縛られた直人から微妙な距離を保ちつつ（きっとこれは彼の防衛本能だ）上から下までをマジマジと見つめた。

　散々観察した後に、今度は難しそうな顔をして考え事をはじめる。ウンウンと唸うなり、ようやくひとつの答えを導き出したみたいだ。大きく手をポンと叩たたきくと、直人に言った。

「なるほど。そういう趣味か」

「違う!!」

　力いっぱい否定したものの、それがなんだか言い訳めいていた為に、直なお人とは恥かしくなってしまった。その男子は笑いながら近くまでやってくると、しゃがみ込んで直人の顔を見つめる。

　彼からは、柔らかいシャンプーの香りがした。どうやら、みんなが食事をしている時間に一人で風ふ呂ろに入っていたらしい。まだ濡ぬれた髪の毛を、首から下げたタオルでゴシゴシと撫なでている。

「ああ、おれ、あんまり大勢でいるの好きじゃないから」

　直人の視線に気づいたのか、彼はそう言った。

「風呂もメシも時間は決まってんだけどさ、勝手に一人でやっちゃうんだよね。ま、見つかるとうるさいから、たまにだけどね」

　そう言って彼はもう一度笑った。もしかして、彼は祐ゆう介すけよりまともなんじゃないだろうかと直人は思った。というか、誰だれかまともな奴が一人ぐらいいなくては困る。直人は彼に自分の名前を告げた。

「グルグル巻きにされてる奴に自己紹介されんの、初めてだよ」

「俺おれも、こんな状態で自己紹介するの、初めてだよ」

「お前、面白い奴だな。おれは小林こばやし樹いつき」

　なるほど、樹か。小林樹、ね。直人は何度か彼の名前を繰り返した後に、真ま面じ目めな顔をして言った。

「樹、俺とお前は親友だよな？　頼みがひとつあるんだけど」

　もちろん、樹とは出会って数分しか経たっていないのだが。

「あ、小林くん。この前頼んでた雑誌、購買部に入荷したってよ」

　樹の背後から、不意に弱々しい声がした。注意して聴かないと、それが人間の声なのか虫の羽音なのか、わからないような声だ。樹はその声に反応すると、すぐに振り返って返事をした。

「わかった。すぐ行く。毒どくガス、こいつをよろしくな」

　毒ガス。また妙な奴が出てきた。樹は部屋からトタトタと、入ってきた時と同じように軽快に出て行った。そして今度は、毒ガスと呼ばれた男子と二人きりになってしまった。

　毒ガスは、無造作に伸ばした真っ黒な髪を肩まで垂らしている。その黒色は重苦しく、パサパサと不健康そうで、まるでビニール製のホウキの先みたいに見える。

　身長も低く、後ろから見たら女子と間違えてしまうかも知れない。

「あ……その……君、誰なの？　小林くんの知り合い？」

　毒ガスの髪の毛は、顔の面積の70％を隠していた。まるでホラー映画に登場した、井戸の中から出てくるアレみたいだ。アレ。

「俺は……今日、ここにきた……直なお人と」

　今日、何度目の自己紹介だろうか。直人は仕方ない、という感じで自分の名前を名乗る。毒どくガスは髪の毛の間から片方だけの目を覗のぞかせて、ジロジロと直人のことを見た。

　樹いつきに見られてもなんとも思わなかったが、毒ガスに見られるとムカムカしてくる。彼は、バスの中で目立っていた女子「春はる乃の亜あ理り紗さ」と同じオーラを持っているのかも知れない。どんなオーラかは、詳しく説明したくもないが。

「そうなんだ……へー。直人くん、ね。僕は子こ安やす」

「毒ガス、じゃないの？」

「ふざけるなよ！　そんな名前なわけないだろう！　ニックネームだよ！　ニック！」

　毒ガスは、急に火が点ついたように顔を真っ赤にして怒り始めた。ヤバイ、こいつは他ほかの生徒と違って、シャレにならない危なさがある。直人は毒ガスを落ち着かせようと、あからさまにフォローを入れた。

「ごめんごめん、悪かったよ。でも、良い名前だよな、毒ガスって」

「え……そうかな？　そ、そんなことないと思うけど……」

　今度は顔を赤くして、モジモジと足を動かす毒ガス。

「そんなことはいいからさ、あのね、このガムテープをね、取って欲しいんだよね」

「え？　そんなのお安いご用さ。いつでも僕に言ってくれたまえよ」

　毒ガスは大げさに言うと、直人を巻きつけていたガムテープをビリビリと剥はがし出した。こうして直人は、ようやく自由になった。

　ずいぶん長い間動かせなかった手足をさすり、直人は溜ため息をついた。

「もうダメかと思ったよ。なんだか知らないけどさ」

「ウフフ。僕のおかげだね。一生感謝してね。忘れたらダメだからね」

「はいはい、わかったよ」

　直人は廊下に出て、食堂に向かおうとした。しかし、立ち上がった途端にドアの方からガヤガヤとにぎやかな声が聞えてきた。

「あれ？　直人どん、取れたでごわすか？」

　天神てんじんはようじをくわえ、膨れたお腹をさすりながら言った。それにバッチグーが続ける。

「あー、すっかり忘れてたっしょ。もうメシはないっしょ」

　一番星いちばんぼしは、すっかり直人が悪いみたいに言ってのけた。

「ほら、早く来ないからさ。もうみんなごちそうさましちゃったから」

　最後に、少しだけ気の毒そうに祐ゆう介すけが言った。

「明日の朝まで、我慢できるか？」

　直人は全身から力が抜けていくのを感じ、そのまま畳の上に倒れこんだ。畳はジメジメしてカビ臭かったが、そんなことはすっかり気にならなくなっていた。

　祐ゆう介すけと天神てんじんの部屋で過ごすことになった直なお人とだが、ベッドは二人分しか用意されていない。もちろんベッドと言っても、押入れの中にマンガ雑誌を敷き詰めた、ハムスターの巣（の方がマシだが）のような場所のことだが。

　直人は祐介がどこからか用意してくれた布団ふとんを畳の上に敷き、それに寝転がった。その布団からも、汗やらカビやら、もう何年も干していないであろう不気味な臭においがした。

　祐介は押入れの下の段から、天神は上の段から直人に声をかける。二段ベッドのように押入れを使っているわけだ。

「直人、おやすみな」

「直人どん、おやすみでごわすよ」

　しかし、彼は二人の挨あい拶さつを無視して、わざと押入れとは反対の方を振り向いた。

　それがガムテープでグルグル巻きにされた直人の、怒りの意思表示だ。

　しかし、天神はクスッと笑いながら小さな声で言う。

「ウフフ。直人どんてば、よっぽど疲れたんでごわすな。もう眠ってるでごわすよ。ああ見えてカワイイもんでごわす。おいどんの子供の頃ころを思い出すたい……」

　いっそ殴ってしまおうか。そう思ったが、空腹の時には余計なことはしない方がいい。

　直人は二人のことを無視して、そのまま朝までグッスリと眠ってしまうことに決めた。

　ゆっくりと目を閉じ、何度か寝返りを打ち、ようやくうとうとしてきた時だ。

　グゴゴゴ、グゴゴゴ、という地鳴りのような音が聞えてきた。なにが起こったのか、と一瞬パニックになったが、起き上がって周囲を見渡しても、薄暗い部屋の中の風景は、さっきとなにひとつとして変わっていない。

　思い過ごしかと思って寝転ぶと、またしてもギガガ、ギガガガという音が響いてくる。

「イビキか」直人は、口に出して言ってみた。

　それは、いくらティッシュで耳栓をしても、布団の中に潜もぐっても、どこまでも追いかけてくる、地獄からの地響きだった。天神という巨体から発するイビキは、それだけで殺人兵器になりうるほどの大音量をもって直人に襲いかかってくる。

　しかし、祐介は直人よりも天神に近い位置にいながら、まるでそれが聞えないかのように熟睡している。

「こういうことにも慣れなくちゃいけないのか……」

　直人は諦あきらめて、もう一度目を閉じた。

　しばらくして、直人はゆっくりと目を開けた。さっきまでは消したばかりの蛍光灯が、青白く部屋の中を照らしていた。しかしそれはいつの間にか光を失い、薄暗く見えていた部屋の中はすっかり真っ暗になっていた。

　目を閉じても開けても、同じ密度の黒が直人の前に存在する。

　今夜は曇っているのだろうか、月明かりすら差し込んではこない。

　東京にいた頃ころには想像もしなかった闇やみの中に直なお人とはいた。試しに指先を伸ばしてみるが、どこまでが腕でどこまでが闇なのかさえもわからないほど、真っ黒な世界が続いている。

　天神てんじんのイビキはガガガ、ギギギ、と繰り返される。窓の外に注意を向けると、風の音や、なにか生き物が歩くようなカサカサという音が聞える。

　もしかして、森の動物達が男子寮のすぐ近くまで来ているのかも知れない。それは小さくて無む垢くな動物なのか、大きくて獰猛どうもうな動物なのか。

　直人は、そんなことを想像して、東京とは違う夜を過ごした。



    

  
    
      　

第二章「ワカメやら殴打やら」





★

　その子犬が初めて直なお人とと出会ったのは、肌寒い夜のことだった。冷えた体を丸め、少しでも温まろうとしているところに、偶然彼はやってきた。

　助けを求めようとしたが、どうせ彼に声は届きはしない。そう思った子犬は、直人に向かって吠ほえることを止めることにした。彼も横目で一瞬見ただけで、そのままどこかへ消えてしまった。やはり、そんなところだろう。子犬は小さく溜め息をついた。

　しかし直人は、しばくするとその子犬の元へ戻ってきた。どうやら彼は、コンビニに行って子犬への差し入れを買ってきたらしい。直人はミルクを差し出すと、それを飲むように言った。子犬は嬉うれしそうに鳴くと、久しぶりの水分に尻尾をふった。

★





　翌日、直人は三人の中で一番に起きた。というか、一睡もできなかった。環境が変わると寝ることができないなどというデリケートな体質ではないが、それにしても眠れない理由が多すぎて、なにが一番の原因なのかわからないほどだった。

　まだ二人が寝ている時間に直人は起き上がり、アクビをしながら洗面所へ向かう。すると、そこでは樹いつきが歯を磨いていた。直人は樹の横に立って、同じようにする。

「おはよう。只今ただいま六時十五分。その様子じゃ、あんまり眠れなかったみたいだな」

「まったく。イビキと虫」

「虫？」

　樹は直人の腕や足を見た。ダニやノミが、彼の皮膚にかじりついたのではないかとチェックしているのだ。

「違う、そうじゃなくてさ。森の中からリンリンシンシンギギギ、なんだかよくわかんないけど、もの凄すごい数の虫の声がするんだよ」

「そうか？　そんなもんか？　俺おれなんて気になんないけどな」

「慣れなのかね、これも」

　水道をひねると、身が縮むような冷たい水が出た。口に入れたものの、虫歯に染みて思わず吐き出す。

「なんだこれ!?」

「井戸水だよ、井戸水」

　樹も同じように水でうがいをするが、決して吐き出したりはしない。おまけに、その刃物みたいに冷たい井戸水で、顔をジャバジャバと乱暴に洗った。

「電動のポンプで汲くみ上げてるんだよ。そんなに冷たいか？　ま、慣れだよ、慣れ」

　鼻歌を歌いながら、樹いつきは洗面所から部屋に戻っていった。直なお人とはその水をすくって、飲んでみた。それはコンビニで買うミネラルウォーターよりも甘く、自分の体の中をゆっくりと流れていくのがわかるほど冷たかった。



　部屋に戻ると、既に二人は起きており、それに加えてバッチグーと一番星いちばんぼしもやってきていた。バッチグーは真剣な顔で直人を呼び込み、こっそりと話し始める。

「みんな、聞いて欲しいっしょ。実は昨夜、俺おれと一番星で女子寮を覗のぞきに行こうとしたっしょ」

　そう言えば昨晩、なにか叫び声が聞えたような気がした。せっかく眠りかけていたのに、その声で直人は目を覚ましてしまったのだ。直人の眠れなかった原因のひとつは、この二人にあったのだ。

「だがな、男子寮の前で草薙くさなぎに見つかったんだよ。ま、女子寮の前で見つかったわけじゃないから、なんとか言い訳できたからよかったんだがな」

　心底悔しそうに一番星が続ける。

「そうっしょ、あいつさえ居なければ、潜入できたっしょ。せっかく女子の顔が見られると思ったのに……」

　直人はタオルで冷たくなった顔を拭ふきつつ、なにげなく言った。

「え？　だって昨日の夕食の時に、女子と会ったんじゃないの？」

　その一言で、祐ゆう介すけを除く三人の顔がキッと厳しくなる。

「バカ、お前はノンキに寝てたから知らんかもしらんが、昨日の夕食は男女別だったんだよっ」

　一番星は、憎々しそうに直人に言った。大きく頷うなずきながら、バッチグーが後を続ける。

「そうっしょ。女子は明日までお預け～ってなもんっしょ。あいつら、女子寮でお弁当なる物を食ってたらしいっしょ。けっ」

「いいじゃねえかよ、お弁当くらい」

　直人のその一言で、またしても三人の顔は厳しくなる。

「直人どんはわかってないでごわすよ！　食堂のメニューなんてワンパターン過ぎて、すぐにあきるでごわす」

　女子のことではあまり強く言わない祐介も、大きく頷いている。

「おいどん、オナゴの食べてるお弁当、食べてみたいでごわすよ……。ああ、食べ残しでもかまわないでごわす……むしろ、食べ残しの方が美お味いしそうでごわす……」

「なんでお前だけ食べ残しをもらうんだよ！　俺だってもらいたいっしょ！」



　食事の時間になると、バッチグーと一番星いちばんぼし、天神てんじんは大慌おおあわてで部屋から出ていった。

　一刻も早く女子と接触して、他ほかの生徒よりも優位に立とうという魂胆こんたんだろう。

　祐ゆう介すけはその後姿を見届けると、唖あ然ぜんとしている直なお人とに声をかけた。

「あいつらは、特別に濃い連中だからな。あれが鐘かねノの音ねの全てだとは思わないでくれよ」

「わかってるって」

「それじゃ俺おれ達も行くか。食いっぱぐれちまうからな」

　男子寮から食堂までの道を祐介に案内してもらう。案内と言っても、昨日直人はこの道を歩いて寮までやってきたので、大体の位置関係はわかっている。

　校門からすぐのところに校舎が建っていて、その脇わきの山道を通ると食堂に出る。さらに奥、少し傾斜のある砂じや利り道を歩いていくと、男子寮に出る。

　直人は昨日来た道を、ただ逆戻りしているだけだ。

　食堂に向かう男子生徒の顔が、心なしか緊張しているように見えた。これから、長い男だけの生活から抜け出し、女子との共同生活が始まる。もちろん一ヶ月だけの試験編入ということだが、誰だれもが「失敗しちゃならねえ」だとか「絶対に女の子と仲良くなってやる」という、強い意志のような物を表情に表しながら歩いていた。

　直人は祐介と一緒に男子寮から食堂への道を向かう。

「祐介ってさ、女子に興味あんのかないのかわかんないよな」

「え？　あるに決まってるじゃん」

　祐介は怪け訝げんそうな顔をする。

「ただ、バッチグーとか一番星とか、あと天神な。あいつらの方が欲望が強いから、俺のことが普通に見えるんじゃないか？　だってさ、女の情報が知りたいからって、初対面の相手を縛り上げるか？　普通はしないだろ、そんなこと」

「お前、そこまでまともな考え持ってるんなら、助けろよ」

　祐介は何食わぬ顔で、しれっと言った。

「あれは……その場のノリだろ」

　ノリで縛り上げて放置するのか。直人は祐介を問い詰めたかったが、そんなことをしても意味はない。これがこの鐘ノ音式の生活なのだろう。ここにやってきた以上、それに慣れるしかないのだ。

「そう言えば、直人は女の子に興味ないんだっけ？　ほら、昨日言ってたろ。苦手だとかなんとか」

　昨日、最初に祐介と出会った時のことを思い出す。確かに直人は祐介にそう言った。

　その話をした直後に天神からタックルを受け、バッチグーに縛り上げられ、樹いつきに放置され、毒どくガスに助けてもらったのだ。

　思い返せば、あれはわずか数時間の間に起こった出来事なのだ。今までの生活とは比べようがないほどに密度が濃い一日だった。思い出しただけで疲れがドッと襲ってくるようだ。直なお人とは深い溜ため息をついた。

「なんだ？　そんなに女が嫌なのか？」

「そうじゃないけど……。いや、そうなんだけど」

「どっちだよ」

「いや、女は嫌いなんだけど今の溜め息は女についての溜め息じゃなくて……」

「ややこしいな」

　直人はパン、と手を叩いた。よし、こっからよく聞いてくれよ。

「嫌いって言うかさ、苦手なんだよな。女って生物に慣れてないってこともあるんだろうけどさ。だから、なるべくなら関わりたくないと思うんだ。最初っから関係を持たなければ、問題だって起こらないしさ」

「俺おれだって女になんて慣れてないさ。でも、一度でいいから彼女って奴を作ってみたいんだよな……。それって年頃としごろの男として、正常な考えだと思うけど？」

「ふーん。まあ、勝手にやってくれよ。俺は遠くで見てるだけの見物人でいいよ」

「そうやって人を見世物みたいに……あれ？」

　二人の前には、いつの間にか人影が現れていた。祐ゆう介すけも直人も話に夢中で気がつかなかったのだ。

　最初に二人の目に飛び込んできたのは、小さなスニーカーだった。スニーカーから視線を上げていくと、そこから伸びた細い足、白くきめの細かい太股、それを隠すようなタイトなミニスカート、その上にざっくりと羽は織おった白衣、そして、大きな胸、そして、胸、そして、胸、そして、胸、さらに、胸、そして、胸、あと、胸、で、胸。

　あまりにも胸が自己主張しすぎていて、視線がそれから上にあがっていかない。ちょうど胸の中心で意識が罠わなにかかったように、その部分から逃げることができないのだ。

「こら、二人してどこ見てるの」

　そう言われて、ようやく二人の視線は胸から上に向かった。

「まったく、男の子ってこれだから困るのよね」



    

  
    
      



    

  
    
      「千種ちぐさ先生っ」

　直人は思わず声を上げた。千種もそれに気づいて驚いたような顔をする。どうやら直人だとすぐにわかったらしい。

「なんだ、直人くんじゃない。もうお友達できたの？　すっかりここの生徒みたいね」

　千種は遠慮なく直人に近づき、背中をポンポンと叩いた。直人は「はぁ」と気のない返事をする。

「で、こちらの男の子は？」

　祐ゆう介すけは、近づいてきた千種ちぐさの胸に（相変わらず）意識を奪われていたが、自分のことを言われているのだとわかり、必死で存在をアピールした。

「高崎たかさき祐介です！　二年です、二年！　趣味は色々です！」

「そう。元気のいい子ね。直なお人とくんも、彼みたいにならなくちゃダメじゃない？」

「は、はぁ。そうですね」

「二人ともゴハンの時間に遅れないようにしてね。轟とどろき先生からお話もあるみたいだし」

　千種はそう言って直人の肩をポコポコと叩たたくと、白衣をひるがえして去って行った。

　祐介はその後姿を見送った後に、直人の方を睨にらみつける。

「お前、女に興味がないんじゃなかったのか？　あん？　それにしては、随分と親しげだったじゃねえかよ」

「バスの中でお世話になっただけだよ。先生だろ、ただのさ」

「た、だ、の、先生ね」

　直人はコホンと咳せきをすると、真ま面じ目めな顔を作って宣言した。

「あのな、勘違いして欲しくないぞ。あの人は本当にただの先生だ。別に特別な仲だとか、どうこうしたいとか、そんなんじゃない。確かにあの胸は…………」

　ここで二人は同時に、千種の胸のことを思い出した。頭の中で、ゆっくりと大きな膨らみが揺れる。千種の胸は二人の脳の中で「貴重な映像」として、スローモーション扱いなのだ。

　しばしの沈黙。どこからか、チチチと鳥の鳴く声が小さく聞えてくる。穏やかな朝、柔らかい日差し、もっと柔らかい胸。スローモーションの衝撃映像を堪能たんのうした後、ようやく直なお人とは話に戻った。

「…………素晴らしいと思う。うん、確かにな。でも、俺おれはやっぱり苦手なんだよ、そういうのってさ」

「ふーん、まあいいけどさ」

　祐ゆう介すけはまったく信じていないみたいだ。軽く返事をしただけで食堂に向かって歩き始める。しかし、またしても進行方向に誰だれかが立っているのが見えた。千種ちぐさの時と同じように、二人はその相手の足から見つけた。

　さきほどと同じように足から視線を上げていこうとするが、今度はそれはできなかった。なぜなら、その足は突然大きく動き出し、二人に向かって走り出したからだ。

　そして、その小さな足は大きく地面を蹴けると、直人に向かって飛びついてきた。

「やっと見つけましたっ！」

「うおっ！」

　直人は、本能的な動きで素早く身を引き、そのアタックを間一髪で避けることに成功した。

　飛びついて来た女子生徒は空中で目標を見失い、手足をバタバタさせたまま（もしかしたら彼女は、頑張れば人間だって空を飛べると思ったのかも知れない。もちろんれっきとした人間の彼女は、少しも飛べはしなかったのだが）地面に顔から突っ込んだ。

「きゃいいいんっ！」

　砂埃すなぼこりの中で直人は、自分の反射神経もまだまだ捨てたものではないことを再認識した。

　昨日からのハプニング続きで、こういったことに対する耐性ができているのだろう。地面に倒れてピクリとも動かない少女を見つめながら、彼は静かに呟つぶやいた。

「……勝った」

「勝ったじゃねえだろ！」

　祐介は直人をひっぱたくと、顔から地面に突っ込んだ女子に走り寄った。

「ちょっと君、大丈夫？　今、思いっきり顔から着地したけど、なあ、おいっ」

　直人は、少女を抱き起こしている祐介から３メートルほど距離を取り（防衛本能）、大声で忠告をした。

「祐介！　そいつは危険だ！　近づくな！」

「近づくなじゃねえよ！　突っ込んだんだぞ、地面によ！　顔から！　お前も来い！」

　直人は、仕方なくその子の方へと歩み寄る。予想通り、彼女は昨日バスの中で直人に抱きついてきた女の子だ。

「いやなぁ、祐ゆう介すけ。こいつは危険なんだよ。だからいいんだよ、避けて」

「ダメだろ避けたらよ。下、アスファルトだったら危なかったぞ。顔、削れてたぞ」

「そりゃそうだけどさ」

　彼女は目を白黒させながら、うんうんと唸うなっている。どうやら、打ち所が悪かったらしい。祐介は溜ため息をついてしばらく考えたあと、命令に近い調子で直なお人とに言い放った。

「お前、この子を保健室まで連れていけ」

「なんで俺おれが！」

　反論しようとしたが、祐介は少女を直人にグイと押しつける。

「お前が避けたからこんなんなってんだろ？　あ？　だからお前の責任だ。ちゃんと、保健室まで連れて行って、ベッドで寝かせてやるんだ。それで、彼女が目を覚まして、元気になったら一緒に戻ってこい。それまでは帰ってくんじゃねえぞ」

　直人は、自分の腕の中で気を失っている少女の顔を見た。顔色は青く、紫色になった唇が微かすかに震えている。これは確かに放っておくわけにはいかない。

　しかし直人には、彼女の他ほかにどうしても気にかかることがった。

「なあ、祐介」

「なんだ？」

　低く、そしてゆっくりと、確かな声で直人は言った。

「俺の朝メシは？」

「抜きだ」

　即答だった。



　直人は、千種ちぐさに連れて来られた道順を思い出しながら、保健室へと向かった。

　校舎の中に生徒の姿はほとんど見えない。当然だ、みんなそろって朝食を取っている時間なのだから。きっと今頃いまごろ、男子生徒と女子生徒は初めての対面をし、それぞれ仲良くやっているのだろう。直人は男女の交流についてはこれっぽっちも羨うらやましくなかったが、みんなが楽しそうに食事を取っているところを想像して、無性に腹が立った。

「今日もメシ抜きか……」

　背中では、直人への飛び込みに失敗した少女がグッタリとしている。背中から落ちないように、用心深く彼女を運ぶ。まったく、コイツのせいでメシ抜きだ。確かに避けた俺も悪いのかも知れないが、どっちかと言うと急に飛びついてくる方が悪いと思うのだが。

　果たして本当に悪いのは俺なのだろうか。そして、今日の朝メシのメニューはなんだったのだろうか。直人は保健室に着くまでの間、そのふたつを交互に考えてウムムと唸るばかりだった。

　保健室のドアをノックするが、中からはなんの反応もない。きっと千種も食堂にいるのだろう。

「失礼しま～す」



    

  
    
      



    

  
    
      　ドアを少し開け、誰だれもいない保健室の中に顔だけ突っ込んで挨あい拶さつをした。やはり中は無人みたいだ。千種ちぐさに押し付けて逃げてしまおうかとも考えていたのだが、そのプランを選択肢から外す。直なお人とは少女を背負ったまま中に入り、二つあるベッドのうちの、清潔そうな方に彼女を寝かせた。

「じゃ、俺おれはこれで……」

　ベッドの上で気を失っている少女に声をかけ、その場から逃げ出そうとする。しかし、やはりこのまま病人を放っておくと考えると、罪悪感で胸が痛んだ。

　彼は思い直して女子が寝ているベッドまで引き返した。彼女はうっすらと汗をかいているみたいだ。

　直人は彼女のためにできることを考え、保健室の中を見渡す。タオルが詰まっている棚から何枚かそれを引っ張りだし、水道の水で湿らせた。水が垂れないようにそれを力の限り強く絞り、少女の額の上にゆっくりと乗せる。

「とりあえず、一個は良いことしたからな」

　彼女の捨て身のアタックを避けたことへの言い訳のように、直人は眠っている少女に言った。

　それにしても、と直なお人とは思う。彼女の顔をよく見てみると、非常に幼い顔をしていた。

　鐘かねノの音ねに編入できたのだから高校生には違いないが、それよりもずっと年下に見える。

　まつ毛が長く、女の子らしい顔をしている。あんな風に飛びついたりしないで、大人しく黙っていれば、かわいい後輩としてみんなに好かれるだろう。

　直人は彼女が眠っているのを良いことに、ゆっくりと顔を近づけ、もっと近くで観察することにした。

　彼女の白い肌は、毛細血管が透けて見えるほど薄く、繊細にできている。

　小さな呼吸に合わせて、制服の下で胸が上下している。しばらく見ていると、表情が少し穏やかになってきたようだった。もしかして、冷たくしたタオルを乗せたのが効いたのかも知れない。直人はオデコの上に乗っているタオルを広げ、彼女の頬ほおをゆっくりと撫なでるように拭ふいた。その後、もう一度水道を使って湿らせ、さっきと同じように額の上に乗せた。

「井戸水だから、冷たくて気持ちいいと思うよ」

　瞳ひとみを閉じたままの少女に向かって、直人はそう言った。

　不思議だった。思わず口をついて言葉が出てきてしまったのだ。看病しているうちに、情が移ってしまったのかも知れない。道を歩いている時に、捨て犬が後をついてきた時のような感じだろうか。彼女の顔を見ていると、どこか放っておけない気持ちになる。

「もう大丈夫だと思うけど」

　汗で頬にはりついた髪の毛を手で払ってやりながら、直人はそう声をかけた。

「はい、もう大丈夫です……」

　なんの前触れもなく、不意に彼女は返事をした。寝ているとばかり思っていた少女が、直人に向かって返事をしたのだ。彼は驚きのあまり声も出なかった。保健室の中の時間が静止したような感覚に陥った。ビデオの一時停止みたいに、直人はそのままのポーズから１ミリも動けなくなる。

　気を失っていると思っていたはずの少女は、いつの間にか目を覚まし、直人の瞳をジッと覗のぞき込んでいた。

　……いつからだろう。どの時点から目を覚ましていたのだろう。もしかして、顔を近づけて彼女のことを観察していた時からだろうか。もしあの時からだったら、妙な誤解を受けるのではないだろうか。寝てる隙すきにキスをするとか、イタズラをするとか、そんな風に思われても仕方ないのではないだろうか。

　直人の頭の中では即座に「看病をする優しい男」「でもそれも下心あってのもの」「なんてエッチなのかしら佐さ倉くらくんてば」「嫌い！」「変態！」という妄想が膨れ上がった。

　違う、そうじゃないんだ。別に下心があるわけじゃなくて、ただ、井戸水ってば冷たいから、こういう時にいいかもって思っただけで、確かに顔を近くで見たけど、それは珍しさからであって、変な気持ちからじゃなくて、と、ええと、あの、その、つまり……。

　直なお人とは声には出さず、頭の中で必死に言い訳をした。口に出してしまうと、全すべてが嘘うそに聞えてしまいそうで怖かったからだ。どうしよう、これで俺おれの鐘かねノの音ね生活も終わりか、そう考えると短い間だったけど楽しかったよ、ガムテで縛り上げられたり、ゴハン食べられなかったり、いいことは一個もなかったけど。

　顔を真っ赤にして一人で慌あわてている直人に、彼女は静かな声で言った。

「会いたかったんですよ……」

　その声は、直人に向かって抱きついてきた時の、あの感じではなかった。とても落ち着いた、確信に満ちたものだった。

　少女は布団ふとんの中からゆっくりと手を差し出し、直人の手に触れた。

　それまで自分への言い訳でいっぱいの直人だったが、彼女の小さな手が触れた途端、頭の中の妄想がしぼんでいくのがわかった。彼女の細い指は、直人の心の奥にしみこみ、熱くなった気持ちをスゥッと冷ました。

「あなたに、会いたかったんですからねっ」

　少女は、まるで直人に魔法をかけるように、同じ言葉をもう一度繰り返した。

　会いたかった？　直人は彼女とは昨日が初対面のはずだ。それなのに「会いたかった」だなんて。

　地面で頭を打った時に、どこかおかしくしたのだろうか。

「あのさ、俺、君のこと知らないんだけど。もしかして、どっかで会った？」

　彼女は、小さく首を振った。いいえ、と。じゃあ、どうして？

「前に一度も会ったことないのに、俺に会いたかったってこと？」

「うん……。そういうことになります」

「……ごめん、言ってることがよくわかんないや」

　このことを追求しても、明確な回答は得られないだろう。直人は他ほかのことを質問することにした。なにしろ、彼女のことをなにひとつとして知らないのだ。

「あの、君の名前は？」

　少女は、直人の手に触れたまま、ゆっくりと答えた。

「あたしの名前は……く……」

　彼女はそこまで言うと、直人の手に触れていない、もういっぽうの手で、自分の唇をそっと押さえた。まるで、なにかのおまじないみたいな動きに見えた。

「……くるみ」

　くるみ。それが彼女の名前だった。

「くるみ……さんは、何年生なの？」

「何年生？」

　くるみは、直なお人との言葉をそのまま繰り返した。

「俺おれは、二年生だけど」

「あたしもです。同じですね」

　ベッドの中で、くるみは小さく笑った。

「直人くん、ようやく会えましたね。あたし、嬉うれしいです。本当に嬉しいです」

「あのさ、くるみさんに言いたいんですけどね……」

　くるみは手を伸ばし、直人の唇を指先で触った。彼の言葉を遮さえぎったのだ。さっきまで、彼女の唇に触れていた指先が、今は直人の唇にピトリとついている。

　間接キスって、今の時代でも通じる言葉なのでしょうか。それとも彼女はそんなこと気にしないのでしょうか。どっちにしろ、直人の心臓は一瞬で大きく膨れ上がった。

「く、る、み」

　念を押すように、彼女は自分の名前をもう一度告げる。「さん」を外せということだ。

「あのさ、くるみに言いたいんですけどね」

　直人が呼び捨てにすると、彼女は満足そうに頷うなずいて、触れていた指先をそっと離した。

「さっきからね、会いたかったって言われても、よくわかんないけど。もうちょっと俺にも理解できるように説明してくれると嬉しいと思います」

「運命ですね」

　くるみは、ハッキリとした口調で言った。しっかりとその言葉が聞えたのにも関かかわらず、直人にはそれがなにを意味するのか理解できなかった。

「運命？　なに？　それってどういうこと？」

「つまり、あたしと直人くんは、こうして出会う運命だったんですよ。いやぁ、会いたかったです、会いたかったんだよ直人くん！」

　くるみは急に上機嫌になり、アッハッハと大きく口を開けて笑った。やっぱりコイツ、ちょっとおかしいぞ。直人は危険を察知する。

「えー、そこで直人くんにお願いがあるんですけど」

　くるみはベッドの上に起き上がり、ペタンと足を折って正座をした。さっきまで気を失っていたのが嘘うそみたいに元気になっている。

「な、なんだよ。無理なこと言われてもできないから。実印だって持ってないぞ」

「だいじょぶ、だいじょぶ、体ひとつあればできることです」

　コホン、と咳払せきばらいをするくるみ。彼女は真っ直すぐに直人を見つめると、深呼吸をし、ニコッと笑顔を作り、なんのためらいもなく言った。

「あたしと付き合ってください！」

　直人の頭は、一瞬で真っ白になった。……なんなんだ？

「はい、じゃあ、今から、直人くんに、しっかりと。抱きつきます。いいですか？」

　は？　直なお人とが返事をする前に、くるみはベッドから身を乗り出し、両手を広げて抱きつこうとした。ほらほら、恋人って言うのはですね、抱き合うものなのですよ、知らないのですか、直人さん、ささ、遠慮なさらずに、こう、ギュッとね、ギュッと。

「誰だれもＯＫしてないだろ！　な、なんなんだよお前は！」

　直人は思わず大声を出してしまった。くるみは驚いた顔をして言葉を失った。もしかして、怖がらせてしまったのだろうか。

「もぅ～、そうやって遠慮しちゃって。ささ、くるみを包み込んでくださいまし」

　全然怖がっていなかった。むしろ、フルスイングの笑顔だった。

　くるみが直人に腕を絡ませ、必死で「抱擁ほうよう」をしようとしている最中、保健室のドアが開き千種ちぐさが入ってきた。千種は二人の様子を見て、持っていた書類を床に落とした。



　千種は二人を保健室のイスに座らせ、その前で腕を組んで途方に暮れていた。食事を済ませて保健室に戻ってきたら、ベッドの近くで二人が抱き合っているのを目撃してしまったのだ。

　これはやはり他ほかの教師に連絡するべきだろうか、自分一人で処理できる問題ではないのかも知れない。ベッドで抱き合うなんて、高校生にあるまじき行為なのは明白だ。

　でも……、もし二人が本気で愛し合っているのならば、それを止めるのは不自然なのではないだろうか。愛する気持ちを否定するなんて、いくら教師だとしてもやってはならないことだし、それ以前に一人の女としてできるわけがない。

　千種は、二人の気持ちを確かめようとした。もし二人が心の底から愛し合っていれば、今回のことには目をつむる気持ちになったのだ。

　高校生の純愛。それを温かく見届けるのもいいかな、そう千種は考えた。

　千種は決断を下すために、二人に質問をする。

「それで、二人はどういう関係なの？」

　直人とくるみは顔を見合わせた後、同時に言った。

「他人です」

「恋人です！」

　そうきたか……。千種は頭を抱える。

　いや、こういう考え方もできる。二人は恋人同士だが、教師である千種にその関係がばれてしまった。そこで、直人は彼女をかばうために嘘うそをついているのだ。しかし彼女は恋愛について嘘をつきたくない。だから、二人の純愛を証明しようと正直な関係を言ったのだ、と。

　相手を思いやる男と、純愛を証明したい女。それも悪くないかも知れない、そう千種は頑張って（良い風に）解釈した。

　千種ちぐさは決断を下すために、二人に質問をする。

「わかったわ。じゃあ、先生に二人の正直な気持ちを教えてちょうだい。私だって鬼じゃないんだから、嘘うそさえつかなければ見逃してあげてもいいの。あなた達は、相手のことをどう思っているの？」

　直なお人ととくるみは顔を見合わせた後、同時に言った。

「嫌いです」

「大好きです！」

　なんなのよ……。千種は胃の痛みを感じる。

「はいはい、もう先生わかんないから。二人とも正直に言ってちょうだい」

「千種先生、違うんです、誤解なんです」

「なにが誤解なの？　納得できるように説明してみて」

「俺おれはなんとも思ってないんです。恋人でもなんでもないんです。つうか、昨日初めて会ったんですよ」

「恋人でもなんでもない、昨日会ったような女の子と抱き合ってたってこと？」

　千種が指摘すると、直人は必死に反論した。

「だから、それも誤解ですってば！　あれは、勝手にくるみが！」

　くるみは直人の言葉を聞いて、頬ほおを赤くした。

「やだ、くるみだなんて……。恥かしいですってばぁ」

「お前が呼び捨てにしろって言ったんだろが！」

「直人くんってば、すぐそうやって怒るんですもの。落ち着いてくださいって」

「なんでお前はそんなに冷静なんだよ！」

　二人のやりとりを見ていて、千種はどうすればいいのかわからなかった。

「くるみ……さん？　あなたは直人くんのことが好きなの？」

「はい、大好きです！　でも大丈夫、あたし達の関係は不純なものではありませんから」

　千種には、くるみが嘘をついているようには思えなかった。かと言って、直人が彼女のことをたぶらかしているということでもないのだろう。

　バスの中で彼女が直人に抱きついたことは知っているし、もしかして一目惚ぼれをしたのかも知れない。千種は二人のことは時間に任せることにした。思春期の、思い込みによる恋愛というのも珍しくはない。そう言った気持ちというのは、すぐに冷めていくはずだ。

「わかったわ。今日は見逃してあげるから教室に戻りなさい。だけど、もう学校の中で変なことしたら許しませんからね」

　直人はうなだれながら保健室から出て行った。くるみもそれを追いかけるように立ち上がる。

「あ、ちょっと待って、くるみさん、あなた何組？」

「え？　えーと、直なお人とくんと同じですけど？」

「わかったわ、一緒に教室まで行ってちょうだい。腕組んだりとかしちゃダメよ？」

「もちろんですって！」

　くるみはペコリとドアのところで頭をさげると、直人を追いかけていった。

　千種ちぐさは走り去るくるみの後ろ姿を眺めながら考える。昨日といい今日といい、トラブルが続いているみたいだ。

　試験編入に向けての、十分な準備が足りなかったのかも知れない。昨日の夜も女子に配ったお弁当の数が足りず、千種は自分の分を生徒に分け与えた。仕方なく彼女は、カバンに入れておいたチョコレートで夕食を済ませることにした。

　それに、もうひとつ。朝になって女子の一人が「制服を一着盗まれた」と泣きついてくるという事件もあった。昨晩、男子生徒の一部が外をウロウロしていたことと関係があるのかも知れない。生徒を疑いたくはないが、年頃としごろの男の子はなにをしてもおかしくないことを千種は知っている。

「もう、これ以上はなにも起こらないといいんだけどね」



　保健室から教室へと歩く。木造校舎の二階が、直人達二年生の教室だ。既に他ほかの生徒達は食事を済ませ、自分の教室へと向かっている。黙って廊ろう下かを歩いている後ろで、くるみは途切れることなく話しかけてくる。

「直人くん、凄すごいですね。これ、全部木造なんだって。古いですね。ほら、歩くとギシギシ音がする。ギシギシ、ギシギシ。おわ、床、抜けそう」

　くるみを無視して、狭い廊下を歩き続ける。しかし彼女は、直人が無視するのを無視するかのように、一方的にしゃべり続けている。

「ほら、古い古い。凄いですなあ。歴史がありますね。ところで教室ってどこだっけ？　ねえ、ほら、ここ？　あ、こりゃトイレか。あっちかな？」

「うるせえ！」

　直人の我慢の限界は、くるみに関してだけはすぐやってくるようだ。怒鳴られたくるみは、驚いた顔をしているが、どうせ怖がってはいないだろう。

「どうしたんですか、直人くん？」

「どうしたのじゃねえってば。なんで俺おれの後ばっかつけてくんの？」

「え？　だって、恋人じゃない？」

「違うだろ。それ、お前が勝手に言ってるだけだから」

「お前じゃないでしょー。あのね、人のことお前とか言うの、よくないと思いますよ」

　知るかっ。呆あきれて振り返ると、そこには見たことのある教師が立っていた。くたびれた灰色の背広に、土色の顔。目の下には、どれだけ睡眠不足になればそうなるのだ、というほどのくまが広がっている。男子寮まで直なお人とを案内した教師、草薙くさなぎだ。

「佐さ倉くらくん、また悪さしたんだって？」

「いや、してないですけど……」

「鐘かねノの音ねの仏の話、覚えてる？　覚えてるよなあ、佐倉くん、飲む込み早いものなあ。それともあれか、忘れちゃうのも早いってことですか？」

　草薙は直人の目の前まで近づいてきた。背広から、タバコの臭においが漂ってくる。

「君さぁ、編入生だからっていろ～んなことが許されると思ったら大間違いですよ？　ほら、飯いい野の先生は優しいから、甘やかしちゃうけどさ。草薙先生が悪いことしてるの見つけたら、佐倉のくんのこと殴っちゃうかもよ？　痛いかもよ、殴られちゃったら」

「体罰はいけないと思いますけど……」

　直人が小さな声で言うと、草薙は嬉うれしそうな顔をする。

「そうだよなあ、君、頭いいねえ。そうなんだよ、体罰、いけないんだよね。でもほら、ここって山奥だから、ワイドショーの取材なんて来ないしね。でもさ、そういう問題じゃないんだよね、わかってるってば。草薙先生もバカじゃないからさ」

　草薙は直人の顎あごをつかむと、自分の方へ顔を向けさせた。

「でもさ、体罰って生徒に対する愛情だと思うんですよね。草薙先生、生徒のこと大事だから、悪いことしたら殴っちゃうし。だっていけないことするだもん。しなければ先生、な～んもしないよ。平和的だよ。でもね、悪いことしちゃうんだもん。言ってもきかないんだもん。はい、どっちが悪い？」

「…………」

「ほら、佐倉くん、答えてみようか。悪いことするのと、悪いことした生徒を殴るの、どっちが根本的に、わ、る、い、ん、で、す、か？」

「失礼します」

　直人は草薙の質問には答えず、手を振り払って廊下を進んだ。草薙は直人のことを止めようとはしなかったが、背後から声をあげた。

「佐倉くん、先生は愛情があるからね。だから悪いことしなければ怖くないからね」

　聞こえてくる無気味な声を無視して、直人は早足で歩き続けた。一刻も早く、あいつの視界から逃れたいと思った。くるみも、同じように早足でついてくる。

「直人くん、あいつ、なんか嫌なやつですね。ゾンビみたいな顔しちゃってさ、嫌味なことばっかり言って。後で石投げて、病院送っちゃいますか」

「確かに嫌なやつだけど、あいつは間違ったこと言ってないよ」

　くるみは初めて、心底驚いたような声を出した。

「なんで？　なんで？　なんで？　だって、あんなに嫌なやつじゃないですか！」

「やり方が卑怯ひきようなんだよ。だって、言ってることは全部正しく聞えるようになってるからさ。もし殴られても反論できないようになってんだ。あいつ、きっちり考えてやってやがる。そこがムカつくんだよな」

　直なお人とは腹が立っているからか、自然に歩調が早くなっていく。くるみは置いていかれないように、小走りで追いかける。まるで捨て犬が後をついてくるみたいだ。

「ちょっと、直人くん、廊下は走っちゃダメですって」

「うるさいなあ」

　このままもっと早く歩いて、くるみを追い払おうかと考えた。しかし、廊ろう下かの角を曲がった瞬間に、信じられない物が直人の目に飛び込んできた。

　それは、金色に輝いていた。その金色は、もの凄すごいスピードで直人に接近すると、甲高かんだかい音を立てて顔面に直撃した。直人は早足で歩いていたこともあり、その衝撃を受けてハデに廊下に倒れこんだ。

「こら！　われ、なにしおんぞ！」

　怒鳴り声が聞えたかと思うと、もう一度頭を衝撃が襲った。またしてもガキン、という金属音。衝撃で、前歯が少し欠けるのがわかった。もちろん金属の直撃を受けた頭は相当痛む。もしかすると割れてる、絶対に血は出てる。直人は悲鳴を上げた。

「ぎゃー！　な、なんすか！　なんなんすか！」

「なんすか!?　なんすか!?　きさん、なんすかじゃなかろう！」

　金色に輝くヤカンを持った男が、目の前で仁王立ちしていた。男は直人の父親と同じぐらいの年代だろうか。短く刈上げた髪の毛、鋭するどく尖とがった顎あご、細い目、牙きばのように光る前歯、その全すべてが凶器として機能してもおかしくないフォルムをしている。男はジャージの上下を着ていたが、歩くたびにズボンがずれパンツがチラチラと見えた。ゴムが伸びきっているのだろう。しかし、彼はそんなことなどまったく気にせず、なにに対してだかわからないが、とにかく自信満々に直人に近づいてくる。

「ワシのこと知らんのけ？　この轟とどろきやすし様を知らんのけぇ!?」

　言葉を重ねる度に、顔が赤くなっていく。な、なんなんだこの男は。

「ごめんなさい、知りません。なんだかわかんないけど、謝ります」

「ほほう。鐘かねノの音ねに暮らしていてワシを知らんとは、いい度胸やのう……。あ？　きさん、ひょっとして編入生なんか？」

「はい、編入生の佐さ倉くら直人です、二年です、ごめんなさい」

「ほうか……編入生か……。そうじゃったら、見逃してやろうかの。じゃけん、次はブチ殺すけぇの、覚悟せえよ？」

「はい、はい、覚悟します、ごめんなさい」

　轟は早口でまくしたてるように言った。どこのものだかわからない方言だった為に、直人には話の半分ほどしか理解できなかったが、おそらく鐘ノ音の教師だと判断した。

　しかし、教師とは言え、いきなりヤカンで頭が割れるほど殴りつけるのはどういうことなのだろうか。直なお人とは自分の頭を押さえて、血が出てないか確認する。

「あ、佐さ倉くらとか言ったのぉ……」

「は、はい！　すみません！」

　直人は反射的に謝った。轟とどろきは、ゆっくりと振り返る。まるで恐怖映画のワンシーンだ。心なしか目も赤黒く光っているように思えた。

「廊ろう下かは……ゆっくり……歩くんじゃぞ……」

　そう言うと、轟は背中を丸くしてどこかに消えて行った。

　直人はようやく理解した。轟は「廊下を走った」という理由だけで、直人を思い切りヤカンで殴りつけたのだ。言葉での忠告も、指導も、なにもなしで、突然頭を割りにかかったのだ。なんて凶暴な男なのだろう。

　くるみは言葉を失い怯えきった表情で、廊下に座り込んだままの直人を見ていた。

「だ、大丈夫ですか？」

「……たぶん」

　この学校にまともな教師は、千種ちぐさだけかも知れない。直人は酷ひどい耳鳴りを感じながら、そう思った。



　教室に入ると、直人はあることに気づいた。それは、男子と女子が完全に離れているのだ。まるで見えない線があるみたいに、窓際は女子、廊下側は男子と、きっちりとグループ分けされている。

　てっきり、朝の食事の時間で打ち解けたとばかり思っていた直人は拍子抜けした。実際には、打ち解けたというよりも、女子が徹底的に男子を嫌っているように見える。あの短時間で、ここまで関係を悪化させる方が難しいのではないだろうか。

　女子は窓際で小さなグループを作り、憎々しげに男子の方を眺めている。直人もその照準に引っかかったのか、冷たい視線を送られた。

　くるみは後ろから、直人の肩越しに教室の中を見て呟つぶやく。

「なんだか、雰囲気悪そうじゃありませんか？」

「う……ん、確かに……」

　席に座っていた祐ゆう介すけは、直人に気がつくとゆっくりと近づいてきた。まるで、居眠りしているライオンの檻の中を、肉をぶらさげて歩くようにゆっくりとした足取りだった。

「直人、ちょっと、外で話そうか？」

「ああ、いいけど……」

　祐介は直人の肩を抱き、さり気なく教室から出る。

「ん？　君もうちのクラス？」

　くるみに気づいた祐ゆう介すけは、そう問いかけた。

「そうですけど、どうしたんですか、これ？」

「君も高校生ならわかるだろ？」

「へ？」

　くるみはまったくわからない、という顔で首をかしげた。

「男と女だから、だよ」

　そこまで聞いても、くるみには何のことだか理解できていないようだった。

　教室を抜け、階段の脇わきに置いてあるイスに三人は座った。最初、くるみは二人の間に割って入ろうとしたが、直なお人とにあっさり止められ、端っこにチョコンと座らされた。

「くぅ～ん。あたしだけ仲間はずれですか、ひどいもんです」

「お前は黙ってろ。で、どうしたんだよ、あれ」

「うーん。それがね……」

　祐介は憂鬱ゆううつそうに答えた。朝食の時間、それは地獄のようなひとときだったらしい。バッチグーや一番星いちばんぼしは、誰だれよりも早く女子達と仲良くなろうと、必要以上に興奮して食堂に飛び込んだ。

　食事を用意してくれている「寮母さん」なる人物から朝食を受け取ると、それをトレイに乗せたまま食堂の中をしばらく徘徊はいかいし続けた。

　ジロジロと無遠慮に女子の顔と体を見比べながら、七十点、八十点、六点、など点数をつぶやいていたらしい。

　まず最初に天神てんじんが、そして次に一番星が女子の座っているテーブルに、割って入るように腰を下ろした。

　最後にバッチグーは散々迷った後に「八十五点！」と叫び、同じように座ったらしい。

　祐介は嫌な予感がして、すぐにそのテーブルに走り寄った。

　そこでバッチグーは、尋常ではない一言を発したのだ。

「やっぱり、女は満点じゃダメっしょ。なんちゅか、ちょっとブサイクなぐらいの方が、愛嬌あいきようがあっていいっしょ。だからチミ、八十五点でも悲しんじゃあいけないよ、その足りてない十五点こそが！　俺おれと！　君で！　これから作り上げていくものっしょ!!」

　祐介はバッチグーの口調を真ま似ねした後に、大きく肩を落とした。

「いや、俺はその時、死ぬかと思ったね」

　そして身震いをする。どうやら、思い出すだけで本当に寒気が襲ってくるようだ。

「っていうかバッチグー、女子にケンカ売ってる？」

「俺もそう思ったんだよ。でも、あいつは真ま面じ目めな顔してんだ、ずっと。だからきっと、本気であれが口く説どき文句だと思ってんだな……」

「性た質ち悪いですね……それって」

　隅で聞いていたくるみが、ポソッと呟つぶやいた。二人はなにも反論できずに、ただ黙った。

「もちろん女子は怒ったね。かなり、かなり怒ったね。そこに轟とどろきがきて、あいつらを二、三発ぶん殴って、男子のテーブルに移させた。それから食事が始まったんだけどね……」

「どうだったんだよ」

「女子ったら、そりゃもう一言もしゃべらなかったね。早くこの場から逃げ出したい、って感じでさ。そりゃそうだ。一番最初に接触したのがあの連中だからな。きっと、鐘かねノの音ねの全員があんなだと思ったんだろうな」

「直なお人とくんはそんなんじゃないもん。ね？」

　くるみはいつの間にか、二人の前に立っていた。直人は「いいからそっち座ってろ」とばかりに、犬にするように手で「シッシッ」と払う。

　くるみはそれを見て「くぅ～ん」と寂しそうに声を出すと、大人しく引き下がった。

「で、あの子、直人のなに？　ねえ、朝からさ」

「俺おれにもわけがわかんない。まあ、あいつのことはいいからいいから。続きは？」

「んで、さすがに懲こりたと思ったら、三人とも全然懲りてないんだよ。バッチグーなんて、あの女、間違いなく俺に惚ほれてるっしょ！　かなんか言って。マジで沸わいてるぞ、あいつ」

「それで教室の中も、女子だけでかたまってんのか」

「そう。今回編入してきた女子って、五十人ぐらいだろ？　だから、それぞれのクラスに振り分けると四、五人しかいないわけだ。仲間は五人で、他ほかの三十人は、全部あんな連中だと思い込んでるわけだ。そうしたら当然……」

「怖がるよな……普通」

「そういうこと。機嫌取るので精一杯だ」

「機嫌取るって、なにかしたんか？」

「バッチグー達を外に追い出して、それからは女子と一切目を合わさない。空気みたいに振舞った。下手になにか言って、文句言われたら困るしな」

「なるほど、賢明だ」

「中でもうるさいのがいてね……それも二人も」

　話を進める度に祐ゆう介すけの顔色は悪くなっていく。

「春はる乃のってやつと、朽くつ木きっての。春乃の方は、なにかと言うと差別だ差別だってうるさいし、朽木ってのは……」

「ぶっきらぼうで愛想の悪い」

「そうそう……って、なんで知ってんの？」

「バスの中で自己紹介したもんね？」

　またしてもくるみが会話に入ってこようとする。しかし今度は、直人がキッと睨にらんだだけで、大人しく引き下がった。

「そっか。そうだな、そうなんだよな。って、そうか、そうじゃないか！　そうだ!!」

　祐ゆう介すけの顔色が、みるみるうちに晴れていく。なにか、良いアイデアが浮かんだみたいだ。

「な、なんだよ」

「お前は俺おれ達より女子にリーチがあるんだから、謝って来い！」

「なんで俺が！」

「なんで直なお人とくんが！」

　直人はくるみの方を振り返る。しかし、今は「もっと言ってやれ！」という彼女を応援するような顔だ。くるみはそれを汲くみ取ると、祐介に向かって叫さけんだ。

「直人くんはね、他ほかの女の子なんて相手しないんだからね」

「そうだそうだ」

　くるみの言葉に、直人は大きく頷うなずいた。

「直人くんは、あたしだけの相手をしてればいいんだから」

「……なに？」

　直人はくるみの方を睨にらむが、くるみはそれに気づかない。

「なんて言っても、あたし達、もー抱きあっちゃったんだし、だから、他の子が入り込む隙すき間まなんてないんだからね」

「ほほう……」

　祐介は直人とくるみを交互に見ながら言った。

「女は、苦手、か」

「だから、それはだな、こいつが勝手に」

　直人が反論しようとすると、頭の上で地響きのような金属音がした。ガゴギンガゴンと、鉄の破片が頭の中に飛び散るような音だ。

　直人は、後ろから轟とどろきにヤカンで殴られたのかと思った。しかし、そうではなかった。振り返ってもそこには誰だれもいない。

　くるみは尻しつ尾ぽを丸めた犬のようにうずくまり、姿の見えない痛みに驚いている。しかし祐介は平然とした顔で二人を見ていた。

「な、なんだ、この音……」

　酷ひどい耳鳴りに奥歯を噛かみしめながら直人が言うと、祐介は笑って答えた。

「上だよ、上」

「上？　上って、上？」

　直人は思わず上を見る。しかし、当然のことながら天井が見えるだけで、他にはなにも見えない。

「そうじゃなくて、鐘だよ、か、ね」

　祐ゆう介すけに言われ、初めてパンフレットに載っていた写真のことを思い出した。

　屋根の上に鐘がついており、それが優雅に時を刻む。優雅？

「鳴るんだよ、鐘が。緒お方がたさん……、オーガみたいな顔した用務員のおじさんなんだけどな、それが、時間になると鳴らすんだ」

　まさか、頭上で鳴る鐘ノ音がこんなにも大きな物だとは知らなかった。くるみも、ようやく事態を把は握あくしたようだ。いつ鐘が鳴ってもいいように、両手で耳を押さえている。

「お前、よく平気な顔してるな。あんなデカい音、久しぶりに聞いたぞ」

「だから言ってるだろ？　慣れだよ、慣れ」

「よく耳がおかしくならないもんだな」

　直なお人とはイスから立ち上がり、耳を押さえていた手を離す。まだ酷ひどい耳鳴りがしている。

「あー。もしかしたら俺おれら、これで耳がおかしくなってるのかも知れないな」

　祐ゆう介すけは笑いながら続けた。

「だから、みんな声がデカいのかも知れない」



　教室に戻ってくると、ほとんどの男子は席についていた。しかし、女子は窓際にグループを作ったままで、席には座ろうとしない。

　バッチグーや一番星いちばんぼし、天神てんじんはちゃっかりと席に座っていた。教室の中をキョロキョロしながら、どうして女子が離れているのかわからない、と言った話をしていた。どこまでも鈍いみたいだ。

　くるみは女子のグループの中へ行こうかどうか迷っていたが、教室に教師が入ってくるのを見て一番近くの空席に座った。本当は直人の隣に座りたかったようだが、直人は祐介の隣に素早く座ってしまったのだ。

「はいはい、授業の時間ですよ～。ん？　なんで女子、立ってんの？　君たち、座ってもらえますかね」

　教師は草薙くさなぎだった。草薙は直人を見て、ニヤッと笑った。

「亜あ理り紗さたちは座りたくありません！」

　女子のグループの中から、一人が前に出て言った。バスの中でも率先して発言をしていた、春はる乃の亜理紗だ。

「どうしてだ……えーと、春乃亜理紗さん」

　草薙はまったく動じずに、教卓の上に置かれた名簿を見ながら答える。

　亜理紗はフン、と鼻から大きく息を出した。

「亜理紗達は、傷ついたんです。朝食の時間の時に、男子に点数をつけられたんです。これって失礼だとは思いませんか？　男女差別です！」

「だからこうして、男子が謝るまでは授業を受けないつもりなんです」

　亜理紗の後ろから出てきたのは、朽くつ木き双ふた葉ばだ。気の強そうな目をして、教室中の男子を睨にらんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「でも、座ってるやつもいるぞ？」

　草薙くさなぎはくるみを指差す。

「あ、もう！　あなた！　男子に負けていいの!?　女子の尊厳の問題なのダゾ！」

　亜あ理り紗さは顔を真っ赤にしたが、くるみは彼女の言ってることが、よくわからないようだった。

「それに、もう一人」

　草薙の向けた指の先には、千歳ちとせみどりがいた。みどりも席に座っている。

「だって、お勉強の時には座るものでしょう？　そう習ったけど、違うの？」

　みどりは、素直な声でそう言った。それは立っている女子に対する嫌味ではなく、彼女の率直な意見だった。

「それはそうだけど、これは亜理紗達だけの問題じゃないの！　女性全部の、あなたの問題でもあるのよ！　あなたは男子にバカにされて悔しくないの!?」

「んー。よくわかんないけど。仲良くすればいいんじゃないの？」

「ンモー！　あなたって、意識レベルが低すぎます！　もっと本を読みなさい！」

「いいよ春はる乃のさん、もう座ろう」

　双ふた葉ばは無表情のまま席に座ると、そのまま窓の外を向いて黙り込んだ。他ほかの女子も同じようにそうする。亜あ理り紗さは最後まで立っていたが、一人だけでは最後まで戦えないと悟ったのか、教室の中の空席を探す。

「あ！　亜理紗のお席がない！」

　直なお人とは教室の中を見渡した。確かに、空いている席はどこにもなかった。

「ちょっと男子！　イス、隠したでしょ！　亜理紗に気があるからって、そんなことしても喜んだりしないヨ！　今、素直に言えば、許すけど？」

　いや、誰だれもお前に気はないぞ。教師の草薙くさなぎでさえそう思った。しかし、それを口に出すことは教育上問題がある。男子はみんな彼女から目を逸そらした。相手にしたくない、そう考えたのだ。

　亜理紗は直人と目が合うと、ドタドタと足音を鳴らしながら詰め寄った。

「きっとあんたね。佐さ倉くら直人。あんた、確か亜理紗たちとバスが一緒だったよね」

「え？　そ、そうだけど？」

　急に矛先ほこさきを向けられ、直人はどう逃げればいいのかと戸惑った。

「亜理紗のこと好きだから、隠したな？」

「そんなことしないってば。そもそも、誰の席って決まってたわけじゃないんだろ？」

「そ……それもそうね……。あ！　じゃあ、あんたがいるからいけないんでしょ！」

「え!?　いるからって!?」

「編入生は女子だけだったのに、あんたみたいに一人男子が混ざってるから、席が足りなくなったのよ！　そうよ、そうに決まってる！　お弁当だって亜理紗の分がなかったし、全部あんたが悪いのよ！」

　そこまで黙って見ていた草薙だったが、さすがにこれ以上放っておくと授業の邪魔になると判断したのだろう。興味なさそうに漫画を読んでいた、一人の男子に声をかけた。

「おい小林こばやし、どっかから空いてるイス、借りてこい」

「え？　なんで俺おれが？」

　よく見ると、樹いつきも同じクラスだったようだ。その隣の席には毒どくガスもいる。同じクラスの生徒は、寮の部屋も近くに設定されているらしい。

「いいから行ってくるんだ。なんだ、先生の言うことは聞けませんか？　漫画読むのに忙しいですか？」

　樹は文句を言いながらも、渋々と立ち上がる。

「ほらほらほら、女子にいいとこ見せるチャンスだぞ、樹くぅ～ん。ダッシュ！」

「ちっ」

　樹が教室から出ていくと、草薙は今まで彼が座っていた場所に座るよう、亜理紗に命じた。

「でも、そこは、あの男子の席なんじゃないですか？」

「どうせ机とイス持って帰ってくるんだ。席が足りなくなることはない。ほら、春はる乃のさん、座りたかったんだろ？　早く座りたまえよ」

　亜あ理り紗さは仕方なく樹いつきの席に座る。

「ほら、これで満足か」

「……はぁい……」

　樹は帰ってくると、自分の席に亜理紗が座っているのを見つけた。

　それが漫画を読んでいた為のペナルティだと察したのだろう。樹はなにも言わず、教室の後ろの方に席を置くと、そこに座って居眠りを始めた。

　草薙くさなぎのやり方は、少し陰険な気がする。そう直なお人とは思った。



　その日は、ずっとそんな調子だった。最初にそれぞれ自己紹介をさせられたが、それは冷え冷えとしたものだった。事務的な挨あい拶さつ、事務的な拍手。草薙はそんな生徒を見て、ニヤニヤと笑っていた。

　休み時間になり、くるみやみどりが男子に話しかけようとすると、亜理紗と双ふた葉ばがやんわりとそれを止める。

　大半の男子はそれを見て「まあ、そりゃそうだろうな」と思っていたが、一部の男子は、というかバッチグーと一番星いちばんぼしと天神てんじんの三人は、どうしてそんな風になっているのか状況が掴つかめないでいるようだった。

「きっとあれだ、『イヤン、一番星様に話しかけちゃダメ！　あたしが先に仲良くなるんだからぁ～ん』ってなもんなんだろうなあ！」

　一番星は笑いながら、直人にそう言った。まるでわかってない、直人は肩を落とした。



　昼食の時間も夕食の時間もそんな調子だった。黙々と食事を取って、教室に戻る。ただそれだけだ。

　誰だれかが「異性とは話してはいけない」というルールを決めたみたいに、みんな黙ってそれに従っていた。千種ちぐさは困ったような顔をしてそれを見ていたが、轟とどろきや草薙は満足そうに頷うなずいていた。彼らは、環境が変わったことで生徒達が問題を起すのを恐れていたのだ。

　しかし、目の前の状況では「不純異性交遊」など起こるはずがない。変に仲良くされるよりも、今の方がずっとマシだと二人は考えていた。



　夜になり、風ふ呂ろの時間が終わると、バッチグーと一番星はさっさと自分達の部屋に入っていった。祐ゆう介すけもずいぶんと気を使って疲れているみたいだ。布団ふとんの中に潜もぐると、すぐに寝息を立て始めた。天神だけはその巨体をモジモジと動かしながら、いつまでも直人に話しかけてくる。

「直なお人とどん、おいどん、食堂で天使を見つけたでごわすよ」

　直人もすぐに眠りたかったが、返事をしないと「寝てるでごわすか!?　寝てるでごわすか!?」と大声を出されるので、仕方なく天神てんじんの相手をすることにした。

「天使？」

「そうでごわす……。可か憐れんでごわした……」

「天使って、なに？」

「一年生の女子なんでごわすが、あれは天使でごわす。そうでなければ、天使を生んだ女神でごわす……。それとも違ったら、おいどんの心を狂わす悪魔でごわす……」

「なに、どういうことだよ」

「惚ほれたんでごわすよ……その子に」

「フーン」

「寝てるでごわすか!?　寝てるでごわすか!?」

「起きてるよ！」

「ばってん今、そげん興味のなさそうな返事をしたでごわすから！」

　天神は延々とその子の話をした。真っ直すぐに伸びた、黒くツヤのある髪。生まれたてと見間違うばかりに透き通った肌。大きくてよく動く瞳ひとみ。話を聞いていると、まるで小学生ぐらいの少女のことを話しているように聞える。もしかして（しなくても）こいつ、筋金入りロリなのだろうか。

「お前、ロリコンだろ？」

「当たり前でごわす！　おいどんのロリを舐なめたら即死たい！」

　なぜか自慢げに言う天神。そこは威張るところじゃないぞ、と直人は思った。

「早さ苗なえちゃん……って言うらしいでごわすよぉ……」

　天神は、体にある全すべての気持ちを詰め込んでその名前を言った。天神てんじんの口から出たその名前は、ピンクに色めいて、部屋中を漂った。正直、うっとうしい。

「早苗ちゃん……早苗ちゃん……」

　その後、しばらくの間、天神は愛いとしい名前を呼び続けていたが、いつの間にかそれは例のイビキに変わっていた。名前だろうがイビキだろうが、うっとうしくて眠れないという点では違いなかった。



　前日に睡眠を十分に取れなかったこともあり、直人は熟睡していた。窓の外から聞えてくる風の音や、押入れの中から響いてくるイビキも、あまり気にならなくなった。

　しかし、ドアの向こう、男子寮の廊ろう下かから足音が聞えてきた時には、反射的に体を起した。教師が見回りに来たのかも知れない。それとも、誰だれかがトイレに起きたのかも知れない。

　大所帯で暮らしているのだ、足音ひとつを気にすることはない。

　しかし、集団生活になれていない直なお人とにとって、その足音は耳のすぐ近くの畳を踏まれたかのように、やけに大きく響いた。

　直人はその足音のせいで、すっかり目が覚めてしまった。

「仕方ない、トイレでも行くか」

　真っ暗な部屋の中を手探りで進み、廊ろう下かに出る。すると、人影が動いているのが見えた。その人影は辺りをキョロキョロと注意しながら、寮の外へ出ていった。

　しかし、そのシルエットはあまりにも特徴的だった。雪だるまみたいな、丸くてゴロゴロしているその体。

「バッチグーだ……」

　直人は行ってはいけない、という本能からの命令を無視し、その後を追った。

　もちろん面倒に巻き込まれることはわかっていた。しかし、どこかでそれを面白がっていたのかも知れない。

　そう、少しずつ彼の中にも、鐘かねノの音ねの血が入り込んできていたのだった。



　寮の外で、小さな灯あかりが揺れていた。それは懐中電灯の光だった。もしバッチグーが外に出ていくのを見なければ、おばけかなにかだと騒いでいたかも知れない。

　それほど小さく、頼りない光だった。直人がその光を追いかけて行くと、光は女子寮の方へと向かって行った。そして、木の陰に入り込むと、スゥっと消えた。

　直人は足音を立てないように、その光が消えた場所へと向かう。そこからは、案の定、二人の声が聞えてきた。

「準備はいいっしょ？」

「もちろんだバッチグー、俺おれは興奮してるぜえ。でもよう、天神てんじんを置いてきてよかったのか？　あいつ、後で知ったら怒るぞぉ」

「いいのんいいのん。少数精鋭って言うっしょ？」

「オホホホ、そうだな。クククク」

　直人は、コソコソと話しこんでいる後姿に、わざと大声で言った。

「なにしてんの？」

『ぴぎゃああああああああ！』

　二人は珍しい声で驚くと、そのまま腰を抜かした。

「楽しそうだねえ。でもさ、先生に見つかって殴られる前に、帰った方がいいんじゃないの？」

「なんだ……、直人か……驚いて漏もらしたっしょ」

「俺も、ちょっとだけ、出た……」

「で、なにしてんだよ？」

「フフフ、よく聞いたな佐さ倉くら直なお人と。その質問をしたってことは、もう後には戻れないってことっしょ」

「そうだそうだ。お前も道づれだぞ？」

　嫌な予感は的中したが、直人はほんの少しだけワクワクしていた。しかし、彼は自分がそう思っていることに気づいてはいない。二人を客観的に見られていると思い込んでいるが、実際は彼らと同じ場所に引きずり込まれているのである。

「いいか直人くん、よく聞いてちょ。俺おれは、女子寮潜入を提案するっしょ！」

　バッチグーが拳こぶしを振りかざすと、一番星いちばんぼしは大げさに拍手をした。

「ええか諸君！　昼間の教室での様子を見てもらったらわかる通り、女子は既に俺達にメロメロっしょ！　これはまず間違いない！　なにか反論はあるかね？」

　直人は昼間の様子を思い出して、素直に感じたことを言った。

「いや、全然そんなことないだろ」

　直人が答えた瞬間、バッチグーは顔を真っ赤にして叫んだ。

「うるさい！　黙って聞け！」

「反論あるかって聞いたろ！　今！」

「口だけは達者っしょ。それなら直人、思い出して欲しいっしょ。中には俺に『抱いて』のサインを送ってくる女もいたっしょ。これには反論ないな？」

　いつ、どこでそんなサインが出たのだろう。直人は反論しようとしたが、バッチグーは直人が口を開く前に言葉を続けた。

「だが俺はそれに気づかぬ振りをしたっしょ！　すぐにでも女が手に入る！　それなのにあえて無視をした！　なぜかわかるかね一番星くん！」

　バッチグーは勢いよく一番星を指差す。一番星はしばらく考え込んでいたが、自信満々のバッチグーの目を見てハッとして言った。

「焦じらし……ですか？」

「そう！　その通り！　こんなに好きなのに気づいてくれないなんて、伊集院いじゆういんくんたら鈍感ボーイなんだから！　こうなったら、あたしが恋のＡＢＣを積極的に教えちゃうぞ！」

　直人が口を開こうとすると、バッチグーは大声を出す。どうやら、もう直人の意見を聞く気はないらしい。

「今や女子どもは、女子寮のベッドの上で、俺のことを考えて体を熱くさせてるっしょ！　さあここでまたしても問題だ。もしそこに俺が突然現れたら、女はどうなってしまうのかね一番星くん！」

　一番星は腰をくねらせ、小指を立てた。どうやら、女子になったつもりらしい。

「いやっ、なんで伊集院くんがここに!?　もしかして伊集院くんて、あたしがずっと待ってた、白馬に乗った王子様なのかしら？」

　バッチグーは一番星いちばんぼしの手をそっと握ると、彼なりのエエ声で呟つぶやく。

「ハニー、迎えにきたっしょ……。一緒に天国までの階段、のぼっちゃう？」

「あぁ、伊集院いじゆういんくん……あたし、のぼっちゃっても……かまわない……」

　するとバッチグーは、急にスローガンを叫さけぶように言った。

「白馬、乗る、ファンタジー！」

　その後に続き、一番星が同じように繰り返す。

「白馬、乗る、ファンタジー！」

「ネクスト！　ファンタジー、アンド、セーックス！」

「ファンタジー、アンド、セーックス！」

「これが……ホワイトホースキング作戦の全貌ぜんぼうっしょ……」

　バッチグーは、なにか大きな仕事を成し遂げたような顔で言った。一番星は、その様子を見て満足げに頷うなずいている。

　直なお人とは呆然ぼうぜんとしてその様子を見ていたが、どうしても突っ込みたくなって声を出した。

「たぶんさ、それ、白馬の王子作戦って言いたいんだろうけど、キングって王様だろ？　王子ってのは英語で言うと……」

「直人、うるさいっしょ！　こういうのは勢いが大切っしょ！　王子の意味を辞典で調べてるうちに、運の神様はどっか他ほかに行くっしょ！　わかったか！　どっちにしろお前はこの極秘任務であるホワイトホースキング作戦を目撃してしまったっしょ！　ここから逃げることなどできないっしょ！」

「なんだよ、どういう意味だよ」

　後ずさりをする直人に、一番星は言った。

「お前も一緒に来なきゃいけないってことだ。もう共犯だ」

「共犯て、俺おれはなんにもしてないぞ！」

「行かないってか？　バッチグー、直人は行かないってさ」

　バッチグーは急に寂しそうな目をすると、その場に座り込んだ。

「やっぱり。しょせん東京者は俺達を田舎者だと思ってバカにしてるっしょ。友達だと言ったところで、その辺りで一線を引いてるっしょ。あ～、寂しいなぁ、その程度の友情って寂しくて悲しくて切ないなぁ……」

「ほら直人くん、バッチグーが泣いてるよ？　それでも一緒に行かないっていうのかい？　君は、自分から友情にヒビを入れたいのかい？　直人くんの友達関係って、そんなに薄っぺらい物だったのかい？　バッチグーが泣いてるよ、あんなに寂しく泣いてるよ」

「いいんだ一番星。俺なんて、彼にとってはその程度の存在だ。うん、僕は明日死にます。いや、むしろ今死にます。お母さん、お父さん、神様、これも全部直人が悪いんです、先立つ不孝をお許しください」

「直なお人とのせーいでー、バッチグー死んだー♪」

　涙ぐむバッチグーの横で、一番星いちばんぼしは「子牛が売られていく感じ」で歌った。

「わ、わかったよ！　わかったってば！　俺おれも行くよ！　行けばいんだろ！　まったく、そんな言い方することないじゃねえかよ」

　直人が女子寮への潜入に参加することが決まると、バッチグーは急に手の平を返したかのように元気に立ち上がる。

「よし、そうと決まればすぐ行くぞ！　今行くぞ！　直人、準備はいいか！」

「だけどさ、暗すぎるだろ、この先は」

　一番星はどこからかリュックを取り出して、その中身を地面にバラバラと落とした。中からは強力そうな懐中電灯、手袋、ロープなど、忍び込む際に役立ちそうなアイテムが数種類出てきた。

「ふふ、俺らに手抜かりはないんだよ」

　そう言って一番星は笑った。



　女子寮は男子寮よりも、もっと深い緑の中にあった。女子寮と言っても、造りは男子寮と変わりはない。プレハブを少しだけマシにしたような建物で、エアコンなどはもちろんついていない。

　以前はここも男子寮として使われていたが、数年前から生徒の数が減り続けたために閉鎖されていた。

　バッチグーはいつの間にかアーミーのように顔に緑の絵の具を塗りたくっていた。

　本人は迷彩柄のつもりらしいが、絵の具を塗りすぎたその顔は、奇妙なカッパのように見える。

「ここは男子寮と造りが同じだから、内部構造はバッチリっしょ」

　三人は闇やみに紛れるように山道を進み、時に匍ほ匐ふく前進をし、時に全力で走りながら女子寮へと辿たどり着いた。途中で轟とどろきが山道を見回りしていたが、木の陰に飛び込み、なんとかやり過ごした。

「何年も使われてないわりには結構きれいだな」

　直人が言うと、一番星が後ろから呟つぶやく。

「あのなあ、誰だれのおかげだと思ってんだよ。編入生が来るってんで、俺達が狩り出されて散々掃除をさせられたんだぜ？」

「なるほどね……そりゃご苦労でしたね」

「壁紙とかの張替えは用務員のおじさんがやったんだけどな。その人、愛想は悪いけどそいうのは得意でさ。校舎の上の鐘かねあるだろ？　あれもつけたんだってよ、一人で」

「はいはいはい、無駄口はそこまでっしょ。いよいよ潜入っしょ」

　一番星いちばんぼしはリュックの中から絵の具を取り出すと、バッチグーと同じように顔に塗りたくった。

「どうだ直なお人と、自然と同化してるか？　ん？」

「うーん。夜だから、緑よりも黒じゃないか？」

「なるほど！　直人って、意外に頭いいな。バッチグー、お前もやれ」

　バッチグーと一番星は、お互いに黒の絵の具を顔に塗り合った。なんだか、どこか遠くの国で行われる、成人の儀式のようにも見える。二人の顔は真っ黒になり、笑うと歯だけが白く闇やみに浮かんだ。

「どうだ、これでバッチリか？」

「うんうん、バッチグーっしょ」

　直人は一番星から懐中電灯をひとつ手渡された。いつの間にか二人は、神妙な面持ちになっている。そして、なにかを決心したかのように深呼吸を繰り返した。

「俺おれの狙ねらいは……みどりとかいう女っしょ。あいつ、結構胸がデカかったっしょ。それになにしろ……」

　ゴクリ。唾つばを飲む音が大きく聞える。

「俺のことを誘ってたっしょ」

　誘ってないだろ。直人は、心の中で強く突っ込んだ。

「なるほどな。俺は双ふた葉ばちゃんかな。あの気の強そうなところが好きだ。それに、なにしろ……」

　ゴクリ。さっきよりも大きな音が聞える。

「目で俺にコクってたからな」

　だから、してないだろ。直人は、心の中で、さらに強く突っ込んだ。

「それじゃ、中に入るっしょ」

　三人はゲタ箱の横を音を立てないように歩き、ドアをそっと開けて女子寮の中へと入っていった。

　ドアを開けた瞬間、男子寮とは違う香りがした。同じ建物で、同じ年数を経ているのに、中にいるのが女子というだけで、こんなにも香りが違うものなのか。

　三人は驚きつつも奥へと進んだ。

　どんなに慎重に歩いても、ギシッ、ギシッ、と床が音を立てる。その度に誰だれかに聞かれているのではないかと、直人は心臓をバクバクとさせた。

「それでは各々、お目当てのギャルの部屋へと散るっしょ」

「どの部屋に誰がいるかわかるのか？」

　直人の素朴な疑問に、バッチグーは真っ黒な顔で笑った。

「ドアの前には名札がかかってるっしょ。それを見れば確実」

　その顔は、黒いカッパのように見えた。結局、何色になっても、もののけの類たぐいにしか見えないのである。

「それでは一番星いちばんぼし、直なお人と、行くぞ！　散さんっ！」

　誰だれにも聞えないほど小さな声で叫さけび声を上げると、バッチグーと一番星は廊ろう下かの奥へと消えていった。直人はすぐにでも帰りたかったが、一人では帰り道がわからない。仕方なくその場に留まることにした。

　遠くでカラカラカラとドアの開く音が聞えた。どうやら、隣のプレハブに移ったらしい。二人の目当てはここにはいなかったようだ。

　今頃いまごろ、隣のプレハブに行き、名札を必死でチェックしているのだろう。直人は、二人が戻ってくるのをそこで待つことにした。

　酷ひどく時間がゆっくりと流れる。消えた二人はどこまで行ったのだろうか。どうせすぐ帰ってくるだろう、直人は気楽に考えてその場に座り込んだ。もちろん外に出て待っていた方が安全なのだが、夜も遅いことだし、もうみんな寝静まっていて廊下になんて出てこないだろう、そう直人は考えたのだ。

　直人の予想通り、廊下からも部屋の中からも物音ひとつしない。きっとみんな熟睡しているのだ。懐中電灯を消し、ゆっくりと闇やみと同化していく。

　直人は顔に絵の具は塗っていないが、電気の消えた女子寮の廊下で、すっかり透明人間のように存在を消してしまった。

　それからは、重苦しい闇と、耳の奥まで入り込んでくるような沈黙がずいぶんと長い時間続いた。

　しかし、突然その沈黙は破られた。カラカラカラと女子寮の入り口が開き、懐中電灯の光が廊下を照らしたのだ。直人は一瞬、二人のうちのどちらかが帰ってきたのだと思った。しかし、そのライトを持っているのは千種ちぐさだった。

　千種はレポート用紙を片手に持ち、丁寧ていねいに女子寮の中を見回りしている。ひとつひとつのドアの前に立ち、扉に耳をつけて中の様子を窺うかがう。異常がないとわかると、レポート用紙にチェックをして次の部屋に移る。

　やばい……見つかる……。直人の心臓は、一瞬で破裂しそうなぐらいに膨れ上がった。

　いくら千種とは言え、夜中に女子寮に忍び込んだということがバレたら、ただでは済まないだろう。絶対に見つかるわけにはいかない。

　直人はその場を離れるために、立ち上がろうとした。しかし、少し力を入れただけで、床がきしむ音がした。ダメだ。もし立ち上がったとしたら、もっと大きな音がしてすぐに気づかれてしまうだろう。

　不審な物音に気づいた千種は、気になってこちらに懐中電灯を向けるのだ。

　今はベットリとした闇に紛れているから見つからないが、懐中電灯を向けられたとしたら、その光の中に直なお人とは浮き出てしまう。

「だめだ、今は動いてはいけない。時期がくるのを待つのだ（超小声で）」

　千種ちぐさと直人は、真っ直すぐに伸びた廊下の上で数メートルしか離れていなかった。確実に一部屋ずつチェックしていく千種。このまま直人の方まで歩いてきたら、やがて気配で気づかれてしまうだろう。

　立ち上がってもバレてしまうし、もしこのまま動かなくても気づかれてしまう。

　どっちにしろ、直人の逃げ場はないように思える。

　こういう場合、どうすればいいのだろうか……。

　直人の頭は猛烈なスピードで回転したが、見事に空回りな考えしか思い浮かばない。

　ダッシュで逃げる。ダメだ、どう考えてもそんなことしたら騒ぎになる。千種に追いつかれなくても、騒ぎを聞いた女子生徒に取り押さえられるかも知れない。

　だったら素直に千種に謝って、勝手に女子寮に入ったことを許してもらおうか。

　いや、そんなの許してくれるはずがない。いくらなんでも都合が良すぎる。

「でも、千種先生だったら、きっと、わかってくれるはず……だ」

　直人は声に出さず、口の中でそう呟つぶやいた。千種は刻一刻と近づいてくる。

　決断しなければならない。男の人生には、決定的な選択をしなければならない時が何度かあるのだ。今日は、その初めての時かも知れない。

　しかし、なんと情けない決断を迫られているのだろうか。直人は自分が真ま面じ目めに考えているのがばからしくなる。だが、これは冗談では済まされないのだ。

　よし、素直に謝って千種に許してもらおう。直人は決心して立ち上がろうとした。

　その時、ガラガラガラと入り口のドアの開く音がした。

「やー、千種先生、ご苦労ですなぁ」

　女子寮の中に入ってきたのは、ヤカンを持った轟とどろきやすしだった。あの、廊ろう下かを走っただけで、直人の頭を割れるほど殴った教師だ。千種も轟の登場には驚いたようで、慌あわてて声を上げる。

「轟先生、今何時だと思ってるんですか？　もう小さな声でお願いします」

「あ、こりゃスマンかったです。失敬、失敬」

　そう言って、ガッハッハと笑う轟。

「それに轟先生。ここは女の子が寝てる場所なんですよ？　男性の来る場所ではありませんけど？」

「まぁまぁ、かたいことおっしゃらずに。女性が一人で見回りだなんて、なにかあったら困りますからのぅ。ワシが、責任を持って千種先生をお守りしますわい。もし怪しい奴がいたら、頭を割ってやりますわ。ガハハハハハハハ」

　見つかったら殺される……。直人は直感した。

　それに、どうやら轟とどろきは千種ちぐさに気があるらしい。もし直なお人とが出ていったら、良いところを見せようと容赦なくボコボコにするだろう。

「死にたくない……。あんな奴にヤカンで殴られて死にたくなんてない……」

「轟先生、今すぐ女子寮から出ていってください。男子寮の方の見回りをお願いします」

　しかし轟は、千種のすぐ後ろに立ち、出ていく様子は一向にない。

　心の中で千種を応援する直人。がんばれ、もっと言って女子寮から轟を追い出してくれ！　フレッフレッ千種っ！　ファイトだファイトだ千種！

　しかし、何度千種が文句を言っても轟は聞く耳すら持たない状態だ。結局は千種もあきらめたのか、轟を無視して点検の続きを始めた。

　これで直人の逃げ場は完全になくなった。絶体絶命とは、このことかも知れない。気がつけば、シャツの背中が汗でグッショリになっている。どうすればこの状況から抜け出すことができるのだろうか。

　二人の教師は、部屋をひとつずつ確認し、確実に直人に近づいてくる。暗いとはいえ、もう気配がバレてもおかしくない距離まで接近してきた。

「ん？」

　その時、轟が鼻をピクピクさせた。千種は不思議そうにレポート用紙から顔を上げる。

「どうしたんですか、轟先生」

「いやぁ、なんだか妙なニオイがするんですわ。男の勘と言いますかね、怪しい空気がすぐ近くから流れてきよるんですわ」

　あまりにも轟が鼻の穴を広げるので、千種は同じように辺りのニオイをかいだ。

「そうですか？　私はなにも感じませんけど」

「この轟やすしにはニオってきますわ。まぁいいから千種先生、見ててください。きっと不審者を見つけてみせますからのぅ」

　轟は鼻をピクつかせながら、廊ろう下かをフラフラと歩いた。そして、ゆっくりとだが確実に直人の方へと近づいてきた。

「あの先生？」

「いいから、黙っといてくだされ！　今、なにかが見えそうな、そんな気が！」

　興奮してヤカンを抱きしめる轟。そんなに大事なのか、それが。それとも、それで誰だれかを殴れるかも知れないという嬉うれしさを噛かみ締めているのか。

　もしまたあのヤカンで殴られたら、今度こそ頭が割れる……。

　直人は廊下に座りながら恐怖する。今では立ち上がる気力もなかった。

「こ～のぉ～ニオイはぁ～男じゃのぅ～？」

　嬉しそうな轟。直人は覚悟を決めた。もう殴るんなら殴ってくれ。割るんなら割ってくれ。あきらめたっ。でも痛いのは勘弁してくれ……。

「きゃー！　痴漢ー！」

　声が聞えたのは、プレハブの外からだった。轟とどろきは弾かれたように走り出した。

「やっぱり！　隣の寮で問題発生ですな！　千種ちぐさ先生、見ていてくだされよ、今から解決に向かいますけぇのぅ！」

　轟は直なお人とのすぐ横を猛烈なスピードで走って行った。そして、ドアを開けて外に飛び出し、隣のプレハブへと向かって行く。直人は間一髪、轟に見つかることを免まぬがれた。

「な……なんなのかしら……」

　千種は轟のハッスルっぷりを見て唖あ然ぜんとしていたが、すぐに気を取り直すと彼の後を追うようにプレハブを出て行った。

　直人は千種が走り出した瞬間に立ち上がり、壁に体を押し付けて「いや、僕、ただの壁なんで、雨とか風を防ぐことで頭いっぱいなんで」という気持ちで胸をいっぱいにして、なんとかそれをやり過ごした。

　もうこんな危険なところから逃げ出そう。森の中で迷ってもいい、ここよりも安全だ。

「それにしても、危なかった……」

　一息ついた瞬間、目の前が真っ白になった。

　直人はなにが起こったのかわからなかった。次第に視界が光に慣れていく。直人の目には、目の前に女子生徒が立っているように見えた。なにかの拍子で、そう錯覚したのだと直人は思った。しかし、それは錯覚などではなかった。

　目の前のドアが開き、本当に女子生徒が中から出てきたのだ。彼女は大きめのパジャマを着て、手にはカップラーメンを持っていた。

　その女の子は、夜中の女子寮に突如現れた男子生徒に怯おびえ、声もでない程に震えている。だが、直人も同じぐらい驚いているのだ。

　彼女は、小さくこう言った。とても弱く、震えた声で。

「あの、痴漢さんですか？」

　直人は、その素直な質問に、そのまま素直に答えた。

「いや、痴漢さんじゃありません。その、なんていうか……」

　言い訳を考えるが、またしても思考が空回りする。直人が戸と惑まどっていると、女子は大きく呼吸をした。スゥ、と息を吸い、大声で誰だれかに助けを呼ぼうとしたのだ。

　直人はどうしていいかわからず、彼女に飛びつくと口を手で塞ふさいだ。

「んあんなんんんんんんんー！」

　痴漢ですー！　と、叫ぶつもりだったのだろう。直人の手の中で、命を奪われた悲鳴が頼りなく聞えた。彼女は急に口を塞がれ、驚いたのだろう。助けを求めるように、両手を大きく動かした。持っていたカップラーメンの中身が半分、直人の頭に降り注ぐ。

「（あついいいいいいいいい！）」

　叫さけびたかったが、直なお人とは必死にそれを我慢した。

　このままだと他ほかの生徒にすぐにバレてしまう。直人は少女の口を塞ふさいだまま、彼女が出てきた目の前の部屋に飛び込んだ。傍はたから見れば、女の子を無理やりさらっているように見えたであろう。そんな姿を誰だれかに見られたら、それこそアウトだ。

　しかし今の直人は、そこまでのことに頭が回らない。とにかく誰にもバレないように、この子が大声を出さないように、それしか考えられないでいた。

　口を塞いだまま部屋に入ると、彼女の手を押さえて身動きが取れないようにする。そして、耳元で直人は囁ささやいた。

「ごめん、俺おれ、本当に怪しいやつとかじゃなくて、どうして自分でもこんなことしてるんだかわかんないけど、変なことしようとしてるわけじゃないから」

　既に怪しさ抜群の直人は、そう言って女の子を安心させようとした。彼女は泣きそうな顔になりながらうんうんと何度か頷うなずく。それは直人の話を理解しているからではなく、一刻も早く自由になりたいからである。直人よ、どう考えても状況は悪化している。

「じゃあ、今から、口から手を離すけど、絶対に大声出しちゃダメだよ？」

「むぐうぐむぐぐぐう」

　わかりました、わかりましたと、その子は言っている。直人は手に入れていた力を、ゆっくりと抜いた。唇と手の間に隙すき間まができ、その間を熱い呼吸がすり抜けていく。

「まだまだ、静かにね、ゆっくりと、手を、離すから……」

　直人は彼女の目を見ながら、徐々に唇と手の距離を遠ざけていく。そして、完全に口を塞いでいた手が離れ、彼女は自由になった。しかし、直人のもう片方の手は、しっかりと少女の腕を押さえつけている。これでは完全な自由とは言えない。

　直人は口に当てていた手と同じように、腕を押さえている方の手の力をそっと抜き、ゆっくりと離した。

　そして、そのまま攻撃の意志はありません、とアピールするように彼女から離れていく。

　もし、今、大声を出されたら、すぐに誰かが飛んでくるだろう。不安な気持ちでいっぱいになりながらも、直人は彼女と徐々に距離を取っていく。

　少女は怯おびえきった顔のまま、直人をジッと見ている。また襲ってくるのだろうか、このまま私はどうなってしまうのだろうか。そんな不安でいっぱいの表情だ。一瞬でも彼女と目を逸そらせば、すぐにでも大声で助けを叫びそうな、そんな感じだった。

　直人は瞳ひとみを見つめたまま、ゆっくりと後ろに下がる。そして、バッと床に座り込むと、そのまま土下座をした。

「すんません！　ごめんなさい！　驚かせてごめんなさい!!」

　口を塞いで腕を掴つかんだ男は、その直後にいきなり土下座で謝罪をした。少女は、その一連の行動がなにを意味しているのかまったくわからず、ただ、ただ怯えるばかりだ。

　直なお人とはきっと、自分がしていることは妙なことなのだろうなと自覚しながらも、今できることはこれだけっす、と土下座を繰り返した。

「ごめんなさい、悪気はないのです、なにもしません、だから誰だれにも言わないでください、怒らないでください、許してください！　あの、本当に、本当に!!」

　その女の子は、とても困ったことになったぞ、という顔をした。どうしていいのかわからない、という表情だ。本当はドアを開けてすぐ外に飛び出し、誰かに助けを求めたかった。なにもしないと言っているが、彼女にとっては密室で男の人と二人きりでいること自体が恐怖に違いないのだ。

「本当に、なにもしないですか？」

　震える声で、彼女はそう聞いた。

「はい、本当になにもしません、だから安心してください、ほら、こうして謝ってるでしょ、だから本気なんだってば、本当になんにもしないんだってば」

　彼女は、直人が余りにも必死で謝るので、許してあげようかなという気になった。

　いきなり口を塞ふさがれたのは驚いたけど、ここまで謝ってるのなら、実はそんなに悪い人じゃないかも知れない。油断は禁物だけれど、この人が自分を傷つけるとは思えない。

「わかりました……。だから、頭を上げてください」

　直人は、ホッとして顔を上げた。少女はまだ不安そうな顔をしていたが、さっきに比べたらだいぶ落ち着いてきたみたいだった。

「あ、あれ？」

　直人は、その子の姿になにかを感じた。真っ直すぐに伸びた、黒くツヤのある髪。生まれたてと見間違うばかりに透き通った肌。大きくてよく動く瞳ひとみ。そしてなにより、小学生のような幼い顔と体つき。

「もしかして君、早さ苗なえちゃん？」

　早苗は自分の名前を言われたことに驚いた。

「はい、早苗、です。美南みなみ早苗です」

　やっぱり、と直人は思った。なるほど、ロリの天神てんじんが喜びそうな顔をしてる。それにしても、美南という苗字みようじに直人は聞き覚えがあった。そうだ、確か鐘かねノの音ねにくるバスの中でその名前を耳にしたことがある。

「美南さんって、あの、バスで寝てた子？」

「なんで知ってるんですか？」

　早苗は不思議そうに聞いた。

「だって俺おれもあのバスに乗ってたからさ。ほら、俺も昨日からの編入生だから」

「そうなんですか？　なんだ、じゃあ私達と一緒なんですね」

　早さ苗なえは、ようやく笑顔らしい笑顔を見せた。すっかり怯おびえ切っていた彼女が、ようやく笑顔になったのを見て、直人は胸をなでおろした。直なお人とも自分の名前を告げる。

「その直人さんが、どうしてここにいるんですか？　まさか、女子と一緒のバスだったから、寝る場所も女子と一緒、なんてことないですよね？」

　直人は頭を抱えた。どう説明すればいいのだろうか。覗のぞきに付き合った、と正直に話したら、許してくれるだろうか。いいや、そんなわけない。

「なんていうかな、迷ったんだよね」

「迷った？」

「ほら、俺おれ、ここに慣れてないから。えーと、眠れなくてさ、その、ちょっと外に散歩でも行こうかなって歩いてたら、真っ暗でしょう？　それで迷ちゃって、歩いてたら、その、ここに辿たどり着いて。建物の形が似てるから、てっきり男子寮と勘違いしちゃって……っていうのは……どうでしょう？」

　直人は言い訳の途中で、自分に自信がなくなってきてしまった。こんな都合の良い話、誰だれが信じてくれるというのだろうか。早さ苗なえは眉まゆをひそめて言った。

「ずいぶん都合が良いんですね」

「いや、その……ね。俺もそう思うんだけどね」

「でも、いいですよ、私は信じます」

「え？」

　早苗は警戒を解いて、直人の近くまで歩み寄った。

「直人さん、そんなに悪い人じゃなさそうだし。最初はちょっとびっくりしちゃいましたけどね」

「あ、ありがとう美南みなみさん！　俺、なんてお礼を言ったらいいのか！」

「それより頭の上、大丈夫ですか？」

　直人は自分の頭を触った。そこには、濡ぬれたワカメが何枚か張り付いている。

「うん、大丈夫、これぐらい」

「直人さん、私がこれ、食べてたの秘密にしてもらえますか？」

　早苗はそう言うと、顔を赤くした。

「ワカメラーメン。私、ここのゴハンが体に合わないみたいで……。でも、これもラーメン食べるわけじゃないんですけどね。ワカメだけ、食べるんですけど」

「ずいぶん偏食なんだね」

　その時、直人のお腹がグルグルと鳴った。

「……食べますか？　これ」

「うん、もらう」

　二人は顔を見合わせて、小さく笑った。さっきまでの緊張感は、もうどこかに消えて行ってしまったようだ。

「それより、早く男子寮に帰った方がいいんじゃないですか？　あんまりここにいると、見つかっちゃいますよ？」

「それもそうだ。このお礼はいつかきっと、ね」

「いいですってば。たぶん、そこから出て行った方が見つからないと思いますよ」

　早さ苗なえは窓を指差した。確かに廊ろう下かに出るより、窓から外に逃げた方が誰だれかに発見される確率は少ないだろう。

「さすが美南みなみさん！　んじゃ、俺おれはこれで」

　窓を開けると、目の前には深い木々が広がっている。直なお人とはカップラーメンを抱え、それをすすりながら外へと出ると、木の陰に身を隠した。

「本当にありがとう、またね」

「はい、気をつけて」

　変な会話だな、と直人は思った。忍び込んだ先の相手から、気をつけてと言われるだなんて。

　早苗は窓を閉め、部屋の電気を消した。辺りはすぐに暗くなり、月明かりだけがなんとか女子寮を闇の中に浮き上がらせる。後ろを振り返ると、限りない闇やみが広がっている。

　この木々の奥で迷ったら、二度と帰ってこられないのではないだろうかと直人は考えた。

　ともかく、あの二人は放っておいて、このまま帰ろう。

「見つけたぞー!!」

　轟とどろきの声が、女子寮の中から聞えた。どうやら、どっちかが見つかったらしい。直人は懐中電灯を点つけずに、闇の中を男子寮まで走った。途中で後ろから、誰かの足音が聞えてきた。バッチグーか一番星いちばんぼしのどちらかが慌あわてて逃げてきたのだろうが、それにしては足音が軽いような気がする。しかし、今はそんなことを気にしている場合ではない。

　直人は男子寮に飛び込むと、真っ暗な廊下の中を突き進み、自分の部屋に飛び込んだ。

　そしてそのまま布団ふとんの中に潜もぐり込み、「いや、別になんもしてないっす、寝てただけっす」という態度を決め込むことにした。

　廊下をドタドタと走る音が聞える。あの二人が戻ってきたのだ。

　バタン、とドアの閉まる音がした次の瞬間、轟の叫び声が寮の外から聞えた。

「ワシはしっかりと姿を見とるけぇのぉ！」

　まるで悪魔の叫び声のように聞える。もし見つかったら、ただでは済まないだろう。

　ガラガラ、と寮の入り口が開く。直人は布団の中に頭から入り、体を震わせる。

　ドスン、ドスン、と廊下を必要以上に力を入れて歩く音が聞える。その足音は隣の部屋の前で止まった。そこはバッチグーと一番星の部屋だ。

　ガコン！　ドアが壊れるのでは、と思うような音が響いた。

　その後は悲鳴と金属音。きっと明日の朝、あの部屋は真っ赤になっているだろう。

　次は自分の部屋にくるのだろうか、直なお人とはブルブルと布団ふとんの中で震えた。

　しかし、轟とどろきは散々暴れて満足したのか、そのまま寮から出て行った。

「はぁ、よかった……」

　気がつけば、全身が汗でビッショリになっている。

　直人は布団の中で、濡ぬれて重くなったシャツを脱いだ。

「よかったですね、見つからなくて」

「ああ、そうだな。本当によかった」

「直人くんてば、どうして女子寮になんていたんですか？」

「バッチグー達に付き合っただけだよ。俺おれが行こうって思ったわけじゃない」

「そうなんですか……。あたしに会いにきてくれたのかと思って、おいかけてきちゃいましたよ」

「あはは、そんなわけないじゃないか……」

　そこまで言って、直人はあることに気がついた。

　俺は誰だれと話しているのだろう。自分自身に問いかける。俺は布団の中で、誰と話しているのだろうか。

「どうしたんですか？」

「ぎにゃああああああああああ！」

　直人は自分の叫さけび声を聞いて思った。俺って面白い声で驚くのな、と。人間というのは心底驚くと、妙な声を出すみたいだ。布団の中にいる誰かに心の底から驚いている自分と、叫び声が変だなと冷静に観察している自分。

「ラーメンのにおいでごわす……」

　寝ぼけながら、天神てんじんは部屋の明かりをつけた。その瞬間、驚いていた自分も、冷静な自分も一気に吹き飛んだ。

　二人の自分がいなくなった後に残ったのは、上半身ハダカで、くるみと一緒に布団に包くるまっている、現実の自分だけだった。

「直人どんがゴキゲンなことしてるでごわすぅうぅううう！」

　天神は飛び上がると、祐ゆう介すけを叩たたき起した。

「大変でごわす、祐介どん！　直人どんが！　新メンの直人どんが！」

「なんだよ……いま何時だと……」

　目をこすりながら文句を言っていた祐介だが、目の前の光景を見た瞬間に口を大きく開けてかたまってしまった。

　くるみは自分が注目を受けている理由がまったくわからないみたいで、目をパチパチとさせている。

「どうしたんですか、みなさん。ちょっと遊びに来ただけですよぅ」

　直なお人とはこの状況に対して、どう説明すればいいのかわからなかった。

　もし真実を素直に言ったとしよう。

Ｑ　くるみがどうしてここにいるのですか？

Ａ　わかりません。気がついたら一緒に寝ていました。

Ｑ　では、どうしてあなたは服を脱いでいるのですか？

Ａ　汗をかいたから、脱ぎました。

　と、あまりに嘘うそくさい展開になってしまう。もし誰だれかが直なお人とにそんな言い訳をしたとしよう。直人はそれを聞いても、絶対に信じないだろうと自分で思った。んなわけねーだろ、と頭をひっぱたく確信があった。

　どう説明すれば信じてもらえるだろうか……。直人はそればかりを考えていた。

　その時、寮のドアが勢いよく開いた。

「きさんら、もう少し静かに寝られんのかい……」

　布団ふとんの中で上半身裸の直人。その直人にしがみついているくるみ。

　あの轟とどろきでさえ、言葉を失ってしまった。

「あ、先生。すみません、すぐ帰りますから」

　くるみは、なにが悪いのかわからないという感じで、ペコペコと頭を下げた。



    

  
    
      



    

  
    
      　

第三章「体の一部が反応してるっしょ」





★

　直なお人とは、子犬を見つけて以来、毎日のようにその場所を訪れるようになった。

　学校からの帰り道、わざわざ寄り道をして子犬のところへやってくるのだ。

　直人と子犬は、なにをするでもなく、ただお互いの日常を忘れるようにぼんやりと過ごした。直人はその犬が捨て犬だろうということはわかったが、引越しが決まっていた手前、拾うわけにはいかなかった。犬は犬でそれをわかっていたらしく、自分が拾われるとは期待していないようだった。

　子犬は寂しい想いをしていたが、そんな毎日の中で、直人との時間は日向ひなたぼっこのように暖かくて穏やかだった。

　直人は子犬に、色々な話をした。自分が通っている学校のことや、毎日の生活のこと。

　子犬は直人が話すのを聞きながら、うとうとと居眠りをするのだった。

「あ……寝ちゃったかな……」

　直人はそう言って、頭を撫なでる。陽ひだまりの中で、子犬は直人の体温を感じる。

　まるで恋人同士のように二人は過ごした。太陽の暖かさの中に、お互いを感じることもあるほど、二人は仲良しだった。

★





　朝食の時間、くるみは直人の顔を見て驚いた。それが直人なのかどうか、確認するのに二分ほど凝視したぐらいだ。直人の顔は轟とどろきのヤカン殴打により、ボコボコに腫はれ上がっていた。

　昨晩、直人とくるみが一緒にいるところを目撃した轟は、くるみを女子寮に帰すと（どうやら女子にはどうすればいいのかわからないらしい）、直人にお仕置きをしたのだ。

　それはバッチグーや一番星いちばんぼしに対するものより、さらに激しかったようだ。

　同じように顔を腫らせたバッチグーと一番星は、食堂の隅すみで大人しく食事をしていた。

「あらら直人くん、それどうしたの？」

　くるみはまるで他ひ人と事ごとみたいに言った。彼女も千種ちぐさから説教を受けているはずだ。それなのに、まるで懲こりた様子はない。

「お前さ、千種先生になにか言われなかった？」

「え？　ああ！　なんだか先生、貞操がどうこうって言ってましたけど、貞操ってなんですかね？」

　千種ちぐさの説教は、まるでくるみに効いていないようだ。直なお人とは肩を落とした。

「もういい。お前とは話したくない」

「きゃぅん……、かまってくださいよぉ……」

　直人はくるみから一番遠く離れた席に座ると、ヒリヒリする口で朝食を取った。

　その様子を見ていた祐ゆう介すけと天神てんじんが同じテーブルに着く。

「いいんでごわすか？　放っておいて」

「そうだよ、寂しそうにしてるぞ？」

「いいんだよ、放っておけばそのうち静かになるよ」

「そんなもんでごわすかね？」

「そんなもんだよ、俺おれはあいつとは話さんからな」

　直人はそう決意した通り、その日はくるみと一言も口をきかなかった。最初はしつこく話しかけていたくるみだったが、放課後にはあきらめて、一人で寮に帰って行った。

　直人は直人で、草薙くさなぎと目が合う度に「彼女、放っておいていいのか？」と嫌味を言われ、その言い訳に手一杯だった。違うんです先生、誤解なんです。誰だれに聞かれても直人はそう答えた。

　そして、夕食の時間も直人は朝と同じようにした。くるみから一番遠い場所で、黙ったまま食事を取ったのだ。くるみは、寂しそうな顔をして直人のことを見ていた。

　その頃ころには顔の腫はれも引き、ようやく食事の味がわかるようになっていた。

　夕食が終わると直人達の部屋にバッチグーと一番星いちばんぼしがやってきた。

「直人、昨日は本当に悪いことをしたっしょ」

　バッチグーが珍しく真ま面じ目めな顔をしてそう言った。一番星もその後ろで、神妙な顔をしている。

「あのな直人。勢いとは言え、誘って悪かった。俺、直人に彼女がいるって知らなかったから」

「だからあれは違うって……」

「まあ聞くっしょ！　今日はそのお詫わびも含めて、直人にちょっと来て欲しいところがあるっしょ」

「そうだ、来てくれ。来てくれ」

　直人は二人に誘われ、外に出て行った。二人はさっきから、真面目なままの顔を崩さない。よほど轟とどろきに殴られたことが効いたのだろう。もう悪さはしないようだ。

　男子寮から離れた場所に直人を案内する。もうすっかり太陽も落ち、薄暗い闇やみの中を三人は歩いた。

　見慣れない場所で二人は立ち止まった。そこは、どこかの裏手のようだった。いつもは通らない道を通ってきたので、直人にはそこがどこかわからなかった。

「直なお人と、ようやく着いたっしょ。少し遠回りをしたから時間がかかったっしょ」

「ああ。それはいいけどさ、ここってどこなんだよ？」

「まぁまぁ落ち着け。さて、ここでとある人物を紹介します」

　バッチグーと一番星いちばんぼしは、急に表情を一変させた。

「アシスタントのくるみちゃんでーす！」

　すると直人の背後、木々の間からリュックサックを背負ったくるみが飛び出してきた。

「じゃーん！　直人くん！　あたしにお願いがあるなら直接言ってくれればいいのに！」

「な、なんだ!?　どういうことだ!?」

　くるみは嬉うれしそうにリュックから道具を出した。懐中電灯、ロープ、女子寮に潜入した時と同じようなアイテムの数々だ。

「直人くん、女子のお風ふ呂ろ覗のぞきたいんだって？　それで喜んでくれるならあたし、協力しちゃいますってば！」

　誰だれがそんなこと言ったんだ！　直人はそう叫さけぼうとした。しかし、それは声にならなかった。一番星が素早く直人の口にガムテープを貼はり付けたのだ。直人がいくら叫んでも、妙な音しか聞えてはこない。

「ごめんね、くるみちゃん。直人くん、くるみちゃんに会えて興奮してるんだよ～」

　そう言いながら直人の両手両足を縛る一番星。まるで初日の悪夢が蘇よみがえってくるようだ。

「ああもう直人くんてば、そんな恥かしいです……。ようやく恋人気分になってくれたんですね！」

「そうそう、その通りっしょ。で、くるみちゃん。どっから見れば、女子に気づかれないのかしら？」

　くるみはニコニコと笑いながら、バッチグーを案内する。

「はい、ここです、ここ。ここからだと、お風呂の中からは死角になります」

　直人は全て察した。

　バッチグーと一番星は、くるみを上手く言い包くるめて、どうにか今のような状況を作り出したのだ。後日、くるみから聞いたところによると、その時の会話は以下のようなものだったらしい。

「いやぁ～、直人ってばくるみちゃんに言いたいことがあるけど言えないんだってさ。（え？　なんですか？）うんうん、それはさ……いや、でも、いくら直人でもそれはくるみちゃんには頼めないだろうなぁ～。（言ってくださいよ！　直人くんのためならなんでもします！）うーん、なんでも、直人ってば女体の研究をしてるらしいんだよ。（にょたいのけんきゅう？）その研究には、多くの女性のハダカをサンプルとして見なければならないらしいんだ。（難しくてよくわかんないですけど……）ああ、どこかに女のハダカが見られる場所はないかなあ。そんな場所があれば直人も大喜びなのになあ。（あ！　お風呂なんてどうですか！）でもお風ふ呂ろ、直なお人とくんは男だからねえ……。（そうですねぇ……あ、そうだ！　覗のぞけばいいじゃないですか！）なるほど！　くるみちゃん、良いこと言った！　で、どっか絶好のスポットない？（うーん、じゃあちょっと調べておきますね）おほ！　マジで！　さすがくるみちゃん、直人くんも喜ぶよぉ～!!」

　その会話の結果が、今のこの有様だ。ここは風呂場の裏手だったのだ。

　バッチグーはずいぶんと興奮した様子でくるみと戻ってきた。

「一番星いちばんぼし！　こっから、そこのすぐ先の木の陰から、女風呂が覗けるっしょ！　でも高さがあるから、一人だと無理っしょ！　早くこっちきて、肩車するっしょ！」

「マジか！　マジか！　よし、じゃあ五分ずつの交代で肩車だ！　うひょー！」

　直人はその様子をただ黙って見ていた。まったく、あいつらの悪知恵は相当なものだ。

　こんな状態になってしまっては仕方がない。覗きが終わるのを待つしかないであろう。

「あれ？　でも、研究してるのは直人さんなんですよね？」

　くるみの一言に、二人はピタっと動きを止める。

「え？　あ、そうだけど……」

「じゃあ、二人で直人さんの肩車してください！　お願いします！」



    

  
    
      



    

  
    
      　バッチグーと一番星は目を見合わせた。

　ガムテープで自由を奪われた直人は、二人に抱え上げられながら女風呂を覗くことになった。くるみはその横で、キビキビと指示を出している。

「一番星さん、それじゃ直人くんがよく見えませんよ」

「は、はい……。直人くん、見えますか？」

「よければ、もう少ししたら俺おれと交代して欲しいっしょ」

「ダメです！　研究してるのは直人くんですからね。二人は持つ係です」

　直人は、二人に抱えられながら、女風呂を眺めた。鐘かねノの音ねの風呂は露天風呂になっており、男女は時間をずらして使用することになっている。

　露天風呂は木の板で目隠しをされていたが、それが一箇所、外れている場所があるのだ。内側からはよくわからないが、外から見ると中の様子が丸見えになってしまう。

「直人くん、どうですか、サンプルになりますか？」

　女体の研究のサンプルってなんだよ……。そう思いながらも、直人はなるべく中を見ないようにする。しかし、どうしても風呂の中の様子が目に飛び込んでくる。

　そこでは、白い湯気の隙すき間まを縫うように、女子が無防備に歩いていた。

　中にはバスの中で見かけた双ふた葉ばの妹の若わか葉ばもいる。直人は、さすがにこれは犯罪だろ、やってはいけないことだろ、と目をつむった。

　視覚が遮断されると、聴覚が嫌に敏感になる。今まで気にならなかった、女子の会話が直人の耳に入ってきた。

「あれ、桜子さくらこってば、結構胸大きいね」

「そんなことないってば。コノハこそ、いい体してるじゃない」

　むしろ、直接的な刺激よりも、その間接的な刺激の方が直なお人との頭に色々な妄想を膨らませた。

「ぎゃ！　直人！　お前、体の一部が反応してるっしょ！」

「気持ち悪い！　反応するな！　反応するな！」

　生き地獄だ。そう直人は思った。結局、女子の入浴が全部終わるまで、直人はその試練に耐えた。それが終わると、くるみは満足そうに言った。

「はい、もう終わりです。それじゃ、もう帰りましょ～」

「そ、そんな！　俺おれ達はまだ見てないっしょ！」

「大丈夫だバッチグー。今度覗のぞきにこよう。二人で、な」

「ちなみに、あの板が外れている部分は、用務員さんに言って直してもらいます！」

「なんでっしょ！」

「だって覗きの人がきたら大変でしょう？　直人くんは研究だからしょうがないです」

　バッチグーと一番星いちばんぼしは、グッタリとした表情のまま寮に帰って行った。

　残されたくるみは、縛られている直人を自由にした。

「どうですか？　研究は？」

「あのな……お前、騙だまされてるって気づかないか？」

「え？　なにがです？」

「もういいよ……わかった。でも、もうあの二人……それと天神てんじんの言うことは信用しない方がいいぞ」

「え？　なんで？　なんで？」

「俺おれはもう帰る。お前も寮に戻って大人しくしとけ」

　くるみは不満そうに頬ほおを膨らませた。

「もう！　なんで直なお人とくん、喜んでくれないんですか！　あたしは直人くんのために、一生懸命やってるのに！」

「あほかお前は！　嬉うれしくない！　もう俺に付きまとうな！」

　直人は、くるみに向かって思い切り怒鳴った。すると、くるみは、みるみる涙目になっていく。

「あたしは……あたしは直人くんに喜んでもらおうとしてるだけなのに……それなのに」

　まずい、と直人は思った。女が泣いたら、もう手がつけられない。女は、泣いた時点でなにものよりも強くなる。圧倒的に反論できなくなる。しかし、そう思った時には遅かった。くるみは大げさな声で泣きながら、その場に座り込んだ。

「きゃ～ん、直人くんがイジメるー！　ひどいー！」

　まるで子供だ。高校生の行動とはとても思えない。直人は溜ため息をつく。

「わかった、わかったってば。だから泣き止んでくれ、お願いだからさ」

「くぅ～ん。だって直人くん、あたしがこんな必死なのに、意地悪ばっかりするんだもーん！　酷ひどいですー！」

　負けだ。こうなっては男はどうすることもできない。だから女は嫌なんだ。だから最初から関かかわりたくないんだ。直人はもう全すべてをあきらめた。

「じゃあこうしよう。くるみの願いを一個だけ聞きます。だから機嫌を直してください」

「本当に？」

　くるみはパッと顔を明るくした。そうだ、わかってる。女の涙なんて、所詮しよせんこんなもんなのだ。

「じゃあ、今日、あたしの部屋にきてください！　泊まってって！」

　直人の目の前は真っ暗になった。まだ地獄は終わっていなかったのか、と。



「いらっしゃいませ！」

　結局、直人はそのままくるみに手を引かれ、彼女の部屋まで来ることになってしまった。

　途中で教師や女子に見つかりそうになり、その度に直人は木の陰などに飛び込んだ。

　間一髪で見つからなかったものの、くるみはそれを不思議そうに見ていた。

「あの、見つかるとダメなんですかね？」

「そりゃダメだろ！　男と女だぞ！　一緒の部屋に泊まるなんて！」

「だって、一緒にいたいだけですよ？」

　やれやれ、と直なお人とは溜ため息をつく。

　くるみの部屋は、男子寮とまったく同じ造りだった。それもそうだ、元々はここも男子寮だったのだ。住んでる人間の性別が違うだけで、呼び方が変わっているにすぎない。

「はぁ、でも眠くなっちゃいましたね、もう寝ましょうかね」

　くるみはそう言うと、制服を脱ぎはじめた。直人は絶叫しそうになったが、声を出せばバレてしまうと気づき、思い切り唇を噛かんで我慢した。

「どうしたんですか？」

「どうしたって、そんなとこで着替えるな！」

「いいじゃないですか、後ろ向いててくれるでしょう？」

　直人は黙って後ろを向く。まったく、こいつは自分を女だと自覚してないみたいだ。

　もし俺おれが着替えている姿を見て、ムラムラっときたらどうするつもりだろう……。

「はい、じゃ、寝ますよ」

　くるみはパチンと電気を消すと、布団ふとんに寝転んだ。やはり、これは、どう考えても一緒に寝ようということだろう。どうしようかと迷っていると、直人の足をくるみの手が掴つかんだ。そのまま布団の中に引きずり込まれる。

「直人くん、遅くまで起きてると、明日の朝起きられなくなっちゃうから」

　くるみは大きくアクビをした。そして、そのまま黙った。

　これは、一体どういうことなのだろう。好きだと言ってみたり、付き合ってと告白したり、今では一緒に寝てくれと頼まれもしている。

「なあ、くるみ。なんで一緒に寝たいんだよ」

　直人は闇やみに向かって問いかける。

「それはですね、一番星いちばんぼしさんが、そう言ってたからです。どうしたら男の人は喜ぶんですかって聞いたんですよ。そしたら、一緒に寝るのが一番喜ぶだろうねーって言ってましたよ。あ、そうだ、それからですね」

　隣でガサガサと音がする。なんだ？　と思った次の瞬間、くるみの声が耳元で聞えた。

「ぎゅって近づくと、嬉うれしいそうです。嬉しいですか、直人くん」

　いつの間にか、くるみは直人のすぐ近くにいた。さっき見た女おんな風ぶ呂ろのこともあり、直人の中で、なにかがどうにかなりそうだった。

「ねえ直人くん。嬉しいですかっ？」

　もう一度くるみは聞いた。吐と息いきが耳に吹きかかり、背筋に震えが走る。もうダメだ。直人の中で、ピンク色をしたメーターが振り切れそうになった。

　しかし、そんな直なお人とを一瞬で引き戻したものがった。それは、窓の外の光だ。真っ暗なはずの窓の外で、小さな光が動いたのだ。それは、直人に対する警告のサインのように思えた。ダメですよ直人くん、好きでもない相手と、勢いで色々しては。

　直人は我に返る。ダメだ、ダメなんだ。色々してはよくないんだ。

「ねえ、直人くんてばぁ……」

　ずっと直人が黙っていたので、くるみはもっと近づいてきた。柔らかい体が、直人に覆い被かぶさってきた。

　プチン。

　その時、はっきりと直人は、頭の中で理性が切れる音を聞いた。女性が苦手だと言っても、ここまでされたら話は別だ。仕方ない、こうなったら最後の手段しかないか。

　直人は、くるみに向かってこう言った。

「くるみ、お願いがあるんだけど。変なお願いだけど、聞いてくれないかな」

「なんですか？　あたし、直人くんのためなら、なんだってしますよ」

　なんだってする……。直人は、覚悟してくるみに言った。

「お願いだから、俺おれのことを」

「直人くんのことを？」

「縛ってくれ」



　穏やかな朝が訪れた。窓の外からは朝日が差し込む。耐えたのだ。直人は耐えたのだ。

　くるみに体を縛ってもらい、身動きが取れないようにした。それから直人は、必死で眠ろうと努力した。理性がなくなるのが自分でわかった。だからこそ、直人は自分から縛ってもらうように言って、体の自由を奪ったのだ。もし動けていたら、自分がどうなってしまうのかわからなかった。

　眠っているくるみを起こし、ヒモを解いてもらう。そして、寝ぼけているく彼女を置いたまま、さっさと男子寮へと戻った。

　部屋に行くと、天神てんじんと祐ゆう介すけは眠っていた。しかし、その代わりにバッチグーと一番星いちばんぼしが赤い目をして座っていた。

「そこに座るっしょ、直人くん」

「そうだ、座れ直人」

　もうこの二人になにを言っても無駄だと悟った直人は、素直にそこに座る。

「俺達は朝まで君を見守っていたっしょ」

「そうだ、見守っていたんだ直人くん」

　どうりで二人は赤い目をしているはずだ。ということは、くるみの部屋で見た光は、この二人の懐中電灯の光ということだ。

「俺おれがな、くるみちゃんに言ってあげたんだぞ。寝てあげると喜ぶぞって。言ってたろ？　それなのに、それなのに、こんなチャンスを君はなんで無駄に過ごすかね！」

　一番星いちばんぼしは泣いていた。バッチグーも泣いていた。

「せっかく覗のぞいてたのに、なにもしないとは……。俺の睡眠時間を返すっしょ！」

「そうだ、それでも男か！　死ね！」

「うるせえ！　お前らこそくるみを使って女おんな風ぶ呂ろ覗いたり、俺に迫らせようとしたり、頭おかしいんか！」

「そこで僕らの期待を裏切った直なお人とくんに、罰です」

　一番星がそう言うと、知らない男が廊ろう下かから入ってきた。男は二人と同じように赤い目をしていた。

「鐘かねノの音ね学園、学生総長……堀ほつ田ただ。こいつらからは総長って呼ばれてる」

　男はそう名乗った。総長は今の時代では珍しい、リーゼント頭をしていた。見るからに番長、という感じだ。その総長が、どうしてここにいるのだろう。

「俺は……俺は……二人に……素晴らしいショーが見られると、そう聞いて一晩中、君のことを見守っていたさ……。それなのに、それなのに、なんにもないなんて……」

　総長はカッと目を見開き、直人を猛烈な勢いで殴った。

「愛情！」

　総長は、殴る瞬間にそう叫んだ。なにが愛情なんだ。なんで俺は殴られてるんだ。わけがわからないまま、直人は畳の上に吹き飛ばされた。

「ありがとうございました！」

　バッチグーと一番星は、総長にお礼を言った。総長は満足そうに部屋から出て行った。

「覗いたけど、なんもなかったからって、俺に八つ当たりすんなよ……」

　朝食の時間になると、直人はくるみを避けるようにして食事を取った。くるみは、一番星の言う通りに一緒に寝たのになんで機嫌が悪いのだろうか、と不思議そうな顔をしていた。直人は、くるみが悪いわけじゃないのはわかっていた。しかし、どうしても納得がいかないままでいた。



「ちょっとあんた、どういうつもりよ」

　亜あ理り紗さはくるみを体育館の裏に呼び出した。まだ昼休みだというのに体育館裏は薄暗く、冷たい風が二人を撫なでては空へと流れていく。

「わう？　あの、どういうことですか？」

「とぼけないでよ！　あんた、佐さ倉くらを誘惑したんだって？」

「へ？　ゆ、誘惑？」

　亜理紗は目を吊つり上げると、体育館の壁をボコンと殴りつけた。あまりの迫力に、くるみは体をビクッと震わせる。

「そうよ！　自分の部屋に誘ったって言うじゃない。なに考えててんのよ！　男子と仲良くしちゃダメだって言ってるでしょう？　わかんないの！」

「あ、その話ですか」

　あまりにあっけらかんと答えるくるみに、亜あ理り紗さはたじろいだ。

　まさかこの子、鐘かねノの音ねにくる前は日常的に男子にあんなことしてたのかしら……。でもダメダメ、亜理紗は鐘ノ音一番のシティーガール。こんなイモに負けられないのダ。

「まぁ、亜理紗だって、男の子の部屋ぐらい、行くけどねっ。でも、今はそんなことを言ってるんじゃないのよ」

「え!?　春はる乃のさん、男の人の部屋に行ったことあるんですか？」

　もちろん亜理紗は異性の家になど行ったことはない。それどころか、今まで彼氏を作ったこともなければ、キスをしたことも、もちろん手を繋つないだことだってない。なんと言っても、鐘ノ音にくる一週間前までは、父親と一緒にお風ふ呂ろに入っていたぐらいだ。

　しかし、もしそんなことがくるみに知れたらどうなってしまうだろう。男性経験がないお子様だと、バカにされるのではないだろうか。亜理紗は、自分を大人の女に見せるために、反射的に嘘うそをついていく。

「い、行くわよ……。あ、当たり前じゃない、そんなのラクショー。超フツー。週二で塾、週三で男の部屋、ね」

「あの、あたし、まったくわからないものですから、教えて欲しいんですけど」

「な、なによ……、なにがよ」

「男の人って、どういうふうにすれば喜ぶものなのでしょうか？」

「ど、どういうふう!?」

　亜理紗の頭の中は、昭和三十四年の伊い勢せ湾わん台風のような嵐あらしが巻き起こった。

　どういうことか。それはつまり、とてもとても大変なことになっているということだ。

　わからない人はインターネットなどで調べてみよう。便利な世の中になったものだ。

「どうって、その、どれで？　どれ路線で？」

「どれって……。そうですね、まあ全体的になんですけど……」

　くるみはウムムと唸うなった。亜理紗は、自分がとんでもない相手と戦っていることに気づいて、思わず息を飲んだ。

　彼女ってば……、かなりの経験者に違いないわね！

　心の暴風雨により心臓が吹き飛ばされそうになっているが、表面上では冷静さを装い続ける。だめよ、こんなことで動揺なんてしちゃ。この子に舐なめられるわ！

　それにしても「どんなふうにすれば喜ぶか」だなんて、男子が聞いたらなんて思うのかしら。まったくゲヒンだわ！　亜理紗の鼻の穴は、いつもの三倍膨らんだ。

「あたし、直なお人とくんに喜んでもらいたくて、だけど、どうすればいいのかわからなくて」

「あ、あらそう。あたしなら簡単にわかるわね」

「ほ、本当ですか！　教えてくださいっ！」

　くるみはペコリと頭を下げた。亜あ理り紗さは、彼女が顔を上げる前に走って逃げてしまおうかなとも考えた。異性を喜ばす方法など、亜理紗が知るわけがない。恋愛経験すらない亜理紗が、男を喜ばせるだって？　そんなの無理だ。無理に決まってる。しかし、つい勢いで「わかる」と言ってしまう意地っ張りな亜理紗だった。

「あたし、直人くんのために喜ぶことをしてあげたかったんですけど、どうしてもダメなんですよね。ほら、高校生ぐらいの男の人って、女の子と付き合うのが嬉うれしいって言うじゃないですか？　それなのに、直人くんは違うみたいだし……。抱きついても驚くだけで、喜んでくれないんですよね……」

　抱きつく。亜理紗は、話に聞いた場面を想像した。上半身ハダカの直人が、布団ふとんの中でくるみを抱きしめているシーンを。

「あ……そ、それはそうね……おほほ……えーと……」

「あれ？　どうしたんですか？」

「いえ、なんでもないわ。ただ、ちょっと、倒れそうになっただけ」

　抱きついた……。そうくるみは言った。なんて積極的な子なのだろう。亜理紗の中の恋愛知識は、全すべて少女漫画を読んで培つちかった知識だ。どうしたものやら……。亜理紗は必死に頭をひねり、彼女なりの考えをまとめると、くるみにアドバイスをした。

「そ……そうね、まず、殿方とのがたにですな……」

「はい、先生！」

「なんですか、くるみさん」

「殿方ってなんですか？」

「ああ、男の人ってこと」

「ふーん。別に男子って普通に言えばいいのに」

「違うでしょう、なんていうか、こういう話題の時は殿方って言うものなのよ」

「そんなもんなんですか」

「そ、そんなもんよ。それがファクターよ。いい？　ただやみくもにアタックしてもダメなの。その殿方の好きなタイプの女にならなくちゃね」

　いいぞ亜理紗！　かなり曖昧あいまいなものの、それっぽいアドバイスになってるぞ！

　彼女は自分で自分を励ました。

「好きなタイプの女の人ねぇ……」

　くるみは悩んでいるようだった。この子、大胆なのかなんなのかわかんないわね。もしかして、ただ単になにも考えていないだけじゃ……。

「そういえば、直なお人とくんは、よく千種ちぐさ先生と話してますね」

「それよ！　あんた、今、答えを掴つかんだわよ！」

　亜あ理り紗さの唐突な叫さけびに、くるみは体をビクッと震わせた。

「佐さ倉くらの好みのタイプは、大人の女性ってことね。あんたは、大人の女を演出すればいいのよ」

「大人の女……ですか」

　くるみは亜理紗の言葉を繰り返した。しかし、どうも自分が大人の女になったことが想像できないようで、曖昧あいまいに頷うなずいているだけだ。

「例えばね、亜理紗はこう思う。千種先生の特徴ってなんだと思う？」

「白衣ですか？」

「違うでしょ！　違うでしょ！　確かに白衣も特徴的、それはわかる。確かに男子の中には白衣とかナースとかに、親の仇かたきみたいにこだわる人もいます。でも違うでしょう。あんたね、男子が千種先生のことをなんて呼んでるかわかってるの？」

　くるみは首をひねった。

「『飯いい野の千種』、その名前をもじって『Ｅの乳房』よ。男子がこっそりそう話しているのを亜理紗は聞いちゃいました。ね？　これで、男子が先生のどこに夢中になってのかわかるでしょう？」

「……春はる乃のさん、ひとつ質問なのですが」

「なによ」

「乳房ってなんですか？」

「胸のことよ！　オッパイ！　それぐらいわかるでしょう！」

「ななななな！　な！　な！　ななな！」

　亜理紗の一言にくるみは異常に反応した。顔を真っ赤にして、手をバタバタと振り回した。亜理紗は子供の頃ころ、イタズラをして蜂はちの大群に襲われたことを思い出した。くるみの大慌おおあわてっぷりは、その時の亜理紗と同じぐらい激しかったからだ。

「そんな、春乃さん！　いくらなんでも、おっぱいだなんて、なんてことを！」

　呼吸が苦しくなってしまったのか、くるみはハァハァと肩で息をした。亜理紗は、彼女がどうしてここまで焦あせっているのかわからなかった。男の部屋に忍び込んで抱きついているわりには、ずいぶん純情な子じゃない。もしかしてカマトト？　純情ぶってる!?　やらしい！　この子、なんてしたたかな子なのかしら!!

「あんた、なかなかやるわね。亜理紗だってそこまでじゃないわよ」

「え？　な、なにがですか。ちょっと、息が……。ふぅ。つまり、こういうことですね」

　くるみは今までの亜理紗の話を、頭の中で整理して自分なりの結論を出した。

「直人くんは千種先生の……む……む……む……」

　そこで深呼吸。

「胸にっ、夢中ってことですね。つまり、あたしも胸で夢中にさせれば直なお人とくんが喜んでくれるって、そういうことなのですね」

「まあ、かなりの極論ではあるけど、そういうことかしらね」

「わかりました！　ありがとうございました！　それじゃ、失礼します！」

　くるみは大げさに頭を下げると、ダッシュでその場から去って行った。

「な、なんなのあの子……」

　亜あ理り紗さは、とりあえず危機を乗り越えたと胸をなでおろした。自分でくるみを呼び出しておいたはずなのに、その本来の目的はすっかりと忘れていた。



「直人くん！　直人くん！」

　声に気づいて振り返ると、教室のドアのところにくるみが立っていた。

　直人は祐ゆう介すけと立ち話をしているところだったので、それをまるで無視した。

「おい直人、彼女が呼んでるぜ。無視していいのか？」

「だから、そういうんじゃないんだってば。あれは全部誤解なんだ」

「誤解ねえ……。もういい加減認めたらどうかね」

「そうでごわす、どう考えても二人はアッチッチでごわすよ？」

　机で本（もちろんアイドルの写真集）を見ていた天神てんじんも、立ち上がって寄ってきた。

「いつも二人のラブラブっぷりには驚かされるでごわす。直人どんてば、プレイボーイでごわすんですもの」

　天神は妙に体をクネらせて言った。この大男、たまに女性っぽい仕草を見せる時があるのだ。その時に体から発する妖よう気きにも似た妙な雰囲気は、思わず目を逸そらしたくなるものがある。

「ほら、行ってやれよ。あの子、ずっとお前の方見てるぜ」

　祐介はドアの方を指差した。きっとその先には、くるみがこっちを見ているのだろう。

　しかし直人はドアに背を向けたまま、振り向こうとはしない。

「直人どん、冷たいでごわすよ。もしかして、サディストでごわすか？」

「何度言えばわかるんだよ、俺おれと彼女はそんな関係じゃないんだってば」

　くるみは直人の名前を連呼し続ける。いい加減にしろと怒鳴ろうとしたが、彼女は今までと違うトーンでこう言った。

「直人くんてば、謝りたいのです、だからちょっと、来てください」

　謝りたい？　彼女は自分のことは悪くないと思っているはずだ。それなのに、ずいぶん態度が違うじゃないか。

「ほら直人どん、かわいそうでごわすよ。行ってあげて。天神からのお願い……」

　天神てんじんに言われ、直なお人とは仕方なく、くるみの方へ歩いて行った。

「なんだよ、なんの用だよ」

「あの、あたし、自分が間違っていたことに気づきました。だからその、お詫わびの気持ちを用意しました」

「お詫びの気持ち？」

　また誰だれかに変なこと吹き込まれたんじゃないだろうな。警戒しながらも、くるみの話を聞く。

「だから、あと五分ぐらいしたら食堂まで来てくださいっ！」

　それだけ言うと、くるみは走って行った。

　やれやれ、またなにか問題を起こさなければいいのだが……。

「ねえ直人くん」

　その時、また別の女子が直人を呼んだ。それは、みどりだった。

「あのね、わたし、このままじゃいけないと思うの」

「なにそれ？　なんのこと？」

「だって、男子と女子が全然仲良くならないじゃない？　ずーっとこのままだなんて、わたし寂しいと思うの」

　みどりは教室の中を見渡してそう言った。男子と女子は相変わらず一定の距離を保ちながら過ごしている。確かにみどりの言うことには一理ある。

「それでね、今、草薙くさなぎ先生にアイデアを提出してるわけですよ」

「アイデア？」

　みどりは、そのアイデアについて嬉うれしそうに話す。

「そう。今度の日曜日にでも、みんなで海に行こうかなーって。ほら、それで仲直りできたら素敵じゃない？　メンバーはクラスの選抜女子ね、男子は……」

　そこでみどりは声を潜ひそめた。

「伊集院いじゆういんくんと、一番星いちばんぼしくんと、天神くんと、祐ゆう介すけくんと、直人くん」

「なんでクラスの全員じゃないんだよ」

「わたしは考えたのよ。このメンバーがまず仲良くなれば、他ほかの男子と仲良くなることなんて簡単だと思うの。だって、女子に嫌われてるのって、この五人だもん」

「嫌われてる……ですか」

　直人が溜ため息をつくのを見て、みどりは慌あわてて訂正する。

「あ！　それはその、直人くんが嫌われてるってことじゃなくて、ほら、伊集院くん達と仲が良いじゃない？　だから、まとめて変な目で見られているのよ。なにしろ、伊集院くん達が一番最初に問題起したからね。その友達ってだけで……」

　みどりは自分の発言が、全然フォローになっていないことに気づいたのだろう。次第に声が小さくなっていく。

「だから……その……祐ゆう介すけくんと直なお人とくんは悪くないんだけどね……。とにかく、友達なんだから責任取って一緒に来て、ってことです！」

「わかったよ、考えとく」

「うん、ちゃんと決まったらまた連絡するからね。……それと、伊集院いじゆういんくん達にはまだ秘密だからね」

　それだけ言うとみどりはタタタ、と走って教室から出て行ってしまった。みどりも色々と考えているんだな、と直人は思った。確かに女子がきてまだ数日しか経たっていないというのに、男子との雰囲気は絶望的に悪い。どうにかしたいと思うのも当然だろう。

「俺おれもくるみと仲直りしなくちゃいけないしな……」

　そしてなにより、なんで彼女は俺につきまとうのか、それもハッキリさせなくちゃ。

　直人は食堂に向かった。



「直人くん、あたし、色々とご迷惑かけてしまってすみませんでした」

　食堂のすみのテーブル。くるみは大人しく座っていた。しかし、どこか様子がおかしい。直人は警戒しながら近づく。

「あの、それで、あたし、反省しまして、これがお詫わびの気持ちです！」

　そう言ったかと思うと、くるみは勢いよく立ち上がった。

「な！　なんだそれ！」

　直人は驚愕きようがくした。そこには、信じられないぐらい巨乳になった姿のくるみがいたのだ！

　今まで直人は、くるみの胸など意識しなかった。それは千種ちぐさという、トラウマになるぐらいの胸をした女性がいたということもあるが、そもそもくるみの胸の膨らみが、まだ発育途中の遠慮がちなものだったからだ。

　直人は彼女に女性としての魅力を感じたことはなかった。

　しかし今、目の前にいるくるみの胸は、千種と同等か、もしくは千種よりも大きく膨れ上がっている。

「直人くん、どうしたの？　なにか変なとこある？」

　くるみはわざとらしくそう言うと、不自然に背伸びをした。胸が無意味に強調され、さらにサイズが大きく見える。直人は、心の底から思った。



　ものすごく不自然だ。



　有り得ない。くるみの低い身長に対して、有り得ない。しかも、千種のそれは、動くたびに水の入った風船のように上下するが、くるみのものは、プルリとも動かない。直人は、またしても心の底から思った。



　あきらかに詰め物だ。



　しかしくるみは、完全に直なお人とをごまかせていると思っているらしい。急に胸が大きくなったと、こりゃビックリだと、そう直人が信じ込んでいると思っているようだ。直人はくるみの胸を見ていて黙っていたが、静かに、そして力強くこう言った。

「嘘うそつけ」

「えええええ！　なんでバレますか！」

「バレるだろ！　不自然だろ！　なんで急にそんな胸になるんだ！」

「やっぱり！　胸に夢中になって、どうしてそうなったかまでは頭が回らないと踏んだのに！」

「踏むな！　んなわけねえだろ！　誰だれが見たって不自然だ！」

　くるみは残念そうに肩を落とした。

「お前な、俺おれのことバカにしてんのか。急にそんなデカくなるわけないだろ。なんだ、魔法か。夏の魔法がそうさせるのか」

「はぁ、やっぱりダメか……。これで直人くん、喜んでくれると思ったのになぁ……」

　くるみはそう言うと、シャツのボタンを外し始める。



    

  
    
      



    

  
    
      「ちょ、お前！　なにしてんだ！」

「え？　出すんですよ。中に入れたバスケットボールを出すんです」

　そんなもん入れてたのか、そんなもん入れといてバレないと思っていたのか。

　信じられない。こいつの頭の中が信じられない。

　しかし、それよりも信じられなかったのは、いきなり彼女がシャツのボタンを外し始めたことだ。くるみはボールを出すために、直人の目の前でシャツを脱ぎ始めたのだ。昨日の着替えの時もそうだったが、自分が女としての自覚がないようだ。

　直人は急いで後ろをむいた。

「あれ。どうして向こうむいちゃうんですか」

「お前、そんな、男の前でボタン外すな！」

「なに言ってんですか。全部脱ぐわけじゃないですよ、ちょっとボタン外して、ボール出すだけじゃないですか」

　ゴロンゴロンと、ボールが床に落ちる音がした。直人が恐る恐る振り返ると、くるみはボタンをはめているところだった。シャツの隙すき間まから、水色のブラジャーが少し見えた。

「ふぅ、苦しかった」

　直人の頭の中は、一瞬見えたブラジャーでいっぱいになっていたが、なんとか気を取り直す。

「あのなあ、バスケットボール胸に入れられても、全然嬉うれしくないからな」

「だって直なお人とくん、千種ちぐさ先生の胸、好きなんでしょ？　だったらあたしも同じになれば、喜んでくれるかなって思ったんだもん」

「喜ぶかよ、そんなことで」

「ちぇ、ガッカリですよ……」

　くるみはそう言ってテーブルに座った。この子、本当になにを考えているのだろうか。

「じゃあ、どうすれば喜んでくれるんですか。好きだって言っても喜んでくれないし、胸を大きくしても文句ばっかりだし」

「あのなあ、いきなり好きだって言われても、怖いだけじゃないか。そういうこと、わかんないのか？」

「わかんないです。だって、男の人は女の人に告白されたら嬉しいものでしょう？　一緒に寝たら楽しいんでしょう？　直人くんこそ、男の人として変ですよ」

「そうじゃなくてさ。お前、座れ」

「座ってます。直人くんこそ座ってください」

　直人はイスに座り、テーブルを軽く叩たたきながらくるみに言った。

「いいか、好きとか嫌いって気持ちはだな、そんな単純なものじゃないだろ。もっとこう、時間を重ねながら、ゆっくりと積み上げていくもんなんじゃないのか？」

「だって……、でも一目惚ぼれとかもあるじゃないですか」

　くるみの反論に、直なお人とは言葉を詰まらせる。

「う……。確かに、そういうのもあるな。恋愛のひとつの形としてさ」

「じゃ、それでお願いします」

「だから！　じゃ、ってどういう意味だよ、じゃ、って」

「もー！　あたしには時間がないんですよ、だから直人くんに喜んで欲しいんです！」

「なんでそんな俺おれにこだわるんだよ！　別に他ほかの誰だれかを喜ばせればいいだろ！」

「ダメなの！　直人くんじゃないとダメなの！　恩返しをしたいの！」

「恩返し？」

　直人が眉まゆをひそめると、くるみはしまった、という風に手で口を押さえた。

「恩返しってなんだ？　どういうことだ？　俺、お前になんかしたか？」

「嘘うそです、嘘、今のは冗談です、冗談」

「冗談、じゃないだろ。なんなんだよ」

「あの、楽しそうですね」

　隣のテーブルから小さな声がした。そこには早さ苗なえが座っていた。

「あの、わたしもご一緒していいですか？」

　早苗の遠慮がちな提案に、くるみは即答した。

「ダメです」

「お前は黙ってろ！　あ、いいよ、こっち来て。でも、楽しい話じゃないけどね」

「直人くん、あたしに対してと随分態度違いますね」

「当たり前だ、この子は頭おかしくない」

　早苗は直人とくるみを交互に見ながら笑った。

「仲良さそうじゃないですか。それなのに、どうしてケンカなんてしてるんですか？」

「それがさ、コイツが付きまとうんだよ」

「わ、モテモテですね」

　そう言って早苗はまた笑った。なんでもないことでも、よく笑う子だなと直人は思った。話の内容よりも、人と話すことが楽しいといった感じだ。

「聞いてくださいよ。直人くんてば、あたしが喜んでもらいたくて色々してるのに、全然喜んでくれないんですよ」

「ダメじゃないですか、女の子を悲しませたら」

　早苗は頬ほおを膨らませて直人を見た。どこから説明したらいいものかと直人は頭を悩ませる。

「そうなんだけどさ……、こいつは別もんて言うかね」

「なんですかその言い方！」

「うるせえ！　胸にバスケットボール入れられて喜ぶか！」

「だからそれは結果であって、心意気の話をしてるんでしょう！」

「まぁまぁ、二人とも落ち着いてください」

　早さ苗なえは二人の間に割って入る。直なお人ともくるみも、早苗に止められると言い返せない。

「俺おれは悪くないからね。悪いのはコイツ」

「あたしだって悪くないです。良かれと思ってやってるだけです」

「そんなこと言ってたらなにも変わらないじゃないですか。どっちかが大人になって、相手のことを許してあげてくださいね」

　早苗はそう言うと立ち上がった。

「わたし、もう行かなくちゃいけないんですけど、仲良くしてくださいね。もうケンカしちゃダメですからね」

　食堂から早苗が出ていくのを二人は黙って見ていた。

「ふぅ。もしお前があの子みたいだったら、俺の反応も違ってたかもな」

　直人が呟つぶやくのを聞いて、くるみは唇を噛かんだ。そんなこと言わなくてもいいのに……。

「直人くんて……ああいう子が好きなんですか？」

「別にそういうわけじゃないけどさ」

　くるみは早苗のことを頭の中で思い出す。小さくて、大人しくて、胸が小さくて。

　胸が小さくて？

「なるほどっ！」

　くるみは立ち上がると、壁に向かってスタスタと歩いて行った。おいおい、今度はなにが始まるんだよ……。直人は黙ってその様子を見ていた。

「えい！　えい！　えい！」

　すると、突然くるみは壁に向かってぶつかり始めた。両手を広げ、胸から壁に激突しているのだ。

「おい！　なにしてんだ！　おい！」

「えい！　えい！　痛い！　直人くん！　胸が痛いです！」

「だったら止めろよ！」

「だって直人くん、実は大きい胸じゃなくて小さい胸が好きなんでしょ！　あたし、わかっちゃいましたからね！」

　くるみは自分の胸を小さくするためか、必死で壁に向かって胸をぶつけた。

「そんなことで小さくなるか！　そもそも、最初から小さいだろ！」

　直人は止めようと思ったが、その前にくるみはヨロヨロと床に倒れてしまった。

「疲れた……」

　そう言って、くるみは息を荒くしている。

「直なお人とくーん、動けませーん。体が痺しびれて、動けませーん」

　もしかして、俺おれが保健室に運ばないといけないのだろうか。直人は頭を抱えた。



「あなた達、仲がいいのか悪いのかわからないわね」

　千種ちぐさは溜ため息をついた。くるみは保健室のベッドで目を回したまま倒れている。

「あいつ、変なんですよ。なんでか俺に付きまとうんです。どうしてか全然わかんない」

「よっぽど好きなのね、直人くんのことが」

「とてもそうは思えないんですけど。好きとかじゃなくて、俺が喜べばなんでもいいみたいです」

「モテモテじゃないの」

　千種にも早さ苗なえと同じことを言われてしまった。しかし、直人にしてみれば、そんな感じはまるでしない。なにかの罰ゲームを受けているかのようだ。

「そう言えば、恩返しって言ってたな」

　直人は、食堂でくるみが言った言葉を思い出した。彼を喜ばせようとしているのは、恩返しのためだと彼女は言っていた。

「恩返し？　彼女がそう言ったの？」

　直人は頷うなずく。

「でも直人くんは、彼女になにかした覚えはない、と。もしかしたら勘違いしてるんじゃないのかしら、他ほかの誰だれかと」

「そうかも知れません。でも、さすがに違う相手だったら、すぐ気づくでしょう」

「あるいは、直人くんが忘れてるだけかも知れないわね。あの子になにかしたのに、すっかり忘れているとか、そんなことない？」

「俺は、ここに来る前は女の子と関かかわらないようにしてきたから、それはないですね」

「あら、それってどういうこと？」

　千種は面白そうに言った。年頃としごろの男子が異性に興味がない。どうやらそこに興味を持ったらしい。

「笑いごとじゃないですよ。真ま面じ目めなんですから」

「わかってるわよ。で、どういうことなの？」

　直人は、千種に中学から高校にかけて女子の友達がいなくなったことを話した。それまで友達だと思っていた女子は、突然「女」になってしまった。まるで自分だけ取り残されたみたいな気分になった。きっと、誰もがそう思っているはずだと直人は考えていた。しかし、直人の友達だった男子も「女」を意識するようになってしまったのだ。

「なんだか、誰が好きだとか嫌いだとか、そんな話ばっかりになって。面白くないなって思ったんですよ。男子は友達よりも彼女を優先するようになったし、女子とは気軽に話せなくなったし。一人ぼっちになったような気分でした」

「直なお人とくんは好きな女の子いなかったの？」

「……まだ好きとか嫌いとか、そういう気持ちになったことないですね。興味はあったんですけど、なんだか意識し過ぎちゃって」

「なるほどね。先生のおっぱいには興味あるのにね」

　直人は顔を真っ赤にした。まさか、千種ちぐさが自分からそんなことを言うとは思わなかったからだ。それも、胸の話なんてしていないのに、急に、だ。

「そんなに驚かなくていいじゃない。私もね、みんなに見られて嫌になったことがあったの。まだ子供の頃ころはそんなことなかったのに、胸が大きくなり始めたら、みんな胸ばっかり見るようになったのよ？　変な感じだった。それまで友達だった男の子は、私の胸を見て逃げ出すみたいにどっか行っちゃうし。初めて会った人だって、目じゃなくて、まず胸を見るのよ？　酷ひどいと思わない？」

　直人も初めて千種に会った時はそうだった。なにも言えずに黙る。

「私のこと好きになる人も、私じゃなくて、私の胸を好きになるんだもん。嫌になっちゃった。男の人が嫌いになった時期もあったわね」

　どう返事をすればいいのかわからなかった。直人はずっとドキドキしながら、床ばかり見ていた。

「直人くんは、あの子のなにを見てる？」

「くるみの、ですか？」

「そう。どこも見てないでしょう？　避けてるだけじゃない？」

「まあ、そうですけど」

「ちゃんと彼女のことを見てあげたら？　そうしたら、なにかわかるかも知れない。彼女がどうしてあなたに付きまとうのか、そして、なんの恩返しをしようとしてるのか」

　直人は黙った。千種は立ち上がって、それまで脱いでいた白衣を羽は織おる。

「ちょっと先生、用事を済ませてくるわね。また抱き合ったりしてたら私が怒られちゃうから、それだけは止めてね」

「そんなことしませんてば！」

「冗談冗談、それ以外はなにしても構わないから。ゆっくりお話でもしたら？」

　千種が部屋から出ていくと、保健室には直人とくるみの二人だけになった。直人は、寝ているくるみの側そばにいく。

「……寝てればかわいいのにな……」

　そう言えば、前にもそんなことを感じたことがあった。大人しくしていれば、結構かわいい顔をしてるのに、と。

「恩返しってさ、お前は俺おれになにをしようとしてんだよ」

　眠っているくるみに、直なお人とは問いかけた。もちろんくるみは返事はしない。静かに寝息を立てている。

　その時、直人は、とあることを思い出した。それは昔に見た映画のワンシーンのように、ぼんやりと、はっきりしない記憶ではあったが、確かに間違いではなかった。

　直人は以前、くるみのことを見たことがあった。

　それはそんな遠い過去ではない、つい最近だ。くるみを一瞬、どこかで見かけたのだ。

　直人は必死で記憶を辿たどる。それは雨の日だった。次第に記憶が鮮明になってくる。

　確かにそれは、雨の夜だった。もちろん鐘かねノの音ねではない。ここにくる以前、東京でくるみを見た。それはほんの一瞬、数秒の記憶だ。

　酷ひどい雨が降った夜、直人は外に出た。その時に、くるみとすれ違ったのだ。

　だけど、一瞬すれ違っただけで、なにを恩返ししようと言うのだろうか。それに、その彼女は、本当にくるみ自身だったのだろうか。顔はまったく同じだったが、他人の空似ということも考えられる。たまたま、偶然似ていただけかも知れない。

　とても寂しそうに、傘も差さずに雨の町を歩いていた少女が、この騒々しいくるみと同一人物だとは思えない。では、もし彼女がくるみじゃないとしたら、その子は誰だれだったのだろうか。他人にしては、似すぎている。

　直人は、彼女とくるみとの関係について考えようとしたが、すぐに頭がこんがらがってしまい、仕方なく考えることはやめにした。

「目が覚めたら教えてくれ」

　直人はくるみを置いて保健室から出て行った。



　昼休みが終わり、午後の授業が始まった。それでもくるみは教室にはやってこなかった。まだ眠っているのだろうか？　結局、くるみはその日、教室には姿を現さなかった。

　夕食の時間に食堂で見かけたものの、直人には話しかけてこなかった。

　なにかあったのだろうか、直人は少し心配になった。うるさく付きまとわれるよりはマシだと思うことにしたが、急に元気のなくなった彼女の姿を見ると心配してしまう。

　その夜、草薙くさなぎが直人の部屋にやってきた。祐ゆう介すけと天神てんじんは体を硬くさせたが、直人はそれがみどりの件だということがわかった。生徒だけで海に行く？　そんなのダメだ、そう断りにやってきたのだとばかり思っていた。しかし、実際の反応は違っていた。

「おい佐さ倉くら。千歳ちとせからの話な、あれ、ＯＫだからな。ただ、生徒だけで行くと問題があるから俺も引率として行く。それぐらい大目に見てくれるよな？」

「え？　そ、そうなんですか！」

「なんだ？　そんな顔して。お前ら生徒が言い出したことだろ？　先生は無む下げに断ったりしないぞ？」

　草薙くさなぎのことだから、そんなことダメだと頭ごなしに断ると思っていた。しかし、意外なほどスムーズに承諾したことに直なお人とは驚く。

「は、はい。そうですね」

「先生も、男子と女子には仲良くなって欲しいですからね」

　草薙はそう言って笑った。本心かどうかわからない。いや、本心だとは到底思えない。

「それに、確かめたいこともあるんだな、先生には。そこでならゆっくりできる」

　急に真ま面じ目めな顔になって草薙はそう言った。その顔見て、直人は嫌な予感がした。

「佐さ倉くらくんも薄々わかってるだろ？　女子に一人、変なやつが混じってるってさ」

　直人はなにも言えずに黙る。

「バスで席が足りない。弁当が足りない。教室に机もない。それに知ってるか、春はる乃の亜あ理り紗さ」

　春乃？　予想していた名前と違う人物が出てきたので、直人は少し安心した。

「あの子な、女子寮の千歳ちとせの部屋に厄介になってんだ。なんでかわかるか？」

「さあ、俺おれにはわかりませんけど」

「部屋が足りなかったんだよ、一部屋だけ。寮の部屋数に合わせて生徒を募集したんだから、足りないわけないんだけどな。一人に一部屋、それでなんで数が合わないんだろうね。佐倉くんは頭いいから、それがどういうことかわかるよね？」

「俺には関係ないと思いますけど」

「生徒じゃないやつが一人、紛れ込んでんだよ。まったく、物好きだよな、わざわざこんな学校にくるなんて。それに、入りたければ勝手に入ればよかったんだ。女子試験編入生の受付は一般から募ったんだからさ」

「俺には関係ないですけど」

「それなのに、どっかから横入りしてきたんだ。並んでる連中の列に、黙って割り込むみたいにさ。もしかしたら、普通には入れない理由があったのかもね。ま、んなとこです」

　草薙は言いたいことだけ言うと、部屋から出ていこうとした。しかし、最後に草薙は直人に背を向けたまま、こう言った。

「お前、誰だれだ？　って聞いたら、顔を真っ青にしてましたよ。せいぜい、心配してあげなね」

　祐ゆう介すけも天神てんじんも、話の内容がさっぱりわからないようで、唖あ然ぜんとしている。直人だけは、それがなにを言っているのかわかった。どうりで彼女、元気がなかったはずだ。

　草薙は手を振りながら部屋から出て行った。

「なあ直人、どういうことだ？」

「そうでごわす、なんの話しでごわすか？　もしかして、エロい話？」

　直人は黙ったまま、ドアを見つめていた。



    

  
    
      　

第四章「ナイショの同級生」





★

　酷ひどい雨の夜だった。子犬は、孤独に震えていた。

　もしかして、直なお人とがきてくれるのではないか、そう子犬は思った。

　雨は一段と酷くなり、その小さな体を芯しんまで冷やした。このまま眠ってしまったら、あるいは目を覚まさないかも知れない。

　でも、それでも構わないと子犬は思った。このままずっと孤独に過ごすぐらいだったら、もしかしたら誰だれかと一緒になれるかもと期待をするのであれば、今夜にでも、ひっそりと眠りについた方が楽になれるかも知れない。冷たく重苦しい夜の中で、子犬はそんなことを考えた。

　だけど。最後にもう一度だけ、あの人に会いたい。

　そう子犬は思った。雨に濡ぬれた体を起こし、ゆっくりと歩き出す。

　子犬は小さな空き地を抜け、道路へと向かった。

　どうせならば、最後にあの人にお礼が言いたい。今までありがとう、私は決して不幸ではなかった。そうあの人に伝えたい。もしその後、時間と体力が余っていたら直人にも挨あい拶さつをしにいこう。

　しかしすぐに子犬は直人がどこに住んでいるかもわからないことに気がつく。

　仕方ない。とにかく、まずはあの人に会いに行こう。もう一度、あの人の顔を見ておこう。子犬は真っ黒に濡れたアスファルトを歩きながら、あの人の家へ向かった。

　一度しか行ったことのない道だけど、おぼろげながらもなんとか覚えてはいる。

　寒さで意識が薄れていく。何度も立ち止まりながら、子犬は歩き続けた。

　その時、不意に目の前に光が現れた。小さな視界は、一瞬で真っ白になった。

　子犬は思った。もしかして、神様が空から降りてきたのだろうか？

　雨もいつの間にか止んでいるみたいに感じた。体の感覚がおかしくなっている。

　なんだろう、どうしてしまったのだろう。

　まるで魔法をかけられたように体が軽くなった。

　しばらくして彼女は、自分の体が自分でなくなっているのに気づいた。

　今までの自分は、もうそこにいなかった。

★





　みどりの計画通り、女子と男子は海へときていた。鐘かねノの音ねから車で三時間。まだ時期が早いとは言え、泳ぐのに問題のない気候だった。車が浜辺に到着すると、バッチグーはいきなり全裸になり、そのまま海へ飛び込んでいった。それを見た一番星いちばんぼしと天神てんじんも、対抗意識を燃やしたのか、同じように下着まで脱ぎ捨てて海へと飛び込んでいく。

「楽しそうだね、みんな」

　みどりは車から降りると、太陽の光に眩まぶしそうに目を細めながらそう言った。

「ま、雰囲気は最悪だけどね」

　海への旅行は、前日までみどりと直なお人と以外には秘密だった。双ふた葉ばや亜あ理り紗さが、絶対に嫌がるだろうという理由で、ほぼ詐さ欺ぎのような手口でやってきたのだ。

　それは土曜日の昼過ぎの出来事だ。午前中で授業を終えた草薙くさなぎは、前日に用意していたレンタカーのワゴンを校門に止めておく。

　そこにみどりが双葉と亜理紗とくるみを連れてくる。双葉の他ほかに妹の若わか葉ばと、若葉のクラスメイトの早さ苗なえも一緒だった。予定外の出来事だったが、みどりは「ま、いっか」とそのまま全員を車に詰め込んだ。その後に、直人がバッチグーと一番星と天神と祐ゆう介すけを連れてくる。これは簡単だった。「お前らに、女子が用があるってさ」その一言で、みんなは喜んで後をついてきた。直人はワゴンに男子を詰め込み、最後にみどりと一緒に乗り込む。

　そのまま草薙がエンジンをかければ、作戦は終了だ。

　さすがに八人乗りの車に十人以上乗っているだけのことはあって、中はギュウギュウだ。しかも女子は嫌っている男子がすぐ近くにいる上に、どこに連れて行かれるのかもわかっていない。最初はギャーギャーと文句を言っていた。しかし、それも三十分もすると、グッタリして騒がなくなった。男子も同じようなものだ。

　だからこそ海に着いた時、男子は我先にと泳ぎに飛び出した。今までの閉鎖的な空間から、どこまでも続く海へと出たのだ。海が嬉うれしかったのではない、その広さに感激したのであろう。

「ちょっと、あんたどきなさいよ」

　直人とみどりを押しのけて、双葉が出てきた。双葉は汗びっしょりになって、フラフラしている。

「あの、お姉さま、大丈夫ですか？」

　すぐに若葉が出てきて、タオルで双葉の汗を拭ふいた。若葉は長時間車の中にいたというのに、なんてことない、という顔をしている。

「大丈夫なわけないでしょ！　これなら動物園の檻おりの中の方が、まだマシよ！　若葉、ジュース買ってきて。あたしはあそこの海の家で休んでるから」

「お姉さま、海の家でもジュースは売ってますよ？」

「じゃあそこで買えばいいじゃない！　なによもう！」

　双葉は、ここまで無理やり連れてこられたことに相当イラついてるみたいだった。

「千歳ちとせ、あんたね、こんなことすることないでしょうに」

「ごめんね、だって、こうでもしないと来てくれないかなと思ってさ」

「そりゃそうだけどさ……」

　双ふた葉ばは履いていた靴を脱ぎ捨てると、素足はだしになって海の家まで歩いて行った。

　次に車から出てきたのは祐ゆう介すけだ。祐介はみどりがしようとしていることが、すぐにわかったらしい。

「千歳、なにかあれば言ってくれよ。俺おれも協力するからさ」

　と言って海の方へと歩いて行った。

「さすが祐介くん！　わかってる！」

　みどりは嬉うれしそうに笑った。しかし、その笑顔はすぐに消えた。亜あ理り紗さが滝のような汗を流しながら出てきたのだ。

「ちょっとあんた！　なにこれ、どういうこと！　許されるわけないでしょ！　あんな臭くて妙な連中と一緒にして！　亜理紗の身になにかあったら、どうしてくれるのよ！」

「まぁまぁ、でも、なんにもなかったじゃない？　よかったね」

「フン！　でも、海なんて久しぶりなのだ。亜理紗のゴックンボディ、披露しちゃってもいいかな？」

　最初は怒りをあらわにしていた亜理紗だが、海を見た途端に上機嫌になった。そしてスカートの裾すそをつまみあげ、そのまま海へと走って行く。まだ砂浜だからそんなことしなくても濡ぬれないだろ、そう直なお人とは思ったが、もちろん黙ったままでいた。

　どうやら彼女は、スカートの裾をつまみあげるという行為が好きらしい。そう言えばバスの中でも、そんな風にして挨あい拶さつをしていた。

「わ！　早さ苗なえちゃん！」

　みどりは車の中でグッタリしている早苗を見つけて声を上げた。草薙くさなぎは早苗を車から降ろすと、軽々と背負った。細い体をしているわりには、意外に力があるみたいだ。

「先生はこいつを海の家まで運んどくからね。佐さ倉くらくん、鍵かぎかけといてちょうだいよ」

　草薙が投げた車のキーを、直人は受け取った。

「じゃあ直人くん、わたしは早苗ちゃんを見てくるから」

　そう言ってみどりも海の家へと向かう。車の中に一人だけ残っているのは、くるみだ。

「おい、くるみ。着いたから出てこいよ」

　直人は、なんでもないふうに言った。くるみはあの日から、まるで別人みたいに塞ふさぎ込んでしまっていた。直人を見ても軽く頭を下げる程度で、話しかけてもこない。

　逆に直人の方が心配になって、くるみに声をかけたりもした。しかしくるみは気のない返事をするばかりで、まともに話してはくれなかった。

　直人は車に乗り込んでドアを閉めた。くるみは体をかたくした。

「なあ、どうしたんだよ。そんな顔してさ」

　冗談でも言ってるみたいに、直なお人とはわざと明るく言った。しかし、くるみは沈んだ声で答える。

「あたし、もうここにいられません」

「なに言ってんだよ、急に」

「草薙くさなぎ先生に、バレてるんです」

　不意に告白を始めたくるみに、直人は戸と惑まどった。

「いつかバレるとは思ってたんですけど、もうバレちゃうなんて。あたし、もう、ここにはいられない」

「……なあ。そんなこといいからさ、泳ぎに行こうぜ」

「えっ？　でも、今、そんな気分じゃ……って、きゃぅん！」

　直人はくるみの手を引っ張ると、車から飛び出した。くるみは足をもつれさせながら、海辺を走る。車に鍵かぎはかけなかった。もし盗まれても、草薙が困るだけだ。

　直人はくるみを抱きかかえると、さらにスピードを上げて浜辺を走った。

「ちょ、ちょっと直人くん！　どうしたんですか!?」

「いいからいいから！」

　そのまま直人は波打ち際まで走ると、迷わず海へと飛び込んだ。

「わあああああんっ！」

　ちょうどやってきた大きな波を二人は頭からかぶり、水浸みずびたしになった。くるみは驚いて直人にしがみつく。

「あたし、まともに泳げないんですけど！」

　必死で犬かきをしながら抗議するくるみに、小さな波がぶつかっては弾はじける。制服のまま海に入った二人を見つけたバッチグーが、笑いながら駆け寄ってくる。

「わーい！　直人くーん！　波ってふすぃぎー！」

　くるみは悲鳴をあげた。なにしろバッチグーは全裸だ。その様子を見た天神てんじんと一番星いちばんぼしも、笑顔で近づいてくる。もちろん全裸だ。

「直人どーん！　波って、しゅてきでごわすー！」

「人間の八割は水分でできてるって本当ですかー！」

　口々に意味不明な言葉を叫さけびながら、どさくさに紛れてくるみに抱きつこうとする。

　直人は膝ひざまで海につかりながら、それをドロップキックで退治していった。

　ハダカの男子と、ビショ濡ぬれの制服でそれと戦う直人。その様子を見て、くるみは思わず笑ってしまった。あはは、なんなんだろう、この人たちは。変なの。

　三人は直人を囲むと、一斉に飛びついた。直人はそのまま頭を押さえつけられ、海へと沈められてしまう。くるみは驚いて直人を助けようと近づいたが、全裸の三人が同時に振り返るのを見て身の危険を感じた。

「くるみー！　キックだー！」

　その時、海から顔を半分だけ出した直なお人とが叫んだ。くるみはなんだか楽しくなって、バッチグーに思いっきりとび蹴けりをした。そしてそれは、急所と呼ばれる場所に当たり、バッチグーは泡を吹きながら海底へと沈んでいった。

「あははは、いいぞくるみ！」

　一番星いちばんぼしと天神てんじんは、それを見て大慌てで逃げて行った。

　くるみは直人に飛びつくと、抱きついたまま嬉うれしそうに笑った。



　海の家では、草薙くさなぎがなにやら大きなカバンを用意して女子の前に差し出していた。

「いいかいみんな。これは重要なことだから、よく聞いてくれ。海に行くと聞いて、先生はみんなの水着を用意した。はいそこ、文句言わない。で、だ。念のために多めに用意しておいたから、飛び入り参加したメンバーの分もあるぞー。はいそこ、キショいとか言わない。まずは千歳ちとせ、これお前のだ。真っ白いビキニ。お前は意外に良い体してるから、こういうのが似合うと思う。そんで朽くつ木きの姉の方。スレンダーな君には競泳用ハイレグだ。ハイレグ。どうした？　なんでそんな怖い顔してんだ？　違うだろ、笑顔だろ、笑顔。で、朽木の妹の方な。お前はこれだ、セ、セ、セパレートつの？　先生、ちょっと頑張って若者の流行、追っちゃった。で、寝てる美南みなみな。お前は迷わずスクール水着だ。はいそこ、必死とか言わない。違う、先生必死じゃない。で、ここにはいないけどくるみな。あいつは大き目の水玉模様。はいこれ先生譲れない。これだけは譲れない。着るか着ないかは本人次第だけど、先生の中だけで譲れない。春はる乃のは、特になし。はい、じゃ先生、奥で待機してるから、よろしくな」

　草薙はそれだけ言うと、海の家の奥の方へと引っ込んでいった。みどり達は唖あ然ぜんとしていた。こんな時だけは仕切る。ものすごく嫌なタイプだ。

「ちょっと千歳、なにあれ。これも計画？」

　双ふた葉ばは自分用に振り分けられた、タイトな水着を持ってそう言った。

「いや、これは先生の自発的な行動……。まさか、そんな一面があるなんて思ってなかったから、わたしもちょっとビックリです」

「でも、これ着ないわけにはいかないしね」

「え？」

「だって、男子と仲良くさせようとして、わざわざここまで連れてきたんでしょ？　だったらある程度は協力しないとね」

　双葉の言葉に、みどりは顔を明るくさせる。

「あたしだって、別にケンカしたくてしてるわけじゃないの。なんつの、タイミングを逃しちゃって今まできてるだけだし。最初に失礼なことしたのは男子だから、謝る気は全然ないけど、別にずっと仲悪いままがいいなんて思ってないしさ」

「ありがとう！」

　みどりは双ふた葉ばの手を掴つかむと、大げさに叫んだ。

「ほら若わか葉ば、これだってさ。草薙くさなぎが頑張ったやつ。ほれ」

「はいお姉さま！　春はる乃の先輩はどれにしますか？　この、ヒモみたいなのどうですか？」

　それはないだろ！　と双葉とみどりは思った。しかし、亜あ理り紗さは目をキラッと光らせ、一言だけ呟つぶやいた。

「それにする。だって、水着の方から亜理紗を求めてるもの」

　若葉の手には、風か邪ぜの時に使うマスクみたいに小さな水着が乗っていた。

「みんな水着でごわすかー！」

「どんなんだ！　どんなんだ！」

　そこに一番星いちばんぼしと天神てんじんがやってきた。双葉は、仲直りのためならと明るく返事をする。

「そうよ、水着よ。でもあんまりジロジロ見ないでよ……」

　双葉の顔は、二人を見た途端に凍りついた。そう、相変わらず全裸だったのだ。

「きゃー！　この変態ー！」

　しかし、先に叫さけんだのは亜理紗だった。しかも嬉うれしそうに。なぜ嬉しそうなのだ、亜理紗よ。なぜ手で目を覆って隠しているわりには、隙すき間まから見ているのだ、亜理紗よ。

　二人は逃げるように海へと戻って行った。そしてそこで、直なお人ととくるみからキックを受けて、そのまま海へ沈んでいった。



　女子の全員が、水着に着替えると、男子は色めき立った。みどりは水着になると、胸が意外に大きいことがわかった。次に大きかったのは、若葉だ。そして双葉とくるみは同じぐらい。最後に、申し訳ない、と言った感じで早さ苗なえを付け加えよう。

　男子の視線が、女子をなめるように追いかける。双葉は不愉快な顔をしているが、ここで我慢をすれば、物事は少しずつ動き始めるのではないかと思っているのだろう。無理やりニコニコして、こわばった笑顔を作っている。

　天神はスクール水着を着ている早苗を、必要以上にジロジロと見つめている。早苗は怯おびえながら、後ずさりをする。最後にはみどりの後ろに隠れ、怪獣を見る子供のような視線で天神を見ている。

「だいじょうぉ～ぶでごわすよ、早苗ちゃん。おいどん、安全な男でごわすよ」

「は、はい。そうなんですか。とてもそうは思えないんですけど」

「いやいや、安全も安全でごわす」

「食べられそうです……」

　双ふた葉ばはツカツカと歩いてくると、なんのためらいもなく天神てんじんの顔の中心をグーで殴った。パキ、という骨っぽいものが折れたテイストな音がし、天神はそのまま砂浜にうずくまる。そして双葉は、草薙くさなぎをキツい口調で問い詰めた。



    

  
    
      



    

  
    
      「あの、草薙くさなぎ先生。あたし達の水着を用意してくれて、ありがたいんですけど。それに、男子の分まで用意してくださって、本当にありがたいと思っているんですけど、それにしてもどうしても腑ふに落ちないことがあるんで、質問してもいいでしょうか」

「なんだ？」

「その、美南みなみさんの着てるスクール水着なんですけど」

　早さ苗なえは自分のことを言われたことに驚き、太股ふとももをすりあわせてモジモジとした。

「いいの、美南さんは悪くないの。その、スクール水着の胸の部分の名札なんですけど」

「おう。それがどうした？」

「なんで全力で『クサナギ』って書いてあるんですか？」

　全員が早苗の水着に注目する。確かに白い布に油性ペンで「クサナギ」と書いてある。

　早苗は、また自分が注目されたような気分になって今度は後ろを向いてしまった。

「ああ、それな……。そのことな……それはな」

「それは、なんですか？」

「それは、私物だからだ」

　私物。なんという説得力。俺おれの物だから俺の名前。その通りだ。しかし、教師がスクール水着を私物で持っていていいのか。法律で禁止はされていないが、それはセーフなのだろうか。

「バカ、変な目で見るんじゃない。娘のだ」

「ああ、娘さんの……」

　双ふた葉ばは、大きく息を吐いた。なるほど、そういうことか、それなら納得できる。

「みんなー！　亜あ理り紗さがやってきたよ！　ヤァヤァ！」

　海の家の奥から、亜理紗の声が聞えた。その姿を見た瞬間、全員が凍りついた。亜理紗の水着は、布が体に対して２パーセントほどしかない物だった。他ほかの部分は細いヒモだった。このようなタイプは、グラビアなどでも滅多にお目にかかれない、セクシーと言えばセクシーだが、罰ゲームと言えば罰ゲームのような水着だった。

　草薙くさなぎは、誰だれかが言い出す前に自分で言った。

「私物だ」

　亜理紗はお中元のハムみたいに見えた。

　一同は砂浜で、日が暮れるまで遊んだ。大きなビーチボールを天神てんじんが膨らまし、それを使って早さ苗なえとくるみはビーチバレーをした。すぐにバッチグーと一番星いちばんぼしが加わり、若わか葉ばやみどりも入ってくる。あっという間にゲームはドッジボールへと変わり、最後には海に入って水のかけあいになった。標的になった亜理紗は、ずれそうになった水着を必死で押さえながら、ものすごい形相で砂浜を走っていった。

　まるで、今まで一言も口をきかなかった同士とは思えない。まあ、女子の方が一方的に嫌っていただけというのもあるが、男子も純粋に楽しんでいるように見えた。

　鐘かねノの音ねだと、他の男子に取られないようにと必死になるが、ここにいるのは自分達だけだ。心に余裕ができたのだろう。大きな問題もなく、楽しげに遊び続けている。

　直なお人とはそれを遠くで眺めていた。隣には海の家で買ったヤキソバをすすっている双葉がいる。

「あんた達が悪いんだからね」

　双葉は真っ赤なショウガを食べながら言った。

「あたし達だって、男子校に行くんだから緊張してるのにさ。それを、人を物扱いみたいにして。俺の物だ、先に奪ってやる、とかさ」

「俺はそんなことないけど」

「あんたはそんなことないけど、他の連中はそうなの。直接言ってもわかんないから、あんたに伝言頼んでんでしょ。わかりなさいよ、それぐらい」

　直人は、わかったわかった、と返事をする。双葉とまともに話したのは、今日が初めてだ。なるほど、こんな風に話すやつだったのか。

「だから、もっと女子のことを考えて行動しなさい。そうすれば別に、無む下げに断ったりしないわよ……それに」

「それに？」

「女子の中には、気になる男子がいる子だっているんだからね」

　双ふた葉ばはヤキソバを直なお人とにぶっきらぼうに渡した。

「ほら。食べれば？」

　そう言って、みんなが遊んでいる場所へと走っていく。もしかして双葉のやつ……。

　まいったな、と直人は思った。

　双葉は振り返ると、直人にだけ聞えるような声で言った。

「春はる乃のさんが、あんたのこと気になってるってさ」

　まいったな、と本気で思った。さっきのまいったは、全然まいってませんでした。



　クタクタになるまで遊んだ後は、海の家で食事を取った。その後は、それぞれに入れ違いで個室のコインシャワーに入っていく。海の家に併設されたシャワーは、一人用の小さな物だ。

　直人も食べ終わると、シャワーに向かった。トントン、とドアをノックし、誰だれも入っていないことを確認する。遠慮なくドアを開けて、足を一歩踏み入れた。

　しかし、そこには裸の双葉が立っていた。直人は驚いて、そこから出ようとする。

「おーい、直人、シャワー入ってるか？」

　その時、背後で一番星いちばんぼしの声が聞えた。直人は反射的に中に入り、鍵かぎをかける。

「は、入ってるよ……」

「おう、終わったら教えてくれい」

　双葉は両手で髪の毛を洗っているところだった。

「なんで……入ってくんのよ」

　双葉の声は、怒りで震えていた。二人で入るとかなり狭く、直人は爪先つまさき立ちしていた。

　爪先立ちしなくとも問題はないのだが、そうしておかないと足が触れ合ってしまいそうで、彼なりに遠慮をしているのだ。

「すまん、つい、中に入ってしまった」

「あたし、裸なのよ？　わかってる？」

「わかってます……」

「じゃあ、出て行ってよ」

「おーい、直人、まだかー？」

　一番星が、ドアの前から声をかける。直人は、両手を合わせて「すんません」のポーズをすると、返事をした。

「ごめん、まだ」

「早くしろよなー」

　一番星いちばんぼしが去ったのがわかると、双ふた葉ばはもう一度言った。

「なんで出ていかないのよ」

「だって、さっき開けたら、一番星にも裸、見られてるんだぜ？　だったら俺おれ一人の方が、まだマシだろ？　それに、そもそも鍵かぎをかけないお前が悪いんじゃねえか」

　プチン。双葉の目の色が変わった。あ、今なら土下座しますけど。そう思ったが、遅かったようだ。

「いいから出ていけー！」

　双葉の蹴けりをくらって、直なお人とはドアごと吹き飛んだ。ドアの外では、バスタオルを持ったくるみが立っていた。

「あの……シャワー終わりましたか？」

「まだよ！」

　双葉は怒鳴ると、勢い良くドアを閉めた。

　ようやく双葉のシャワーが終わると、直人の番になった。双葉は直人を睨にらみつけるようにして出ていった。直人は、やれやれ、とシャンプーをする。

　すると、入ってすぐにドアを誰だれかがノックした。直人は「入ってまーす」と答える。しかし、それでも執拗しつようにノックは繰り返される。きっと、さっきから待っていた一番星が痺しびれを切らしたのだろう。直人はシャンプーの泡でよく見えなかったが、なんとか鍵を開けて一番星に言った。

「狭いけど、それでもいいなら一緒でいいぞ」

　すると、一番星は遠慮なく入ってきた。直人は鍵をかけ、洗髪の続きを始める。

　一番星いちばんぼしは無言で頭を洗っている。どうやら、待たせてしまったことに怒っているらしい。直人は機嫌を取ろうと、適当なことを言った。

「なあ、待ってるのはわかるけど、そんなに怒るなよ。お、なんだ一番星、良い筋肉してんじゃん」

　直人は腕を伸ばし、適当に一番星の体を触った。しかし、ほとんど筋肉はついていなかった。しまった、逆に怒らせたかも知れない。今度は洗ってる最中の髪の毛を触る。

「お、トリートメント効いてるねえ。良いシャンプー使ってんだろうなあ、さすが一番星先生だなぁー」

「おい直人、ブツブツ言ってないで、さっさと出ろよ。待ってんだからな」

　その時、一番星の声がドアの向こうからした。ドアの向こうからの声。ということは、これは一番星じゃない。それじゃ、誰だ？

　直人は、恐る恐る目を開けた。そこには、水着姿のくるみが頭を洗っていた。

「おわー！　なんで！　なんでよ！」

　あまりにも大げさに慌あわてた直なお人とを見て、くるみは笑った。

「大丈夫です、水着、着てますから。脱いでもいいですけど？」

「そうじゃなくて！　なんでよ！」

「だって、さっき朽くつ木きさんと一緒に入ってたじゃないですか。その時、ちょっと直人くん、嬉うれしそうな顔してたから」

「してないだろ！」

「あたしと一緒でも、嬉しいのかなって思って」

　直人は言葉に詰まった。次第に顔が赤くなってくる。すると、くるみはクスクスと笑い始めた。直人も、それを見て同じように笑った。



　夜になると、草薙くさなぎが花火セットを持ち出した。みんなはそれに夢中になって、大笑いをしながら花火をした。直人とくるみは、みんなから少し離れた場所に座り、少しだけ寄り添った。

　砂浜では、双ふた葉ばが大きな打ち上げ花火を抱え、天神てんじんを狙ねらっている。

「良い子のみんなは真似しないでください！　特別な訓練をしてる大人だけが、花火の直撃を受けても大丈夫なのです！　そんじゃ若わか葉ば、着火！」

　若葉が火を点つけると、カラフルな光が天神に当たって弾はじけた。ズボンに火が着き、天神は大慌おおあわてで海へと入っていった。

　一番星いちばんぼしは早さ苗なえに線香花火を見せてあげていた。早さ苗なえはしゃがんだまま、パチパチと拍手をしている。いつもの一番星ではなく、仲の良い兄妹みたいにも見える。

　そこに頭から鎮火直後の煙をモクモクとあげた天神がフラフラとやってきて、驚いた一番星いちばんぼしは自分の足に火種を落とした。ギャーギャーと喚わめきながら、さっきの天神と同じように海へ入って行く。

「みんな、仲良しじゃないですか」

　くるみはその様子を見ながら、吹きだして直なお人とに言った。

「本当だよ。ちょっとしたきっかけさえあれば、普通にできんじゃねえかよなぁ」

「きっと、鐘かねノの音ねの、あの教室だったからいけないんですよ。それに周りに人が多すぎます。だから、意地張ってたんじゃないですかね」

「今日のくるみは、あれですね、お姉さんみたいなこと言いますね」

「そ、そうですかね……。えへへ」

　そこにみどりがやってきて、二人分の線香花火を渡した。

「はい、仲直り記念の花火」

　そのままみどりは、同じようにみんなに線香花火を渡しに行った。

「じゃあ、せーので火、点つけるからね！」

　向こうでみどりが大きな声で言った。二人の手元には火種がなかったので、どうしようかと少し慌あわてる。

「せーの！」

　みどりの声に合わせて、どこからか草薙くさなぎがやってきた。持っていたジッポーで二人分の花火に火を点つけると、最後に自分のタバコに火を点けた。

「良い子のみなさんは、ライターで花火に着火しないように」

　そう言ってまたどこかにフラリと消えて行った。二人は顔を見合わせて笑った。

「変な先生だよな」

「そうですね」

　線香花火は膨れるように燃え上がり、チリチリと火花を散らす。くるみの顔がポォと赤くなり、瞳ひとみに火の華が映った。

「なんだか夏休みみたいですね」

「そんな感じだね。一足先に夏休みだ」

　直なお人とは、普通に話そうとしたが、なぜか上手く話せなかった。なぜだかは自分でもわからない。なにかの拍子に、どこかが少しおかしくなってしまったようだった。

　その瞬間、直人は以前くるみを見た時のことを克明に思い出した。前に思い出した時よりも、ずっと鮮明に。



　それは雨の夜だった。酷ひどく雨が降っていた。直人は学校の帰りに、いつも近くのマンション建設予定になっている空き地に寄り道をしていたのだ。

　青いビニールに囲まれたその場所は、住民の反対により、数年前からずっとそのままにされていた。なぜ最初そこに入ったのかはわからない。なにかの拍子に、そこへ辿たどり着いたのだ。そこにはダンボールに入って、小さな犬が捨てられていた。

　直人は、その犬に毎日、餌えさを与えに行っていたのだ。

　いつもは雨が降っても心配しなかったが、その夜の雨は普通ではなかった。不安になった直人は、傘も差さずに空き地へと向かった。その途中で、くるみに出会ったのだ。

　くるみは雨に濡ぬれたまま、黙って道路に立っていた。大事そうになにかを抱えているように見えた。直人は犬が心配だったので、その時は気にもしなかった。

　しかし、空き地のダンボールには犬はいなかった。きっと、もう誰だれかに拾われてしまったのだろう。そう思った。



「今日で、あたしはここから消えます」

　突然くるみは言った。直人はあの雨の日のことばかり考えていて、くるみがなにを言ったのか理解できなかった。なんの話をしていたのだろう。テレビのことだったか、映画のことだったか。きっと、そういうセリフがあった、ということなのだろうと直なお人とは思った。

「ごめん、聞いてなかった。もう一回」

　くるみは、さっきと同じように言った。

「あたし、消えちゃいます」

　その言葉は、それだけで完結していた。意味はたぶん、彼女が言った通りなんだろう。

　私は消えます。

「明日になったら、あたしはいなくなってますから。もう、ここにはいられません」

「なあ。くるみは一体、なにものなんだよ？　どこから来たんだよ？」

「ごめんなさい」

　くるみは、寂しそうに言った。

「魔法がとけちゃうんです。だから、ナイショです」

　その時、線香花火の火種が落ちた。それはあまりにも味気なく、一瞬のことだった。

　花火が終わると、みんなは草薙くさなぎに連れられ、彼の言う「豪華ホテル」へと向かった。みんなは浮き足立って向かったが、草薙は海の家までくると、足を止めた。

「はい、今日はここの二階で寝てもらいます。普段はお客さんは二階には上がれません。よかったなー、みんな。こりゃラッキーだ！　豪華な待遇～！」

　一斉に起こるブーイング。しかし草薙は、それを余裕で無視する。

「あ、一応男女は別になってるから。一部屋八畳もあるぞ！　やった！　よかった！　鐘かねノの音ねより広い！　みんな、嬉うれしいなあ！」

　もう誰だれも文句は言わなかった。疲れ切っているので、早く眠りたいというのが本音だった。

「わかったわよ、そこでいいから早く案内してください」

　双ふた葉ばは吐き捨てるように言っただけでなく、後ろを向いた草薙にビーチサンダルを投げつけた。頭に衝撃を受けた草薙は、振り返ると迷いもせずそれを天神てんじんだと決めつけた。

「痛っ！　こら天神、お前だな！」

「なんでおいどんなんでごわすか！」

　草薙は天神を追いかけ、ビーチサンダルで頭をこっぴどく殴った。

　双葉は、後で天神に「ご、ごめんね」と何度か謝った。なにせ、天神はメソメソと泣いてしまっていたのだ。さすがに泣かれてしまうと「悪いことしたな」と思ったらしい。

　崩れ落ちそうな階段を上がり、男子と女子は二部屋に分かれた。そしてそのまま、布団ふとんを敷いて眠った。鐘ノ音とは違うけれど、同じようにオンボロで、狭苦しい部屋だ。

　しかし、海の近くというだけでみんなは満足していた。もしここにずっと住んでいたら、海なんて見たくもなくなり、山奥の学校に入りたくなるだろう。

　人間なんて、所詮しよせんそんなふうにできている。年頃としごろの彼らは、とくにそうだ。

　直なお人とは布団ふとんに潜もぐりながら、くるみの言った言葉を口の中で繰り返した。

「今日で、あたしはここから消えます」

「魔法がとけちゃうんです」

　確か、着いた時に車の中でも似たようなことを言っていたはずだ。

　くるみは、一体なにを考えているのだろう。本当に明日になったらいなくなってしまうのだろうか。直人はもう一度くるみに聞きたかったが、どうしてもためらってしまった。

　まさか、本当にいなくなるなんて信じられなかったし、信じたくもなかった。あるいは、本当のことを知るのが怖かったからかも知れない。



　直人は夜中に目を覚ました。男子は全員、大きなイビキをかきながら寝ている。草薙くさなぎもその横で布団に頭まで潜っている。直人は、くるみに会いたいと思った。しかし、今日は他ほかの女子と一緒に寝ている。声をかけるわけにはいかない。

　仕方がない、と直人は階段を下りてシャワーを浴びに行った。小さな個室シャワーのドアに手をかけ、中に入る。

　中で着ていた服を脱ぎ、棚に置いてあるカゴに放り込んだ。暗くてよく見えないが、まるでカゴの方から直人に近づいてきたみたいに、上手く入れることができた。

　どうやら夜に使うようには作られていないらしい。電気がなく、薄暗い中でシャワーを浴びなくてはならないようだ。

　直人は手を伸ばして、シャワーを捜す。すると、手に柔らかいなにかを感じた。

「直人くん……」

　不意に聞えた声に、直人は驚く。一瞬、誰だれの声かわからなかった。落ち着いてもう一度その声を頭の中で繰り返してみる。「直人くん」それは間違いなく、くるみの声だった。

　どうしてくるみの声だと、すぐ気がつかなかったのだろう。いや、それよりも、どうしてここに、くるみがいるのだろう。

　また間違えた振りをして入ってきたのだろうか。それにしては、後でドアの開く気配はなかった。ということは、最初からくるみが入っていた個室に、それとは知らず入ってしまったのだ。

「うわ、ごめ、すぐ出るから」

「……う、うん」

　直人は、くるみの様子がおかしいことに気づいた。次第に暗さに目が慣れて、くるみの表情がわかるようになってくる。くるみは、今までに見せたことがない顔をしていた。

　あまりに不思議な顔をしているので、直人はそれがどういう意味なのかわからなかった。彼女がこんな顔をしてるのを一度も見たことがない。

「なんで、そんなに見てるんですか」

　くるみはそう言った。

「恥かしい、ですよ」

　彼女は、酷ひどく恥かしがっていた。それもそうだ、シャワーを浴びていたということは、服を着ていないのだ。細い腕で、胸を隠していた。それは意識しなくても、どうしても目にはいってしまう。

「ああ、ごめん……。つうか、恥かしがるなよ、今まで目の前で着替えたり、一緒に寝たりしたじゃないかよ」

「うん……したけど……今は、急に直なお人とくんがきたから」

　くるみは唇を噛かんで下を向いていた。よほど恥かしいのだろう、体が小刻みに震えている。直人は、どうしていいのかわからなくなった。

「それに、たぶん、もうダメだと思う」

「もうダメって、どういうことだよ」

「もう、恥かしい。たぶん、これからはずっと恥かしいと思う」

　直人はくるみから目を逸そらせなくなってしまった。見てはいけないのに、彼女のことをずっと見つめていなくてはいけないと体が命令している。

「たぶん、顔を見るのも恥かしい……。ただ、一緒にいるだけで恥かしい」

「な、なんでだよ」

「好きになった」

　くるみの言葉を聞いて、直人もどうしようもなく恥かしくなってしまった。考えてみれば、自分だって服を着ていないのだ。

「あのね、直人くんのこと、本当に好きになった」

　もう一度くるみは繰り返した。今まで、何度も聞いてきた「好き」のどれとも違っていた。その証拠に、今まで言われてもなにも思わなかった言葉が、酷く直人の心を揺らせた。切ないほどに、直人の全身をくすぐった。直人は直感した。きっと、自分も彼女と同じ気持ちになっているかも知れない。

「あの、もう、いいですか？」

「え？」

「外に、出て行ってもらっても、いいですか」

　直人は慌てて外に出ようとした。カゴに入っている洋服を掴つかむと、ドアを開ける。

「待ってて。あたしも、すぐ行きますから」

　返事もしないで、直人は外へ出た。大きく息をつき、海の方を見上げた。

　そこには、大きな月が浮かんでいた。

　海の家の二階は、従業員の宿泊用に和室が二部屋ある。一階には、客が食事をしたりする用の畳のスペースがある。部屋というにはしっかりとしたドアもなく、そこで眠るのは少し無用心に思える。しかし二人は二階へ戻る気にならず、布団ふとんを持ってきてそこで寝ることにした。

　二人は壁にもたれかかって座り、布団を膝ひざにかけた。くるみは直なお人とにそっと寄り添った。以前、直人に抱きついたり一緒に寝たりした時は、こんな気持ちにはならなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　もっと単純で、簡単な気持ちだった。それが今では、心が細い糸になって複雑に絡み合っている。

　なにも特別なことをしていないのに、一緒にいるだけで顔が真っ赤になるのだ。

　そうか、きっとこれが恋なのか、とくるみは思った。

　直人も、女子寮でくるみと寝た時とは、まったく違う気持ちでいた。その時は、なんだかモヤモヤとした変な気持ちになりそうだったが、今はまったく違う。

　どんな気持ちになればいいのか、それさえもわからないのだ。なにか話せばいいのか、黙っていればいいのか、それとも抱き寄せればいいのか。適当な言葉も、適当な行動もまるで見つからない。

　ある場所から先のマス目がすっかりなくなってしまったボードゲームみたいに、直人は途方にくれた。サイコロを持ってはいたが、そんなものなんの役にも立たないのだ。

「直人くん、あたし、今日でお別れです」

　くるみは唐突に言った。直人はどう返事すればいいのかわからなかった。

「草薙くさなぎ先生に、大事おおごとにならない内に出ていけって言われました。今日は、それのきっかけみたいです。このままずっといたら、帰れなくなるって先生は言いました。あたしは、それがどうしてかわからなかった。でも、さっき、それがわかりました」

　なんだ、草薙は良いやつだったのか。そう直人は思った。しかし、草薙は決して良い人間ではない。皮肉を言うし、差別をするし、暴力だって振るう。ただ、どんな人間にも色々な面がある。ただの悪役はいない。たまたま、草薙のそういう面に当たっただけなのだろう。

　直人は、繰り返す波の音を聞きながら、それが鐘かねノの音ねで聞いた虫の鳴き声に似ていることに気がついた。直人は、鐘ノ音の寮のことを思い出す。

　初めて鐘ノ音にきた夜、絵の具で塗りつぶしたような闇やみに怯おびえたことを直人は思い出した。もちろん今は、そんなことは気にならなくなっている。

　みんなはそれを慣れだと言った。すぐに慣れるよ、ここの生活にも。

　しかし、直人はそうは思わない。暗闇の恐怖だとか、厳しいシステムだとか、どう関かかわっていいのかわからない女の子だとか、それらに対して慣れという言葉では済まない気がした。

　それは大げさに言ってしまえば、本当のことを見極めるといった類たぐいのことなのではないだろうか。闇だって意味があってそこに存在しているはずだ。都会は闇を葬ほうむり去ったが、鐘かねノの音ねではまだ深く、重苦しい闇が生き残っている。それに対して、ただ恐怖するのは簡単だ。

　だがそれでは意味がない。その闇やみの中に溶け込み、ただじっと、それを受け入れることが大切なのではないだろうか。闇を恐れているだけでは、なにも解決しない。もちろん灯あかりをつけることだってできる。だが、それは回り道をしているだけにしかならない。

　数センチ先さえ見失ってしまうほどの暗黒も、それが昔からそうであったと思えば、なにも怖がることはないということに気づく。

　それは、そういうものなのだ。それがそこにそうしてあるのには、意味があるからなのだ。

　直なお人とは鐘ノ音での、真っ暗な闇を想像した。呼吸を整え、静かに布団ふとんの中で闇を見つめる自分。

　すると、ある瞬間を境に、意識が闇の隙すき間まからきっかけのようなものを捉とらえる。そうなれば後は一瞬だ。一瞬で全すべてが広がっていく。

　直人と親密な関係になった闇は、警戒を解いてくれる。見えなかった風景が浮かび上がり、なんとなく、ぼんやりと、全てが形を作る。

　それは錯覚なのかも知れない。その形は闇が作り出した幻想なのかも知れない。

　しかし、直人の目の前には、確かに世界が広がっているのがわかる。もし錯覚であったとしても、そう感じているのであればそれは全てだ。朝が訪れた時、全ての闇が幻であったかのように消えたとしても、その瞬間にそこに現れたものは、夜の間の真実なのだ。

　直人は、くるみを抱きしめた。正体がなんであれ、ここにいる彼女こそが真実だ。

　手を離せば消えてしまうかも知れない。朝になれば光に溶け落ちてしまうかも知れない。それでも彼女は彼女だし、彼女のことを想おもう気持ちは真実だ。

　くるみは目を細めて直人を見つめた。いつもは結んでいる髪は、シャワーを浴びるために解かれ、濡れている。

　そんなくるみを見ていると、いつもとは違う、不思議な印象を受ける。

　まるで、彼女にかけられた魔法が解けていくように、少しずつくるみがくるみではなくなっていくようだ。

「直人くん、黙っててごめんなさい」

　くるみの声は、悲しく湿っていた。

「あたしは、鐘ノ音の生徒なんかじゃないんです。ただ、直人くんに会いたくてやってきただけなんです」

　くるみを抱きしめている腕に力を込める。

「くるみが誰だれだって関係ないことだと思う。前は変な奴だなって思ってたけど、今はあんまり気にならないな」

「あんまり」

　くるみは笑った。

「ただ、くるみとは離れたくないなって思ってる。くるみが消えたり、どっかいなくなったり、そういうことは嫌だなって思ってる」

「あんなにあたしのこと煙けむたがってたくせに」

　直なお人との胸に抱かれながら、くるみは笑った。

「あの時は、どうすればいいのかわからなかったんだよ。俺おれは女の子と素直に向き合えないんだ。いつも必要以上の壁を作って、それを乗り越えてくる子は、誰だれであろうと受け入れることができなかったんだ」

「どうして？」

「たぶん、相手が自分を受け入れてくれないと思いこんでいたんだ。女の子って、なにを考えているのかわからないし、今まで友達だったのに、次の瞬間から好きだとか嫌いだとか言い出すし。それによって友達を失ったりするのは辛つらかった」

　くるみは少し黙った後で、直人の頭に手をやった。子犬の頭を撫なでるみたいに。

「悲しいことがあったんですね」

「人並みにね。きっと、誰だって悲しい想おもいはしてるだろうし」

「あたし、帰らなくちゃいけないんです。ここにやってきたのは、直なお人とくんにお礼をするためだから」

「わかってる」

「魔法がとけると、あたしは元の姿に戻っちゃうんです」

　まるで御お伽噺とぎばなし。

「もとの姿って？」

「あたしは」

　くるみは、少し考えた後に真ま面じ目めな顔をした。

「ごめんなさい。やっぱり言えないです」

「くるみは、ただの女の子だよ」

「だと良いんですけどね」

　直なお人とは、くるみの正体がなんとなくわかったような気がした。しかし、それを考え出すと目の前のくるみが消えていきそうで、頭からそれを追い出した。

「ずっとこうしていたかったんですけどね。だけどもう、魔法がとけちゃう」

　直人の手を、くるみはギュッと掴つかんだ。

「明日の朝には、元の姿に戻っちゃうから」

「ずっとここにいてくれよ。明日になっても、くるみはここにいる」

「そんなこと言わないでください。仕方ないんですから」

「俺おれのこと、好きだって言ったじゃないか。それなのに、いなくなるのか？」

　意地悪だなぁ、とくるみは言った。濡ぬれた髪が頬ほおに張り付いている。

　くるみは涙を流すのを我慢していた。

　本当のことを言ってしまうと、直人は彼女の言っている内容はどうでもよかった。彼女にどんな魔法がかかっていようと、正体がなんであろうと明日の朝には消えてしまうということが悲しかった。それだけが唯一の事実であり、揺るがないであろう現実だった。

「どうしても俺の前からいなくなるのか？」

「うん」

「どうしても？　絶対に？」

「うん」

「俺にはどうすることもできないの？」

「直人くんにはどうすることもできないと思う。魔法が消える前に、あたしは帰らなくちゃいけないの」

　直人はくるみを抱きしめ、キスをした。彼女は静かに目を閉じた。

　くるみの体は小さく震えた。大粒の涙がポロポロとこぼれた。

「あたしだって離れたくないに決まってます。どこにも行きたくないの。だって直人くんのこと、すごく特別に思ってるから。でも、あたしはあなたに恋をしちゃいけないの。あなたは迷惑するだろうし、あたしだってずっとここにはいられないし。どうすればいいのかわからないの」

「わかった。じゃあせめて、朝まで一緒にいよう」

「うん」

　くるみは泣き続けた。直なお人とはくるみを抱きしめ、そのまま横になった。

　いつも小さなくるみが、もっと小さく思えた。

「ごめんなさい、勝手なことばかりで」

　本当に勝手だなと直人は思った。いきなり抱きついてきて、好きだと言ったり、もう帰らなくちゃいけないと言ったり。だけど、それもこれも全すべて含めて彼女なのだ。

　直人はくるみのいなくなった世界を想像した。とても空っぽで、退屈な毎日になりそうだった。それでもなんとかやっていけるかな、と思うようにした。しかし、今、こうしてくるみの体の重みを、肌の柔らかさを、小さな温もりを知ってしまっては、彼女がいなくなることなど考えられない。

　くるみは、いつの間にか直人の腕の中で寝息を立て始めた。

　最後の夜だというのに、あっさりと寝てしまうんだな、と直人は思った。

　しかし、直人は考え直す。彼女は今まで、こっそりと、誰だれにもバレないように鐘かねノの音ねで生活をしていたのだ。それがたった数日間とは言え、よほど気をつかっていただろう。

　まぁ、傍はたからはとてもそうには見えなかったが、草薙くさなぎに一言いわれてからは、別人のように落ち込んでいたのだ。やはり、彼女なりに大変だったのだろう。

「かわいそうにな……」

　そう思うと、最後の夜ぐらいはゆっくりと眠って欲しいと思う。なにかに怯おびえずに、安心して眠らせてあげたい。

　直人はくるみの寝顔にキスをした。そして、彼女をぎゅっと抱きしめて自分も眠った。



　朝になると、草薙に足で蹴けられて目が覚めた。

「あの子、帰ったのか」

　直人は慌てて辺りを見回す。しかし、そこにはもうくるみはいない。

「はい……帰りました」

　草薙はポケットからタバコを取り出し、火を点つけた。肺の奥まで吸い込み、ゆっくりと吐き出す。

「先生も人間だからな。昔は恋をしたもんだ」

　思いがけない草薙の言葉に、直人はどう返事していいかわからなかった。

「別に黙って聞いてればいい。で、だ。色々なことを経験したもんだ。悲しかったり、寂しかったり、辛つらかったり」

「ほとんど上手くいかなかったんですね」

　黙って聞いてろって言っただろが。草薙くさなぎは笑った。

「でも学校には規則がある。わけのわからんやつをずっと置いとくことはできない。悪いとは思うけど、そういうもんなんでね」

「はい……」

「直なお人と」

　草薙は、直人のことをハッキリと名前で呼んだ。

「前進しろ」

　直人が返事する前に、草薙は、もうそんなことはどうでもいいというような顔になった。

　タバコを灰皿に押し付けると、ゆっくりと顔を上げる。

「そんじゃ、二階の連中をたたき起こしに行きましょう。佐さ倉くら、お前、男子な。先生は、女子ってことで」

「汚い……」

「そういうもんだ」



　それから数日が経たった。突如消えてしまった一人の女子生徒のことで学校は騒然としていた。消えたことに驚いていたのではない。名簿にも載っておらず、初めからいなかったはずの生徒がいたということに驚いていたのだ。

　彼女は幽霊だったのだろうか、そうでなければ何者だったのだろうか。教師達も戸と惑まどったが、いるはずのない生徒を探すことはできない。警察にも「存在しない生徒がいなくなった」と報告するわけにはいかない。ただ、騒ぎが収まるのを待っているようだった。

　男子と女子の仲は、あれ以来順調に進んでいる。順調と言っても、毎日のようにケンカをしたり、罵ののしり合ったりしている。しかし、今までに比べたらマシだろう。少しではあるが、ゆっくりと前進しているのだ。

　直人は寮の部屋でぼんやりと外を見ていた。もちろん考えているのは彼女のことだ。

　今まではうるさいと思っていたが、やはりいなくなると寂しいものだ。

「ずいぶん退屈そうだな」

　いつの間にか祐ゆう介すけが隣に座っていた。祐介は、直人ではなく窓の外を見ている。

「そうか？　普通だけど」

「そうは見えないけどな」

　祐介はそう言って笑った。

「あの子って、一体何者だったんだろうな」

「さあ……」

　直なお人とはくるみがいなくなってから、ずっと彼女のことばかり考えていた。

　今まで女子が苦手だったのは、女子とはわかりあえないと思っていたからだ。しかし、よく考えれば、くるみのことを自分はずっと避けていた。女だからという理由だけで、本当の彼女のことなど少しも見ていなかった。

「変な子だったけど、良い子だったよな」

　祐ゆう介すけの言葉に反論はなかった。彼女は、ただ真っ直すぐなだけだったのだ。

「俺おれ、魔法にかかってたんだよ。くるみって幻想を見てたのかも」

「なんだそれ。お前、おかしいぞ」

　祐介は笑う。直人は別に冗談を言ったつもりはないのだが。

「千種ちぐさ先生が呼んでたぜ」

　直人は立ち上がると、保健室へと向かった。



「寂しい？」

　保健室のベッドを黙って見ていた直人に、千種は言った。

「そんなんじゃないですけど」

「またまた。顔に書いてあるわよ」

　千種は缶コーヒーを直人に渡す。

「はい、特別扱い」

「ありがとうございます」

「それで、直人くんにはわかってるんでしょ？　彼女の正体が」

　千種は全すべてを見抜いているように言った。

「そうですね。だいたいは」

「おっぱい」

「は!?」

　直人は持っていたコーヒーを落としそうになる。千種は楽しそうに笑った。

「胸、見なくなったわね。先生の」

「べ、別にそんなの」

「そう、胸があってもなくても先生は先生だからね」

「そうですね」

「それで、彼女の正体はなんなの？」

　直人は少し考えた後に言った。

「ただの、女の子です」

　千種はコーヒーを一口だけ飲んで、直人の言葉を訂正した。

「ただの、恋する、女の子」

　直なお人とは、笑ってごまかした。

「そして君は、ただの、恋する、男の子」



    

  
    
      　

エピローグ





　夏休みに入り、鐘かねノの音ねの生徒はみんな実家へと帰っていった。中にはそのまま寮で過ごす生徒もいたが、それは極めて例外であり、数えるほどの人数しかいない。

　直なお人との両親は東京から離れ、別の場所で暮らしている。

　別にそこに行こうとは思わない。そこは彼の故郷ではないし、もし行ったとしても客人として扱われ、窮屈なだけの数週間にしかならないだろう。

　しかし、両親がいる家には行かなくとも、直人は鐘ノ音から出なくてはならなかった。

　彼には行かなければならない場所が、たったひとつだけあったからだ。

　最初は行っていいものか悪いものか酷ひどく悩んだ。しばらくの間迷ったが、やはり彼はそこに行かなくてはならなかった。

　そこには直人の求めている全すべてがあったし、開いてはいけない扉もあった。

　これから先、その扉が存在しない風に生きていくことも選択としてはあっただろう。

　全ては不思議な夏の魔法だったのだと、想おもい出に鍵かぎをかけてしまうことだってできたのだ。

　しかし直人は、やはりそれは無理だと思った。そんなこと、できるわけがない、と。

　バスと電車を乗り継ぎ、彼は自分が今まで住んでいた町に戻った。

　直人が過ごしていた家はきれいにリフォームされ、どこかの誰だれかが暮らしていた。

　形はまったく同じだったが、色合いも、香りも、もちろん表札だって、直人が暮らしていた時とはまるで違っていた。台所からカレーの香りが風に乗ってきたが、それは彼が夕食に食べていた物とは違っていた。たった少しの間、町を離れただけなのに、なにもかもが別世界のようになっていた。

　昔、学校から帰る時に歩いた道を、記憶をなぞるようにして歩いた。

　夏だというのにその日は涼しく、冷たい風が吹いていた。

　鏡の世界みたいだ、と彼は思った。今までと同じ町のはずなのに、自分を受け入れてはくれない。どこかで電車を乗り間違えて、少し遠くまで来てしまったみたいだ。



　小さな瞳ひとみの犬と出合った空き地。そこはまだ空き地として存在していた。

　この空間だけは、直人を受け入れてくれているような気がする。

　マンション建設を反対する立て看板が、誰かのイタズラによって倒されていた。

　青いビニールで覆われたその空間に、直人は久しぶりに入っていく。

　空っぽの土地の中心には、なにかの目印みたいに彼女が座っていた。

「来るって思ってたんですよね。たぶん、だけど」

　くるみはそう言って笑った。最後に会った時よりも、少し大人っぽくなったかも知れない。彼女を抱きしめた夜だって、そんなに昔のことではないのに。

　鐘かねノの音ねにいると、周囲の時間から置いてけぼりをくったような気になる。

　それには良い面もあり、そうでない面もある。

「魔法がとけちゃいましたね。ポワン、て」

　彼女は地面を軽く蹴けって、砂埃すなぼこりを起した。真っ白なスニーカーが少しだけ汚れた。

「一緒にご挨あい拶さつしましょう。ほら、もうすぐここもマンションが建つみたいだし」

　くるみは直なお人との手を引っ張って、空き地の隅すみへと連れていった。

　そこの地面には、小さな木の板が立っていた。

　直人には、それがすぐにお墓だとわかった。

　これは、彼女のお墓なのだと。

　木のお墓には、油性ペンで「くるみ」と書いてあった。

「あの子は、本当にくるみって言うんだ」

「そうです。あたしが名前をつけたんですよ」

　くるみは俯うつむいて手を合わせた。

　彼女には、これが最後のお別れだとわかっているようだ。

「君の本当の名前は？」

　くるみは少し間を置いて答える。

「くみ、です。久く実み。久実とくるみ。良いコンビになると思ったんですけどね」

　そう言って久実は少し寂しそうな顔した。

「あたしもね、あそこの空き地に子犬が捨てられてるのを見つけたんです。それでダンボールを抱えて、おうちに持って帰ったんです。だってかわいそうでしょう、捨て犬なんて。だけど、パパとママがダメだって。どうしても飼えないからって、元の場所に戻してきなさいって言うんです」

「どうして飼えなかったんだろうね」

「お引越し」

　久実は空を見上げた。

「お引越しするから、今度の場所は飼えませんからって。本当かどうかはわかりませんけどね。どっちにしろ、くるみと一緒には暮らせないってわかって。でも、あたし、くるみを一目見た時に、他人じゃないような気がしちゃって。どうしてもあの子のこと、放っておけなくなっちゃったんですよね……」

　久実はずっと空を見上げたままだ。もちろん下を向けないのには理由がある。

「両親の言うことを聞いた振りをして、この空き地に戻したんだ」

「はい。どうしても捨てなくちゃダメだって言われて。でも誰だれかに拾われるなんて絶対に嫌だから。ここの目立たない場所に、こっそりとくるみを置いて。ママには捨ててきましたって報告しましたよ。もうあきらめたから、って」

「でも全然あきらめられなかった」

「はい。どうしても、あの子を拾ってあげたかったんです。自分勝手でワガママだけど、どうしてもそうしたかったんです。だから、捨てた後でも、毎日のように様子を見に来てたんです。ゴハンもあげて、頭を撫なでて、パパとママを説得して、すぐに連れて帰ってあげるからね、って」

　久く実みは下を向いた。涙が一滴だけこぼれた。

「俺おれは偶然ここに来てね。それでくるみを見つけた。飼ってあげたかったけど、うちも引越しが決まってたから、連れてはいけないし。だから毎日ゴハンだけ持ってきてた」

「はい。あたし、直なお人とくんがくるみに優しくしてくれてるの、ずっと陰から見てました。拾われちゃうのかなって、心配してたんです。それがくるみにとっては良いことだってわかってるんですけど、やっぱり、寂しくて。でも、この人に拾われるならいいかなって思ったんですよ。直人くん、本当に優しそうだし。くるみも、なついてるみたいだったし。でも、あの雨の日にね」

　直人は雨の夜を思い出す。それは酷ひどい雨だった。くるみのことが気にかかり、夜中にこの空き地まで走ってきた。しかし、くるみはいなかった。きっと、誰だれかに拾ひろわれたんだ、そう直人は思っていた。

「あの夜にね、車にひかれちゃったんです。たぶんくるみは、あたしに会いたかったんじゃないかなって思います。一度だけうちに来た時のことを覚えてて、あたしに会いにおうちに来ようとしたんじゃないかなって。あたし、どうしても我慢できなくて、くるみを連れて帰ろうと思って、ここに向かったんです。もしママに怒られたら、家出する覚悟までしてね。でも、くるみはダンボールから抜け出して、それで、車にはねられちゃったんです」

「どこで見つけたの？」

「ここにくる途中の道で、くるみが倒れてるの、見つけました。あたし、どうしていいのかわからなくなっちゃって。おうちには持って帰るわけにはいかないし。動転してたんですね。空き地に埋めるしかないかなって。もちろんそんなの、全然いいことじゃないってわかってますよ。だけど、あたしにはそれしかできることがなくて」

「その途中で俺とすれ違ったんだ。なにかを抱いていたように見えたのは、くるみを抱いてたんだね」

　久実はいつの間にか泣き止んでいた。瞳ひとみと鼻の頭を赤くしている。

「はい……。そこで、直人くん、本当に優しい人だなって思いました。傘も差さないで歩いてたから、きっとくるみを見に来てくれたんだなって。それであたし、絶対、いつか、このことのお礼しなくちゃいけないって思ったんです。あたしからのお礼もあるし、くるみからのお礼も。でも、近所の人から引っ越しちゃうんだって聞いて、あたしどうすればいいのかわかんなくて」

「それで編入生の振りして、鐘かねノの音ねに来たってわけか」

「えへへ。あたし、チビだから、すぐバレちゃうと思ったんですけどね。やっぱり、すぐバレちゃいましたけど。本当にご迷惑をおかけしました」

　膝ひざを抱えて座りながら、久く実みは頭を下げた。そしてそのまま彼女は泣き出した。

「なんとかお礼をしなくちゃって思ったんですけど、どうしていいかわかんないし、直なお人とくんに迷惑かけちゃうし、なんか、本気で好きになっちゃうし、あたし、もう困っちゃいますよ」

「魔法がとけちゃうって、言ってたね」

「はい……。こうして、魔法がとけて、ただの中学生になっちゃいました。けっこう頑張ってたんですけどね」

　久実は顔を上げようとはしない。耳まで真っ赤になるほど、彼女は泣いている。

「魔法、とけちゃったんだな」

「直人くんがきたからでしょう？　もしあのまま会わなければ、ずっと直人くんには魔法がかかったままだったのに」

　直人は、久実の肩をそっと抱いた。久実は驚いて体を震わせたが、すぐに全すべてを委ゆだねるように直人にもたれかかった。

「これでよかったんだよ」

「もう二度と会えないじゃないですか。こんな風になったら。あたし、かっこ悪いしさ」

「そんなことないって。かっこ悪くない」

「だって泣いてるし。嘘うそもついたし。こんなに好きなのバレてるし。鼻も出てるし」

「泣き止めばいいし、もう嘘をつかなければいいし、俺おれだって久実のこと好きだし、鼻はティッシュで拭ふけばいいと思うけど」

「涙が止まらないんです。嘘、またついちゃうかも知れないんです。それに、ティッシュ持ってないです」

　久実は笑った。直人も、つられて笑った。彼女は、わざとひとつだけ言葉を忘れた。

　直人は、ゆっくりと、扉を開けるように、もう一度繰り返す。

「俺だって、久実のこと好きだし」

　久実は、直人に抱かれたまま、体をキュッと硬くした。

「知らないですよ、そんなこと言って。本気になっちゃいますよ」

「いいよ、別に。もう逃げたりしないから」

　久実は顔を上げた。涙で濡ぬれていた。直人はそれを手でぬぐってやり、キスをした。

「来年、鐘かねノの音ねにおいでよ。きっと共学化になってると思う。今は男子も女子も上手くやってるよ」

「うん、そしたら一年生として行きます」

「先輩として出迎えてやる」

　直なお人とのシャツを久く実みは強く掴つかんだ。

「それまで別々の場所で暮らすことになるけど。大丈夫、俺おれは忘れたりしないから」

「あたしだって忘れないですよ」

　直人は、久実を強く抱きしめた。

　久実は直人の腕の中で、子犬のように体を丸くした。

　二人は小さく、一歩だけ、前へ進んだ。



《完》



    

  
    
      



    

  
    
      　

あとがき





　あとがき、いいですよね。僕はあとがき、大好きです。執筆を終え、安らかな気持ちで綴る文章。それがあとがき。なんというか、思わず「まだお買い求めでない方は、そのままレジまでＧＯ！」とか「ここにネタバレはないので、あとがきから最初に読む方も安心ですぞ！」だなんてことを書きたくなってしまいます。はい。それがあとがき。

　あとインタビューもいいですよね。僕に興味のある人が、僕について質問するロマンティックな時間。それがインタビュー。

　まだインタビューの経験はあまりないですが、将来的には週三（月、水、金）ぐらいでインタビューを受けていきたいなって思ってます。



　さて。『グリーングリーン　ナイショの同級生』はいかがだったでしょうか。これは色々なジャンルで展開されている『グリーングリーン』というタイトルの設定を元に、小説だけのオリジナルストーリーを綴ったものです。

　ヒロインのくるみも、主人公の直人も他では出てきません。この小説でしか読めないものなので、いやもう本当に、お買い得ってこのことを言うんですのよ奥さん。です。

　僕はこの本、たくさん売れたらええなあ（遠い目）と思っています。そのためならば、ミニスカートにルーズソックスという姿でＭＦ文庫Ｊの男性編集者の肩を揉みますし、女性編集者から「なによ若いだけのくせに」と白い目で見られても構いません。ただ、僕は男なので誰もあまり喜ばないという難点があるのですが、この際その程度の問題は気にすることでもないように思えるのです。大事なのは心です。まずは無駄毛の手入れから。

　そんな感じでこれからも頑張りたいと思いますので（どんな感じかは、各自の心の中で処理して頂けると幸いです）、応援よろしくお願いします。



　最後になりましたが、大変お世話になりましたＭＦ文庫ＪのＭさんとＫさん（なんかこういうのってイニシャルで書くとあとがきっぽいですよね）、素敵なイラストを描いてくださったくろたま商会さん、このようなチャンスを与えてくださったＧＲＯＯＶＥＲさんに床に頭がつくまで「ありがとうございましたっ！」と叫びながら、あとがきを終えたいと思います。愛情～っ！
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